
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
(
下
)

一
'
は
じ
め
に

ニ
'
ソ
連
の
農
業
'
食
料
政
策
の
概
要

三
'
農
業
生
産
動
向

四
'
食
料
品
の
消
費
動
向

(
以
上
前
号
)

(
以
下
本
号
)

五
'
ソ
連
農
業
の
当
面
す
る
問
題
点

H

農
業
生
産
の
伸
び
が
'
食
料
需
要
の
伸
び
に

追
い
つ
か
な
い
こ
と

日

長
近
年
次
に
お
け
る
農
業
生
産
の
低
迷

臼

農
産
物
輸
入
依
存
の
限
界

的

農
業
投
資
効
率
の
低
さ

的

農
業
経
営
内
容
の
悪
化

的

農
業
関
連
部
門
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
の
不
備
に
よ
る
農
産
物
の
大
き
な
ロ
ス

㈹

都
市
と
農
村
と
の
格
差
の
存
在
と
機
械
手
を

柴

崎

中
心
と
し
た
若
者
の
農
村
か
ら
の
流
出

的

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
に
対
し

て
'
上
部
槻
関
の
細
か
い
行
政
命
令
的
な
介
入

に
よ
り
'
経
営
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
な

い
こ
と

糾

農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
管
理
棟
横
が
肥
大

化し
'
し
か
も
､
相
互
に
連
絡

の
悪
さ
が
あ

-
'
計
画
策
定
面
等
で
欠
陥
を
招
い
て
い
る
こ

と

六
'

｢

一

九
九
〇
年
ま
で
の
ソ
連
の
食
料
計
画
｣
と

そ
の
関
連
対
策

H

食
料
計
画
と
そ
の
関
連
施
策
の
主
要
内
容

口

食
料
計
画
と
そ
の
関
連
施
策
の
問
題
点

七
'
結

語

H

要

約

肖

展
望
と
残
さ
れ
た
研
究
課
題

轟

之

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
良
案
の
動
向

(
下
)



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)

五
㌧
ソ
連
農
業
の
当
面
す
る
問
題
点

(-
)

八
二
年
六
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
総
会
は
'
｢
一
九
九
〇
年
ま
で
の
食
料
計
画
｣
(
以
下

｢食
料
計
画
｣
と
略
称
す
る
)

(2
)

と
こ
れ
に
関
連
す
る

一
連
の
覚
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
共
同
決
定

を
承
認
し
た
｡
こ
こ
で
は
'
｢食
料
計
画
｣
策
定
の
背
景

と
し
て
の
ソ
連
農
業
の
当
面
す
る
問
題
点
を
み
る
こ
と
と
す
る
｡
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七
日
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プ
ラ
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2

)

承
認
さ
れ
た

一
連

の
党
中
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委
員
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と
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邦
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議
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共
同
決
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｢
桑
葉
お
よ
び
農
工

コ
ソ
プ
レ
ッ
ク
ス
の
そ
の
他
諸
部
門
に
対
す
る
管
理
の
改
善
に
つ
い
て
｣

｢
経
済

メ
カ

ニ
ズ
ム
の
充
実
お
よ
び

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
済
の
強
化

の
た
め
の
諸
措
置
に
つ
い
て
｣

｢
生
産
物
の
増
大
お
よ
び
そ
の
晶
質
向
上
に
対
す
る
農
業
従
事
者
の
物
質
的
関
心
を
強
化
す
る
諸
措
置
に
つ
い
て
｣

｢
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
そ
の
他
の
農
業
企
業
に
お
け
る
畜
産
に
従
事
す
る
人
員
の
定
着
の
た
め
の
補
足
措
置
に
つ
い
て
｣

｢
農
村
住
民
の
住
宅
'
公
共
サ
ー
ビ
ス
'
社
会
'
文
化
的
生
活
条
件
の

一
層

の
改
善
の
た
め
の
諸
措
置
に
つ
い
て
｣

｢
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
す
る
指
導
的
幹
部
､
専
門
家
の

一
層
の
強
化
､
農
業
生
産
の
発
展
に
お
け
る
そ
の
役
割
と
責
任
の
向
上

に
つ
い
て
｣
)
0

H

農
業
生
産
の
伸
び
が
'
食
料
帝
要
の
伸
び
に
追
い
つ
か
な
い
こ
と

八
二
年
五
月
二
四
日
に
行
な
わ
れ
た
覚
中
央
委
員
会
総
会
に
お
け
る

｢
i
九
九
〇
年
ま
で
の
ソ
連
食
料
計
画
と
そ
れ
を
実
現
す
る
方

(-
)

途
に
つ
い
て
｣
の
報
告
に
お
い
て
､
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
'
食
料
の
生
産
が
年
々
増
大
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
'
い
ま
の
と
こ
ろ
ま
だ

需
要
の
伸
び
に
追
い
つ
い
て
い
な
い
と
し
て
'
そ
の
理
由
を
'
①

主
要
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
の
安
定
の
も
と
で
の
国
民
の
貨
幣

所
得
が
伸
び
て
い
る
こ
と
'
②

都
市
人
口
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
'
⑨

国
営
商
業
網
で
の
農
相
住
民
自
身
に
よ
る
食
料
品
の
購
入

が
年
々
増
え
て
い
る
こ
と
'
④

農
業
を
含
め
た
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
全
体
の
効
率
の
伸
び
が
十
分
に
速
や
か
で
な
い
こ
と
を
あ
げ

て
い
る
｡

ソ
連
に
お
い
て
は
'
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
指
数

(
一
九
四
〇
年
の
年
間
平
均
価
格
を

一
〇
〇
と
し
た
指
数
)
は
'
六
五
年
の
一

五
二
に
対
し
'
八
〇
年
に
は

一
五
七
と
'
長
期
に
わ
た
り
安
定
し
て
お
り
'
品
目
別
に
も
､
食
肉
'
牛
乳
'
乳
製
品
の
国
家
小
売
価
格

(2
)

は
'
六
二
年
六
月
よ
り
'
基
本
的
に
は
､
据
え
お
か
れ
て
お
り
'
パ
ン
の
国
家
小
売
価
格
指
数
は
'
五
六
年
以
降
'
同

1水

準

に

あ
る
O

一
方
'
国
民
の
貨
幣
所
得
は
'
六
五
年
か
ら
八
〇
年
の
期
間
に
二
･
五
倍
に
増
大
し
て
い
る
｡
そ
れ
は
'
こ
の
期
間
に
お
け
る
国
民
経

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

七
九



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
兵
業
の
動
向

(
下
)

八
〇

済
部
門
で
の
労
賃
や
､

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
労
働
報
酬
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
､
年
金
制
度
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
'
給
費
や
手
当

(3
)

金
の
引
き
上
げ
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

あ

る

｡

六
五
年
か
ら
八
〇
年
の
期
間
に
お
い
て
'
工
業
お
よ
び
そ
の
他
の
農
業
以
外
に
従
事
す
る
就
業
者
数
は
'
六
七

･
六
百
万
人
か
ら
'

(4
)

(5
)

九
九

･
五
百
万
人

へ
と
増
大
し
'
農
業
就
業
者
数

(社
会
化
部
門
)
は
'
二
五

･
八
百
万
人
か
ら
二
二

･
九
百
万
人

へ
と
減
少
し
て
い

る
｡

一
月

一
日
現
在
で
み
て
､
六
六
年
か
ら
八

一
年
の
期
間
に
お
い
て
､
都
市
人
口
は
､

二

三

･
七
百
万
人
か
ら

〓
ハ
八

･
九
百
万

(6
)

人

へ
と
増
大
し
'

一
方
'
農
村
人
口
は
'

一
〇
八

･
九
百
万
人
か
ら
九
七

･
七
百
万
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
｡

六
五
年
か
ら
八
〇
年
の
期
間
に
お
い
て
､
個
人
副
業
経
営
に
お
け
る
家
畜
飼
育
頭
数
は
'
牛
に
つ
い
て
は
四

･
七
百
万
頭
'
豚
に
つ

い
て
は
三

･
五
百
万
頭
､
羊
'
山
羊
に
つ
い
て
は
二

･
五
万
頭
も
そ
れ
ぞ
れ
減
少
し
て
い
る
｡
現
在
で
は
'
農
村
住
民
世
帯
の
う
ち
､

五
〇
%
以
上
が
牛
を
飼
育
し
て
お
ら
ず
､
六
五
艶
以
上
が
豚
を
飼
育
し
て
い
な
い
.
六
六
年
に
は
'

コ
ル
ホ
-
''ス
員
の
保
証
労
働
報
酬

制
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
や
'
そ
の
後
に
お
い
て
コ
ル
ホ
ー
ズ
員
の
労
働
報
酬
が
ひ
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
｡
こ
れ
ら
の
こ
と
も
あ
っ
て
､

農
村
住
民
の
農
村
の
小
売
商
店
か
ら
の
食
料
品
の
購
入
総
額
は
'
六
五
年
の
≡

10
億
ル
ー
ブ
ル
か
ら
'
八
〇
年
に
は
二
九
〇
億
ル
ー

(7
)

ブ
ル
に
増
大
し
て
い
る
｡

ソ
連
の
あ
る
学
者
の
試
算
に
よ
る
と
'
現
在
の
国
民
の
貨
幣
所
得
の
水
準
か
ら
み
て
'
国
民

一
人
当
た
-
の
年
間
の
食
肉
の
需
要
量

(8
)

(9
)

は

'
ほ

ぼ

'
七
〇
-
七
五
キ
ロ
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
'
八
〇
年
の
実
績
値
は
五
七
キ
ロ
に
と
ど
ま
っ
て
お

り

'

需
給
ギ
ャ
ッ
プ
が
大

き
い
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
o

l
方
'
農
業
生
産
の
伸
び
は
'
七
〇
年
代
に
入

っ
て
鈍
化
し
.
特
に
'
七
九
年
か
ら
八

1
年
に
か
け
て
の
不
振
ぶ
-
が
著
し
い
が
'

こ
れ
に
は
'
農
業
を
含
め
て
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
効
率
の
伸
び
が
十
分
に
す
み
や
か
で
な
か
っ
た
こ
と
も
帰
因
で
あ
ろ
う
.
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1
九

八
二
年
五
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四
日
の

党
中
央
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に
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連
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共
産
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書
記
長
エ
リ
ィ
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イ
･
ブ
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ネ

フ
の
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一
九
八
二
年
五
月
二
四
日

付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
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載
)0
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連
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〇
年
版
'
七
頁
o

(

7

)

B
･
T
J4X
O
110
B
,
y
穴
a3
･
CO
･-･
(
ヴ
ェ
･
チ
-
ホ
ノ
7
'

(

8

)

B
･
T
H
XOfrOB

,

y

K
aB
･
C
O･7･
(
ヴ
ェ
･
チ
-

ホ
ノ
フ
'

(

9

)

『
ソ
連
邦
国

民
経
済
統
計
』
'
八
〇
年
版
､
四
〇
五
頁
｡

前
掲
論
文
)o

前
掲
論
文
)O

前
掲
論
文
)O

jI
最
近
年
次
に
お
け
る
農
業
生
産
の
低
迷

六
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
順
調
な
伸
び
を
示
し
た
農
業
生
産
は
'
七

〇
年
代
に
入

っ
て
､
伸
び
率
が
低
下
し
'
特
に
'
七
九
年
か
ら

八

1
年
に
か
け
て
の
不
振
ぶ
り
は
著
し
い
o
す
な
わ
ち
.
年
平
均
農
業
総
生
産

の
伸
び
は
'
六
六

-
七

〇
年
に
は
三

･九
解
だ

っ
た
も

(-
)

の
が
'
七

1
-
七
五
年
に
は
二

･
五
野
'
七
六

-
八

〇
年
に
は

1
･
七
艶
と
な

っ
て
い

る

｡

対
前
年
比
の
農
業
総
生
産
は
'
七
九
年
に

(2
)

は

､

マ
イ
ナ

ス
三

･
1
野
'
八

〇
年
に
は

マ
イ
ナ
ス

1
･
九
解
､
八

1
年
に
は

マ
イ
ナ
ス

1
･
六

野
と

'
三
年
連
続
し
て
減
少
し
て
い

る
｡
耕
種
部
門
に
お
い
て
は
'
地
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
'
畜
産
部
門
に
お
い
て
は
'
飼
料
効
率
が
悪

い
と
い
う
問
題
が
あ
る
｡
最
近

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(下
)

八

一



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(下
)

八
二

年
次
に
お
け
る
農
業
の
不
振
に
対
し
て
は
'
農
業
技
術
体
系
全
体
の
み
な
お
し
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

注
(
-

)

M
･
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e
HK
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e
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H
a
5I

rT
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O
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r
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B
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O
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ufCa
CcJZbCfCOZO
X
o33
d
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,
),
82

(
エ
ム
･
マ
ケ
エ
ソ
コ

｢新
し
い
段
階
に

お

け

る

食

料

問

題
｣
『農
業
経
済
』

八

二

年

1
月
号

)
｡

(
2

)

ll
C
y

C
C
C
P
】
C
C
C
P

e
q
Lt息
p
a
x
e
]98]
20ay
,
m
o
cK
B
a,

)982
,
cr
p
･
lt4･
(
ソ
連
邦
中
央
統
計
局
『数
字
で
み
た
ソ
連

邦

』
'
一
九
八
1
年
版
'
モ

ス

ク

ワ

､

1

九
八
二
年
'
二

四
頁
よ
り
策

定

)o

jE

集
産
物
輸
入
依
存
の
限
界

ソ
連
は
'
七
二
年
以
降
に
お
い
て
農
産
物
輸
入
を
急
増
さ
せ
た
｡
す
な
わ
ち
'
食

品

･
食
品
原
料
の
入
超
額
は
'
七

1
年
に
は
五

･

六
億
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た
も
の
が
'
七
二
年
に
は

l
六

･
四
億
ル
㌧
フ
ル
'
七
六
年
に

は
五
七

二

億
ル
㌧
フ
ル
'
八
〇
年
に
は
九
八

･

(I
)

二
億
ル
ー
ブ

ル

と

な
っ
た
｡
最
近
年
次
に
お
け
る
穀
物
'
油
糧
作
物
'
畜
産
物
'
砂

糖
等
の
輸
入
規
模
は
'
大
き
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
｡八

二
年
五
月
二
四
日
に
行
な
っ
た
演
説
で
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
､
農
産
物
輸
入
に
よ
-
食
料
補
充
を
図
る
こ
と
を
放
棄
す
る
つ
も
り
は
な

い
と
し
つ
つ
も
'
食
料
計
画
は
'
資
本
主
義
諸
国
か
ら
の
食
料
品
輸
入
削
減
の
必
要

性
か
ら
出
発
し
て
い
る
こ
と
'
国
の
利
害
は
'
い

か
な
る
事
態
か
ら
も
国
民
を
保
障
す
る
と
こ
ろ
の
十
分
な
る
自
己
の
食
料
お
よ
び
飼

料
の
資
源
を
所
有
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
こ

と
､
若
干
の
国
家
の
指
導
者
は
､
穀
物
貿
易
の
よ
う
な
通
常
の
通
商
行
為
を
､
ソ
連

に
対
し
て
､
政
治
的
圧
力
を
加
え
る
武
器
に
変
え

(2
)

よ
う
と
努
め
て
い
る
が
'
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
し
て
い

る

｡

米
国
の
カ
ー
タ
I
前
政
権
は
'
八
〇
年

1
月
に
'
ソ
連
の
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
武
力
介
入
に
抗
議
し
て
'
穀
物
等

の
輸
出
規
制
措
置

(本
措
置
は
'

レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
り
､
八

一
年
四
月
二
四
日
に
撤
廃
さ
れ
た
)
を

と
っ
た
｡
こ
の
よ
う
な
事
態
の
発
生
は
'
ソ
連
を



し
て
'
農
産
物
の
対
外
依
存
は
'
食
料
の
安
全
保
障
上
限
界
が
あ
る
こ
と
を
強
く
意
識
せ
し
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

ソ
連
の
農
産
物
輸
入
は
'

ハ
ー
ド

･
カ
レ
ン
シ
ー
の
収
支
か
ら
も
限
界
が
あ
る
も

の
と
み
ら
れ
る
｡
す
な
わ
ち
'
ソ
連
は

ハ
ー
ド

･

(3
)

カ
レ
ン
シ
ー
に
よ
る
貿
易
に
お
い
て
赤
字
基
調
と
み
ら
れ

る

が

'

多
額
の
ハ
ー
ド

･
カ
レ
ン
シ
ー
を
必
要
と
し
て
い
る
も
の
と
推
定
さ

(4
)

れ
る
農
産
物
輸
入

は

'

こ
の
面
か
ら
も
限
界
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

注
(
-

)

『
ソ
連
邦
貿
易
統
計
』
(
各
年
版
)
よ
り
算
出

｡

(
2

)

y
K
a
3
･
A
O
f(Jta
A

B
p
e
x
rre
B
a
.
(
前
抵
ブ

レ
ジ
ネ

フ
演
説
)
0

(
3

)

米

国
中
央

情報
局
資
料
(
八
〇
年
六
月
)
に
よ
る
と
'
ソ
連

の

ハ
ー
ド

･
カ
レ
ソ
シ
ー
に
よ
る
貿
易
赤
字
を
'
七
七
年
三
三
億
ド
ル
'
七
八

年

三
八
億
ド
ル
'
七
九
年
二

一
億
ド
ル
と
推
定
し
て
い
る
｡

(
4

)

八
二
年
五
月
五
日
付
け

『
フ
ィ
ナ
ソ
シ
ャ
ル

･
タ
イ
ム
ズ
』
は
､
八

一
年
に
お
け

る

ソ
連
の

ハ
ー
ド

･
カ
レ
ソ
シ
ー
に
よ
る
農
産
物
輸
入
額

を
'
少
な
く
と
も

l
O
〇
億
ド
ル
と
推
定
し
て
い
る
｡

㈲

農
業
投
資
効
率
の
低
さ

-

農
業
投
資
効
率
の
低
下
傾
向

六
五
年
以
降
に
お
い
て
'
農
業
投
資
を
積
極
的
に
行
な
っ
て
い
る
が
'
そ
の
投
資
効
率
は
'
低
下
の
傾
向
に
あ
る
｡
従

っ
て
､
農
業

投
資
の
効
率
を
た
か
め
る
こ
と
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
｡

第
36
表
は
､
社
会
化
部
門
に
お
け
る
農
業
生
産
主
要
フ
ォ
ン
ド
の
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
､
六
五
年
か
ら
八
〇
年
の
期
間

に
､
三

･
四
四
倍
と
著
し
く
増
大
し
'
そ
の
就
業
者

1
人
当
た
-
や
農
用
地

1
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
数
値
も
顕
著
な
伸
び
を
示

(1
.)

し
て
い
る
｡
し
か
し
な
が
ら
'
農
業
生
産
主
要
フ
ォ
ン
ド
の
装
備
状
況
は
'
依
然
不
充
分
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い

る

｡

第
37
表
は
'
資
本

･
産
出
比
の
動
向
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
単
位
当
た
り
農
業
総
生
産
を
あ
げ
る
に
必
要
な
農
業
生
産
主
要
フ

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

八
三



第 36表 コルホーズ,経営間農業企業,ソフホ-ズ,その他の国営

経営における主要フォンド,フォンド確保度,労働のフォン

(単位 :%)

畏業生産主要フォソド願

雪雲苦 1人 l 琵 琶讐占oo
100

286

408

585

956

1,033

1,119

I,206

1,289

1,381

ド装備率の伸びのテンポ

すべての農業生産
主要フォンド (餐
畜を含む,年末)

100 1 100
311

467

7〔℃
1,154

1,262

I,384

1,491

1,617

1,750

∴ -こ

152 144

375 ≦ 338

A

B

C
A

/

′-ノ
′ノ
ー-∫

B

C
D
D

比

率

(矩
)

出所 : 『ソ連邦国民経済統計』,1980年版,212頁より作成.

注. コルホーズ,経営問農業企業, ソフホーズ,その他の国営経営の農業生産主

要 フォンドは,1981年 1月 1日現在において,1973年対比価格で 2,270億ル-

プルであ り,就業者 1人当たりでは,9.1千ルーブル,農用地100haの当たりで

は,4L6干ルーブルに相当している.

八
四

オ
ン
ド
額
が
増
大
の
傾
向
に
あ
る
こ
と
が

う
か
が
え
る
｡
こ
の
こ
と
は
､
農
業
投
資

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
農
業
生
産
主
要
フ

ォ
ン
ド
の
産
出
効
果
が
低
下
傾
向
に
あ
る

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
｡

農
業
生
産
主
要
フ
ォ
ン
ド
の
産
出
効
果

が
低
下
傾
向
に
あ
る
原
因
と
し
て
'
第

一

に
あ
げ
ら
れ
る
の
は
'
農
業
生
産
主
要
フ

ォ
ン
ド
の
価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と

で
あ
る
｡
例
え
ば
'
六
六
年
か
ら
'
七

二

年
の
期
間
だ
け
で
も
'
対
応
す
る
機
械
の

セ
ッ
ト
を
も
含
め
た
ト
ラ
ク
タ
ー
の
能
力

単
位
当
た
-
の
価
格
は
'
八
三
解
も
上
昇

し
､
家
畜
収
容
頭
数
単
位
当
た
り
の
畜
舎

建
設
費
も
'
牛
に
つ
い
て
は
二

二
二
倍
'

豚
に
つ
い
て
は
四
･
五
倍
と
'
そ
れ
ぞ
れ

(2
)

上
昇
し
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
｡



第 37表 農業における資本 ･産出比 (単位 =10億ル ーブル)

出所 :『ソ連邦国民経済統計』,1980年版,49頁および201-202頁 より算出.

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
'
農
業
構
造
が
変
化
し
､
主
要
生
産
フ

ォ
ン
ド
を
多
く
必
要
と
す
る
畜
産
物
や
青
果
物
の
生
産
ウ
エ
イ
ト

が
増
大
し
て
い
る
こ
と
､
地
域
別
に
み
る
と
'

ロ
シ
ア
共
和
国
の

非
黒
土
地
帯
や
'
シ
ベ
リ
ア
'
極
東
等
の
農
業
発
展
の
た
め
に
'

大
量
の
資
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
t
よ

り
き
び
し
い
農
業
条
件
の
結
果
と
し
て
'
全
国
平
均
よ
り
も
単
位

当
た
り
の
フ
ォ
ン
ド
必
要
量
が
大
き
い
こ
と
､
生
産
の
伸
び
と
直

接
結
び
つ
か
な
い
が
'
他
の
フ
ォ
ン
ド
が
機
能
す
る
た
め
に
は
必

要
な
大
規
模
な
投
資

(例
え
ば
'
道
路
建
設
'
送
電
線
の
設
置
等
)

(3
)

が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
o
最
近
年
次
に
お
い
て
は
'
農
業

生
産
主
要
フ
ォ
ン
ド
の
構
成
に
お
い
て
'
建
物
お
よ
び
築
造
物
の

比
率
が

上
昇
し
'
そ
れ
以
外
の
機
械
等
の
比
率
が
低
下
す
る
傾
向

(4
)

が
み
ら

れ
る
｡

主
要
生
産
フ
ォ
ン
ド
の
使
用
効
率
が
'
必
ず
し
も
高
く
な
い
こ

と
も
原
因
で
あ
る
が
'
以
下
'
こ
の
点
を
具
体
的
に
み
る
こ
と
と

す
る
｡

注
(
-

)

七
九
年
に
お
い
て
'

農
業
企
業

の
主
要
生
産

フ
ォ
ソ
ド
の
標

八
五



ブ

レ
ジ
ネ
フ

政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)

八
六

準
に
対
し
て
確
保
さ
れ
て
い
る
比
率
は
'
国
全
体
で
わ
ず
か
に
六

〇
･
四
労
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あ
る
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れ
て
い
る
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0
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エ
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ク
ラ
ゲ
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ェ
ソ
コ
｢農
業
に
お
け
る
主
要

フ
ォ
ソ
ド
の
よ
り
よ

き
利
用
の
可
能
性
｣
『
計

画
経

済
31
八
〇
年
二

月
号
)o

な
お
へ
農
業

の
主
要
生
産

フ
ォ
ソ
ド
の
標
準
に
対
す
る
確
保
度
は
､
現
時
点
で
'
国
全
体
で
は
'
七
五

%
以
下
と
す
る
も

の
も

あ

る
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五
力

年
計
画
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お
け
る
農
業
戦
略
と
戦
術

｣
『農
業
経
済

』
八
1
年
四

月
号

)a

7万
'

工
業

と
の
比
較
に
お
い
て
'
就
業
者

1
人
当
た
り
の
主
要
生
産

フ
ォ
ソ
ド
額
は
'
七
八
年
時
点
で
農
業
は
､
工
業
の
三
分
の
二
で
あ

っ
た

(
〓
･
B
y3
6
a
J10
B
,
A
･
C
e
M
e
l]O
B
,
"
H
a
y
責
0
･T
e
X
rTH
･1e
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K
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TTp
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B
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B
ICO
fLO
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ElJCLL
,
1
2,
79･
イ
･
ブ
ス
ダ

ロ
フ
'

7
･
七
メ
ノ
フ
｢科
学
技
術
の
進
歩
と
農
業
生
産
の
効
率

性
｣

『経
済

の
諸
問

題
』
七
九

年
一
二
月

号
)｡

農
業
生
産
は
'
季
節
性
が
あ
る
こ
と
'
機

械

'
ト
ラ
ク
タ
ー
を
広
い
面
積
に
わ
た
り
移
動
さ
せ
る
こ
と
'
天
候
条
件
に
顕
著
に
依
存
し
て
い

る
こ
と
等
か
ら
'
就
業
者

一
人
当
た
り
の
生
産

7
7
ソ
ド
坂
は
'
農
業
の
カ
が
工
業
よ
り
も
大
き
い
こ
と

が
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待
さ
れ
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い
る
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ア
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農
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生
産
の
計

画
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経
済
的
刺
激
｣
『
経
済
の

諸
問
題
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八
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六
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ソ
ド
の
最
適

利
用
｣
『農
業
経
済
』
七
九
年
八
月
号
)0

(

4

)

農
業
生

産
主
要
フ
ォ
ン
ド
を
建
物
お
よ
び
築
造
物
と
'
機
械

等
の
技
術
手
段
に
分
け
る
と
､

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
前
者
の
比
率

は
､
六
六

-
七
〇
年
に
は
'
七
二

･
八
野
だ

っ
た
も
の
が
七
九

･
四
解
に
.
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
は
'
本
数
値
は
'
六
八

･
四
野
か
ら
七
七

･
三
%
に

そ
れ

ぞ
れ
上
昇
し
て
い
る
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ト
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｢工
業
と
農
業
と
の
価

格
バ
ラ
ソ

ス
の
方
法
に

つ

い
て
｣
『農
業
経
済

』
八
二
年
三
月
号
)
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(単位 :形)

第 38表 コルホーズ,経営間農業企業およびソフホーズでの

農作業の機械化率
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野 菜 の 播 種

野 菜 の 植 付 け

砂糖用てんさいのコンパ
イソによる収種

馬れい しょの コソ ノミイソ

に よる収穫

搾 乳

ん

ん

牛

豚

き

牛

豚

き

牛

膝

き

出所 :『ソ連邦国民経済統計』,1980年版.111亘および112頁 よ り作成.

堤.現在,主要な圃場作業 (耕起,穀物,綿花,砂糖用てんさいの播種,穀物お

よびサイレージ用作物 の収弓垂)紘,完全に機械化 されている.馬れい しょの植

付け,砂糖用てんさい, と うもろこし,綿花 の暁闇耕起,草刈 り,穀物の調整,

コソパインによる種実用とうもろこしの収穫,穀物約八所からの搬出時の積

載,化学肥料 の積載等 の作業 の機械化は,完成に近 い もの となっている.
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農
業
機
械
化
を
め
ぐ
る
開
溝
点

広
大
な
農
用
地
面
積
を
も
つ
ソ
連
に
お

い
て
'
自
然
条
件
の
き
び
し
さ
か
ら
農
作

業
適
期
は
'

一
般
的
に
は
短
い
も
の
と
な

っ
て
い
る
｡
農
業
の
粗
放
的
発
展
か
ら
集

約
的
発
展
に
転
換
し
た
六
五
年
以
降
に
お

い
て
'
農
業
の
機
械
化
に
力
を
入
れ
て
い

る
｡
六
五
年
か
ら
八
〇
年
の
期
間
に
お
い

て
'
農
業
機
械
の
保
有
台
数

(年
末
)
は
'

コ
ン
バ
イ
ン
が
五
九
野
'
穀
物
用

コ
ン
バ

イ
ン
が
三
九
艶
'
ト
ラ
ッ
ク
が
六
九
%
そ

れ
ぞ
れ
増
大
し
'
農
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
出

力
は
'
二
･
六
倍
と
な
り
､
農
業
就
業
者

l
人
当
た

り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
出
力
は

三
倍

(I
)

と
な

っ
た

｡
第
38
表
で
表
示
し
た
ご
と
く
'

農
作
業
の
機
械
化
率
は
'
著
し
く
上
昇
し

て
い
る
｡
六
五
年
以
降
に
お
い
て
､
農
業

八

七



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

八
八

生
産
は
'
長
期
的
に
は
増
大
傾
向
を
示
し
た
が
'

農
業
機
械
化
の
進
展
に
よ
る
効
果
も
大
き
か
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
O

(2
)

し
か
し
な
が
ら
'
最
近
年
次
に
お
け
る
積
極
的
な
農
業
機
械

へ
の
投
資
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
農
業
機
械
化
の
水
準
は
'
い
ま
だ
に
不

(3
)

充
分
な
も
の
で
あ
る
O
ま
た
'
農
業
機
械
自
体
も
必
ず
し
も
効
率
的
に
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
.
す
な
わ
ち
'
農
繁
期
を
む
か
え
て
も
'

(4
)

機
械
の
修
理
が
終
了
し
て
い
な
い
た
め
に
使
用
で
き
な
い
機
械
の
比
率
は
'
毎
年
'
か
な
り
の
高
さ
に
達
し
て
い
る
｡
機
械
は
'
諸
々

の
理
由
に
よ
り
休
止
す
る
時
間
が
大
き
な
も
の
と
な

っ
て
い
る
o
す
な
わ
ち
'
毎
年
の
ト
ラ
ク
タ
I
の
休
止
時
間
は
'
そ
の
作
業
時
間

(5
)

の

〓

t-
1
四
野
に
相
当
す
る
五
四
-
五
八
百
万
時
間
と
な
っ
て
い

る
.

機
械
が
効
率
的
に
使
用
さ
れ
な
い
理
由
は
'
農
業
機
械
自
体
の
品
質
が
劣

っ
て
い
る
こ
と
'
修
理
'
保
管
'
使
用
に
問
題
が
あ
る
こ

と
'
機
械
手
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
'
機
械
作
業
体
系
に
問
題
が
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
｡

(6
)

(
7

)

農
業
機
械
の
品
質
が
劣

っ
て
い
る
た
め

に
'

そ
の
生
産
性
､
耐
久
性
'
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い

る

｡

新
し

(8
)

い
機
械
の
開
発
が
遅
れ
て
い
る
こ
と
も
改
善
の
必
要
が
あ

ろ

う

｡
(
9

)

(

川
)

農
業
機
械
の
修
理
は
､
そ
の
質
が
劣

っ
て
い
る
ば
か
り
で
は

な

く

'

修
理
作
業
が
し
ば
し
ば
遅
延
し
て

い

る

｡

修
理
費
も
大
き
な
金

額
と
な
っ
て
い
る
｡
例
え
ば
'
七
七
年
に
お
い
て
'
ト
ラ
ク
タ
㌧

コ
ン
バ
イ
ン
'
ト
ラ
ッ
ク
'
農
業
機
械
'
畜
産
施
設
の
修
理
整
備

費
は
'
四
六
億
ル
ー
ブ
ル
と
農
業
生
産
費
の
五

･
五
艶
に
相
当
し
て
い
る
｡
六
八
年
か
ら
七
七
年
の
l
〇
年
間
に
お
い
て
､
農
業
機
械

の
簿
価

1
ル
ー
ブ
ル
当
た
-
の
修
理

･
整
備
費
は
､
二
1
-
11三
カ
ベ
ー
ク
と
な
っ
て
お
り
'
使
用
期
間
中
に
お
け
る
修
理

･
整
備
費

の
取
得
価
格
に
対
す
る
比
率
は
'
ト
ラ
ク
タ
ー
が
二
倍
'
ト
ラ
ッ
ク
が
三
･
五
-
四
倍
'
穀
物
収
穫
用

コ
ン
バ
イ
ン
が
八
八
飾
'
農
業

(‖
)

機
械
が

1
〇
五
%
と
な

っ
て
い

る

0

本
数
値
は
'
米
国
に
お
い
て
は
'
無
限
軌
道
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が
七
八
%
'
車
輪
型
ト
ラ
ク
タ
ー
が

(12
)

〓

lO
錘
､
穀
物
収
穫
用
コ
ン
バ
イ
ン
が
四
〇
矩
'
サ
イ
レ
ー
ジ
収
穫
用
コ
ン
バ
イ
ン
が
六
〇
矩
と
な
っ
て
い

る

の

に
比
較
す
れ
ば
､



ソ
連
の
場
合
の
高
い
比
率
が
明
白
で
あ
ろ
う
O

(
13

)

修
理
が
遅
延
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
は
､
部
品
供
給
が
円
滑
を
欠
く
た
め
で
あ

る

｡

こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ

ー
ズ
は
'
部
品
を
い
か
な
る
手
段
に
よ
っ
て
も
確
保
し
'
ど
ん
な
場
合
で
も
保
管
し
よ
う
と
し
て
い
る
o
こ
の
た
め
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'

ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
'
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
部
品
と
修
理
資
材
が
蓄
積
す
る
結
果
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
O
七
九
年
の
始
め
に
.
全
部
品
の
五

五

･
五
解
が

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
直
接
存
在
し
て
い
た
が
'
本
数
値
は
'
年
に
よ
っ
て
は
五
八

･
二
解
と
な
っ
て
い
る
｡
七

(14
)

八
年
に
'
年
間
必
要
量
に
対
し
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
残
さ
れ
て
い
る
部
品
は
'
七
四
･
五
艶
に

も

達

し
て
い
る
o
こ
の
よ

(_5
)

ぅ
に
蓄
積
さ
れ
た
部
品
は
'
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
に
廃
棄
さ
れ
る
も
の
も
か
な
り
の
量
に
及
ん
で
い
る
も
の
と
み
ら
れ

る

｡

(16
)

経
営
の
大
部
分
に
お
い
て
'
機
械
や
設
備
は
､
露
天
で
保
管
さ
れ
て
い
る
た
め
に
'
さ
び
て
し

ま

い

'

ま
た
'
そ
の
使
用
方
法
が
適

(17
)

切
さ
を
欠
い
て
い
る
事
例
が
み
ら
れ
る
｡

機
械
手
の
養
成
に
は
'
努
力
し
て
い
る
も
の
の
'
養
成
さ
れ
た
機
械
手
の
流
出
が
大
き
い
｡
従

っ
て
'
機
械
手
の
数
が
少
な
い
た
め

に
'
機
械
の
効
率
的
な
利
用
が
で
き
な
い
事
例
が
み
ら
れ
る
｡
八
〇
年
末
に
お
け
る
農
業
部
門
の
保
有
台
数
は
'
ト
ラ
ク
タ
ー
が
二
'

五
六
二
千
台
､
穀
物
収
穫
用
コ
ン
バ
イ
ン
が
七
二
二
千
台
'
ト
ラ
ッ
ク
が

一
'
五
九
六
千
台
な
の
に
対
し
'
八

一
年
始
め
に
お
け
る
農

業
経
営
の
ト
ラ
ク
タ
ー

･
機
械
手
'
ト
ラ
ク
タ
ー
手
'

コ
ン
バ
イ
ン
手
は
二

二
､

〇
二
三
千
人
'
運
転
手
は
t

I
.
四
七

l
千
人
し
か

(18
)

(19
)

い
な
い
状
況
に
あ

る

｡

従

っ
て
'
能
率
の
よ
い
二
交
替
制
に
よ
る
機
械
の
利

用

が

困
難
な
ば
か
り
で
は
な
-
'
地
域
に
よ
っ
て
は
'
機

(20
)

城
や
ト
ラ
ッ
ク
の
保
有
台
数
よ
り
も
'
機
械
手
や
運
転
手
の
数
が
少
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い

る

｡

(21
)

機
械
の
作
業
体
系
に
お
け
る
欠
陥
の
た
め
に
､
機
械
が
効
率
的
に
利
用
さ
れ
て
い
な
い
事
例
も
み
ら
れ
る
｡

機
械
の
晶
質
が
悪
い
こ
と
'

そ
の
保
管
'

使
用
'

修
理
へ

整
備
等
が
悪
い
た
め
に
､
多
く
の
機
械
が
時
期
尚
早
に
廃
棄
さ
れ
て
い

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
桑
葉
の
動
向

(
下
)

八
九



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)

九
〇

(g!)

(cIEl)

る
三

方
で
は
'
機
械
の
供
給
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
な
い
た
め
に
'
古
い
機
械
が
利
用
さ
れ
て
い
る
事
例
も
み
ら
れ
る
｡

機
械
の
利
用
効
率
を
高
め
る
こ
と
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る
｡
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『
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連
邦
国
民
経
済
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計
』
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年
版
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算
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2
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第

1
0
次
五
力
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計
画
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六
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八
〇
年
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け
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畏
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均
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四
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億
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ブ
ル
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で
あ

っ
た
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力
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-
七
七
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ソ
連
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農
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定
さ
れ
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い
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o
u
gla
s

B
.
D
ia
m
o
n
d

an
d

W
.
L
ee

D
a
v
is,
"C
o
m
p
a
ra
Iiv
e
g
ro
w
Ih
in
o
u
tp
u
-
an
d
p
ro
d
u
c
-ib
ity
in
U

･S
･
a
n
d
U
･S
･
S･
R
･
Ag
licu
l-u
re"
,

S
u
uiel
ec
oTLGVrly

z.ll
a
tLtm
e
Of
Ch
a
Ttg
e
,
J
o
in
t
E
c
o
n
o
m
ic

C
o
m
mi
ttee
,
C
o
n
g
le
S
S

Of
lh
e
U
n
i-ed
S
-a
ce
s
,19
7
9
,
V
o
1

.2
,

p
.40
)
O

(
3

)

第

28
蓑

で
も
明
ら

か

なよ
-
に
'

畜
産
の
総合

的
磯
城
化

の
水
準

は
低

い
O

ま
た
'
青
果

物
の
収
穫
作業

の
機

械

化
も
連
れ

て

い

る
o

す
べ
て
の
圃
場
作
業
を
'
適
期
に
遂
行
す
る
た
め
に
は
'
現
有
の
ト
ラ
ク
タ
ー
や
農
業
機
械
の
保
有
台
数
を
二

･
六
上

転

に
増
大
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
"X
n
e
6
c
T
P
a
H
h-")
3
ICO
fLO
JW
u
fCa

C
e
JlbCW
O
Z
O
X
o
3
g
a
Cm
ea
.
7
.
7
9
二

国
土
の
穀
物
｣
『
農

業
経
済
』
七
九
年
七
月
号
)
0

研
究
機
関
の
試
算
に
よ
る
と
'
農
業
機
械
の
不
足
の
た
め
に
'
最
適

の
農
作
業
期
間
内
に
主
要
作
業
過
程
の
実
施
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

に
よ
り
､
毎
年

の
待
べ
か
り
し
収
量
が
得
ら
れ
な
か

っ
た
量
は
'
穀
物
三
五
-
四
〇
百
万
J･
ソ
,
馬
れ
い
し
ょ
約
三
盲
万
ト
ソ
,
砂
糖
用
て
ん

さ
い
八
盲
万
ト
ソ
と
さ
れ
て
い
る

(
B
･
T
-

H
O
B
,
"
0
6

M
HA
y
C
↑
p
H
a
nHS
a
uHH
CeJTh
CK
Or
O

I
O
B
島

C
↑
B
a
"
,
B
o
n
p
o
cu

B
K
O
～
0
･

JW
u
fCa
･
10
,
7
7
･
ヴ
ェ
･
チ
-
ホ
ノ
フ

｢
農
業

の
工業
化
に
つ
い
て
｣
『経
済
の
諸
問
題
』
七
七
年
lO
月号
)O

(
4

)

例
え
ば
､
穀
物
等
の
収
穫
が
貴
盛
期
を
む
か
え
よ
-
と
し
て
い
る
八
二
年
七
月
の
始
め
に
,
全
国
で

は
,
修

理
済
み
の
台
数
は
,
各

1
0
0

台

の
う
ち
'

コ
ン
バ
イ
ン
は
九
〇
台
'
ト
ラ
ク
タ
ー
も
ほ
ぼ
同
数
'
ト
ラ
ッ
ク
は
八
六
台
と
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年
七
月

三

日
付
け

『
プ
ラ

ゥ
ダ
)
｡

こ
の
よ
-
に
､
農
繁

期
に
お
い
て
も
う
修
理
さ
れ
て
い
な
い
農
業
機
械
の
比
率
が
高
い
こ
と
は
,
毎
年
く
り
か
え
さ
れ
て
い
る
｡

(
5

)

八

1
年

7
二
月
八
日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

∴
ノ
ー
ズ

こ
』
,i

(
6

)

農
村
に
納
入
さ
れ
る
多
-
の
機
械
は
'
現
在
の
と
こ
ろ
'
改
善
さ
れ
て
い
る
と
い
-
に
は
ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
り
,
そ
の
品
質
は
･
必
ず
し



も
常
に
高
い
と
は
限
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年
三
月
二
〇
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
社
説
)
｡

(
7

)

第
二
六
回
党
大
会

へ
の
ブ

レ
ジ
ネ
フ
の
報
告

(
八

1
年
二
月
二
三
日
)
(『
ソ
連
共
産
党
第
26
回
大
会
資
料
集
』
'
あ
り
え
す
書
房
'
五
二
頁
)
0

(
8

)

新
し
い
機
械

の
開
発
と
そ
の
出
荷
体
制
づ
-
り
は
'
き
わ
め
て
か
ん
ま
ん
な
テ
ソ
ポ
で
行
な
わ
れ
'
新
型
の
横
根
が
開
発
さ
れ
て
い
る
に
も

か

か
わ
ら
ず
､

企
業
が
古
い
型
の
機
械

の
生
産
を
継
続
す
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年
三
月
二
〇
日
付
け

『
プ
ラ
ウ

ダ
』
社
説
)
0

(

9

)

農
業
経
営
に
お
い
て
は
'

機
械
の
多
く
は
'

修
理
や
整
備

の
質
が
低
い
こ
と
に
よ
り
'

休
止
し
て
お
り
､

時
期
尚
早
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る

(

J]･
K
y
3
H
e
ltO
B
a
)
"O
rlTH
M
u
t,t70
e
H
C
t7
037b
30
B
a
rrH
e

rZp
O
H
3
t)O
A
C
T
B
e
H
H
tA
X

4)O
H
JLO
B
"
,
3

fCOfLO
･～u
tCa

C
eJ2bCK
O
ZO

X
o
･

3
8

5c
m
ea
.
8.
79.
ユ
リ
･
ク
ズ
ネ
ッ
ォ
ヴ
7

｢生
産

フ

ォ

ソ

ド

の

最
適
利
用
｣
『農
業
経
済
』
七

九

年
八
月
号
)

0

(
10
)

修
理
が
遅
延
し
て
い
る
事
例
と
し
て
'
次
の
よ
-
な
報
道
例
が
あ
る
｡

北
カ
ザ
フ
ス
タ
ソ
の

｢
十
月
名
称
｣
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
機
械
手
の
話
で
は
､
｢
K
-
七
0
1
型
の
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
の
モ
ー
タ
ー
が
故
障

し

た

の
で
'
修
理
し
て
も
ら

っ
た
が
､
わ
ず
か
三
時
間
で
ま
た
故
障
し
て
し
ま

っ
た

｡
再
度

'
修
理
し
て
も
ら
-
た
め
に
､
工
場
と
の
手
紙
の
や
り

と
り
に
二
カ
月
も
手
間
と

っ
て
､
や

っ
と
工
場
に
受
け
つ
け
て
も
ら

っ
た
が
'
播
種
ま
で
に
は
'
修
理
は
'
間
に
合
い
そ
-
も
な
い
｣
と
の
こ

と
で
あ
る

(
七
九
年
四
月

一
七
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)｡

(
‖

)
H
･
A
o
A
O
骨

e
B
a
)
"
n
p
O
H
3
B
O
A
C
T
B
e
TJH
a
S[
H
H
O
p
a

cT
py
K
l
y
p
a

CeJTa",
a
tCo
fL
ON
u
fCa
Ce
A
bC
lC
0

20
X

o
B
H
il
c
m

e
a

1
2
)

78

(
エ
ソ
･
ド
ロ
フ

ェ

エ
ヴ
7

｢

集
村

の

生
産

上

の

イ

ン

フ

ラ

ス

ト
ラ
ク

チ

ャ

7

｣
『農
業
経
済
』

七
八
年
一
二
月
号

)

｡

(ほ
)

H
･
K
o
H
O
H
e
rTK
O
,"
y
JZy･lE
H
T
b
T
e
X
H
H
tle
C
K
O
e
O
6
c
J)y
X
B
a
H
H
e
H
p
e
M
O
H
I
M
a
Lm

tI"
)
B
fCO
fLO
N
a
fCa

C
eJ
lbCfC0
20
X
o3R
a
C
m

･

ea
,
),78
(
エ

ソ

･
コ
ノ
ネ
ソ
コ

｢

機
械
の
技
術
的
サ
ー

ヴ
ィ
ス

と

修
理

の
改

善

｣

『
農

業

経
済
』
七
八

年

-
月
号
)0

(
1

)
部
品
供
給
の
遅
れ
に
つ
い
て
'
次
の
よ
-
な
事
例
が
報
道
さ
れ
て
い
る
｡

ペ
ソ
ザ
州
の
あ
る

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
技
師
の
話
で
は
'
｢
昨
年
'
修
理
の
た
め
の
部
品
を
さ
が
す

の
に
'

〓

1
労
働
日
も
か
か

っ
た
O
機
械

手
は
'
絶
え
ず
ま
だ
か
と
催
促
に
来
る
が
'
自
分
と
し
て
は
t
と
-
答
え
て
よ
い
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
｡
彼
等
は
'
時
に
は
'
答
を
待
た
ず
に
'

ト
ラ
ク
タ
ー
を
残
し
て
'
他
の
仕
事
に
つ
-
た
め
に
出
か
け
て
し
ま
-
｣
(
七
五
年
四
月
六
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
a

(
14

)

H
･
K
o
t70
H
e
ttK
O
,
H
･
n
e
M
h
SItTe
tTK
O
)

"
C
o
B
e
p
E
e
tlC
T
B
O
B
a
T
h
C
H
a
6
x
e
H
H
e
3
a
n
a
C
rrtJ
M
H
t[a
C
T
竃

H
"
,
3
fCO
fL
ON
LuCa
Ce
J

lb･

cfCo
20
X

o
3
g
uv
C

m
e
a
,
3

.
8

1
(エ
ソ

･

rL
ノ

ネ

ソ

コ
'

エ

ソ

･
デ
-
ヤ

ネ
ソ

コ

｢
部

品

供

給

の

改

善

｣

『

鼻
菜

経

済
』
八

1

年
三
月
号
)O

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

九

1



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

九
二

(
15
)

手
を
入
れ
れ
ば
'
使
用
で
き
る
部
品
を
廃
物
と
し
て
捨
て
て
し
ま

っ
て
ほ
な
ら
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年

一
月

t
九
日
付
け

『
プ

ラ
ウ
ダ
』
社
説
)
｡

(
18
)

M
･
M
B
a
H
ZIH
K

O
B
,
"
K
a
n
HTaJlbH
l,]M
BJIOXe
ffH
ftM

B

Gem
,CKOe
XO35[fic
T
B
O
-
3
合
骨
)(
T
H
B
H
O
e

Harrp
aBJ]eH
H
e
"
)
H
Jl
ahEO･

e

oe
X
o
3
H
a
c
m
8
0
,
10

,7
8

(イ
･
イワ
ソ

こイ
コ
フ

｢
農

業
へ
の
基
本
投
資
-

効
率
的
な
方
向
づ
け
｣

『計
画
経
済
』
七
八

年

i
O
月

号)0
機
械
の
保
管
の
悪
さ
に
つ
い
て
は
'
次
の
報
道
事
例
が
あ
る
｡

農
業
用
機
械
､
器
具
の
長
期
使
用
を
確
保
す
る
に
は
'
単
に
'
技
術
的
に
正
し
い
稼
働
を
行
な
-
は
か
り
で
は
な
-
'
圃
場
で
の
使
用
が
行

な
わ
れ
て
い
な
い
時
期
に
大
事
に
保
管
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
｡

こ
の
時
期
は
'
秋
か
ら
冬
'
更
に
へ
春
に
か
け
て
に
あ
た
り
'
最
も
降
水

の
多
い
時
期
で
も
あ
る
o
桑
葉
機
械
が
露
天
で
'
油
さ
え
塗
ら
ず
に
保
管
さ
れ
て
い
る
経
営
に
出
会
-
.
こ
の
よ
-
な
保
管
の
仕
方
で
は
'

1

冬
勉
し
た
だ
け
で
何
が
起
こ
る
か
想
像
に
難
く
な
い
.

収
穫
機
の
切
り
と
り
装
置
'

綿
花
摘
取
機
の
軸
ビ

ス

j･
ソ
'

発
動
機
の
シ
リ
ソ
ダ
ー

は
'
さ
び
て
し
ま
い
'
稼
働
に
役
だ
た
な
く
な
る
｡
シ
リ
ソ
ダ
ー
の
鏡
が
腐
食
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
ピ
ス
ト
ソ
式
発
動
機
の
実
験
で
は
､
正
常
な

も
の
と
比
較
し
て
'
能
力
は
'
二
五
%
低
下
し
'
油

の
消
費
は
'
五
〇
-
六
〇
%
も
増
大
し
'
発
動
機
の
耐
用
期
間
は
'
二
分
の

1
と
な
る
こ

と
が
示
さ
れ
て
い
る

(
七
五
年

1
月
二
九
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
7
』
)
E3

(
1
)

経
営
に
お
い
て
は
'
し
ば
し
は
'
機
械
の
使
用
お
よ
び
保
管
の
規
則
が
守
ら
れ
て
い
な
い

(
J
Z･
K
y
3fleJ10
B
a
,
y
Z(a3･
COLl･

ズ
不
ツ
ォ
ケ
ア
､
前
掲
論
文
)
｡

エ
リ

･
ク

(
18
)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
八
〇
年
版
｡

(
19
)

機
械
の
二
交
替
制
に
よ
る
使
用
は
､
季
節
当
た
り
お
よ
び

f
日
当
た
り
の
機
械
の
稼
働
率
を
五
〇
-
七
〇
解
も
引
き
上
げ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
B
･
r
a
e
B
C
六
a
E
,
B
･
コ
o
T
a
r70
B
,
B
･
B
o
K
e
p
H
SI,
"
P
e
3e
p
B
h
l
p
O
C
T
a
TTp
O
H
3
B
O
A
H
Te
Jlb
H
O
C
T
H
T
p
y
A
a
"
,a
fCO
fLO
･Nu
H
a

C
e
Jlb
･

cfC0
2
0
X
o
3
H
uu
Cm
G
a
,
)2
,7
9
.
ゲ
･
ガ

エ
フ
ス
カ

ヤ

'
ヴ
ェ
･
ポ
タ

ポ
7
㌧
ヴ
ェ
･
ボ

ケ
リ
ヤ
｢労
働
生

産
性

の
伸び
の
予

備
｣
『農
業
経

済
』
七
九
年
二

一
月
号
)O

(
20
)

グ
ル
.シ
ア
そ
の
他
の
ザ
カ
フ
カ
-
ズ
'

中
央

7
.シ
了
で
は
'

･1
ラ
ク
ク
ー

1
0
0
台
当
た
り
の
機
械
手
数

は
､

九
五
人
(
"
X

ne6
cTPa･

H
tJ
"
,
B
fC0
7iO
JW
u
fCa

C
e
,eb
ClCO
Z
O

X

o3
8
d
cm
e
a
,7
,
.j9
.
｢
国
土
の
穀
物
｣
『
農
業
経
済
』
七
九
年
七
月
号
)
'
カ
リ
-
こ

ソ

州
'
ト
ゥ
-

ラ
州
､
ス
モ
レ
ソ

ス
ク
州
で
は
'
ト
ラ

ク
タ
1
10
0
台
当
た
り
機
械
手
数

は
八
七
人
以
下

(
B
.
T
o
JlM
a
･1e
B
,
H
･
◎
H
JlH
n
J10
B
)
"
C
o
B
e
p
･



E

eETCTBOB
a
t7H
e

骨

P
M
H
P
O
B
a
ZJH
泊

K
B
a
JlJ4
号

LtH
P
O
B
a
tT
m

JX
六aDP
O
B

B

CeJ)bCKOM
XO3n[骨
T
B
e

",
rT,laftOeOC
X
o3ga
Cm･

80
,
9,801
ヴ

ェ

･
ト

ル

マ
チ

ョ

7

､

エ

ソ

･

フ

ィ

リ

ィ

ポ

フ

｢農
業に
お

け

る

技
能
資
格
を
有す
る

カ

1

ド
ル
形
成
の改
善
｣
『計
画経

済』
八〇年九
月
号
)
､

ブ

ス
コ
フ
州

の
ソ

フ
ホ
ー
ズ
で
は
'
ト

ラ
ク
タ
ー
'

コ
ソ
パ
イ
ソ

1
0
0
台
当
た
り
で
機
械
手
約
七
〇
人
'
ス
モ
レ

ソ
ス
ク
州
'

ノ
ダ
.コ
ロ
ド
州
で
は
'
四
五
人
強
に
し
か
過
ぎ
な
い
が
'
本
数
値

は
'

二
二
五
-

1
四
〇
人
に
す
べ
き
で
あ
る
と

勧
告
さ
れ
て
い

る

(
P
･
K

pa
B
･le
H
H
O
,
"
B
o
3
M
O
X
H
O
C
↑
H

Jry
l
u
Ee
r
O

H
C
rIO
n
h
2
0
B
a
tfm

O

CH
O
B
rr
tJ
X
O
o
tTA
OB
B

C
em
,C
宍
O
M

X
O
3
51iic
↑
B
e
"
,

H
IG

afi
O
8
0

C
X
o3gdcm
80,)1,80.
エル
･
ク
ラ
ゲチ
ェ
ソ
コ
｢農
業
に
お
け
る
主
要
フォ
ソ
ド
のよ
り

よ
き
利
用
の
可
能
性
｣
『計
画

経
済
』

八
〇
年
一
一月
号

)0

(
21
)

機
械
の

作
業
状
況
が
惑

い
主
要
な
原
因
は
'
第

1
に
は
'
機
械
化
作
業
に
つ
い
て
の
労
働

の
組
紙
化
が
弱
体
な
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(
八

1
年
七
月

1
0
日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

･
ジ
ー
ズ

ニ
』
社
説
)
o

例
え
は
'

･L
lフ
ッ
ク
が
こ
な
い
た
め
に
'

コ
ソ
パ
イ
ソ
も
休
止
せ
ざ

る
を
得
な
い
事
例

が
'
毎
年
'
報
道
さ
れ
て
い
る
､U

(
22
)

例
え
は
､
廃
棄
率
は
'
八
〇
年
に
お
い
て
'
ト
ラ

ク
タ
1

1
二

･
八
匹
'
穀
物
収
穫
用

コ
ソ
'バ
イ
ソ

l
四

･
四
%
'
ト
ラ
ッ
ク

l
五

･
三
%

で
あ

っ
た

(
U
S
l)
A

)U
S
S
R
.
R
c
u
ie
w

o
j
A
g
7･ic
ILltu
7･e
i,こ

9
8
]

(]n
d

O
ILtIo
o
k
f
u
7･
]
9
8
2
,lV.
3
2.
)
O
第
二
六
回
党
大
会
で
の
チ

I
ホ
ノ
フ

首相
の報
告
で
は､

｢
機

械

器

具

が
'
そ

の
使
用
と
保
存
が
ま
ず
い

ために
急
速
に
破
損し
'規

定

の
期
限
の
切
れ
ぬ
-

ち

に
廃
棄

処
分
に
付
せ
ら
れ
る
こ
と
が
ま
れ
で
は
な
い
｣
と
さ
れ
て
い
る

(
『
ソ
連
共
産
党
第
25
E
l大
会
資
料
』
'
あ
り
え
す
書
房
'

1
〇
五
頁
)
じ

(
23
)

例
え
は
､
ト
ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
へ
チ

ェ
チ
ェ
ノ

･
イ

ソ
グ
ー
シ
自
治
共
和
国
に
お
い
て
'
三
分
の

1
の
ト
ラ

ッ
ク
は
'

1
0
年
以

上
も
使

用
さ
れ
て
い
る
が
'
廃
棄
す
れ
ば
'
運
送
手
段
が
な
く
な

っ
て
し
ま
-
た
め
に
'
廃
棄
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年

二

月
二
二
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
o

ro

土
地
改
良
を
め
ぐ
る
間
零
点

ソ
連
に
お
い
て
は
'
南
部
に
あ
る
地
域
を
中
心
に
'
総
面
積
の
六

〇
艶
が
乾
燥
地
帯
に
あ
り
'
特
に
'
中
央
ア
ジ
ア
や
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
南
部
で
は
､
か
ん
が
い
な
し
に
農
業
を
行
な
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
｡

一
方
'
ソ
連
邦
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
部
の
北
部
を
中
心
と
し
て
'

二
七
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
過
湿
地
と
な

っ
て
お
り
､
そ
の
か
な
-
の
も
の
に
つ
い
て
は
'
干
拓
が
必
要
で
あ
る
｡
ま
た
､
石
ま
じ
リ
の

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下

の
ソ
連
長
業

の
動
向

(
下
)

九

三



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下

の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

九
四

土
地
が
四
〇
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
'

雑
か
ん
木
が
生
い
茂

っ
て
い
る
土
地
が

一
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
'
約
七
六
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル

(-
)

の
酸
性
土
壌
地
に
つ
い
て
は
'
石
灰
施
用
が
必
要
で

あ

る

｡

ソ
連
に
お
い
て
は
'
安
定
し
た
高
い
単
収
を
あ
げ
る
に
は
､
か
ん
が
い
'

干
拓
､
石
灰
施
用
等
の
土
地
改
良
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡

最
近
年
次
に
お
い
て
は
'
積
極
的
に
土
地
改
良
事
業
が
行
な
わ
れ
た
｡
七
〇
年
か
ら
七
五
年
の
期
間
に
'
か
ん
が
い
地
は
'

二

一
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

一
七

･
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
へ
'
干
拓
地
は
'

一
〇

･
二
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
か
ら

〓
ハ
･
九
百
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
そ
れ
ぞ
れ
増
大
し
て
い
る
〇
八
〇
年
に
お
い
て
'
か
ん
が
い
地
面
積
は
'
総
耕
地
の
七

･
七
解
'
農
用
地
の
三
･
二
野
を
占
め
て

お
り
'
か
ん
が
い
地
か
ら
の
農
業
生
産
額
は
'
耕
種
部
門
の
農
業
総
生
産

(社
会
化
部
門
)
の
二
九
%
を
占
め
て
い
る
｡
か
ん
が
い
地

で
の
生
産
は
'
品
目
別
に
み
る
と
'
七
六
-
八
〇
年
の
期
間
に
お
い
て
'
総
生
産
量

(全
経
営
類
型
)
の
う
ち
'
穀
物
は
四
･
九
矩
'

ぅ
ち
､
種
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
は
二
五

･
四
艶
'
砂
糖
用
て
ん
さ
い
は
五

･
九
野
'
野
菜
は
四
四
･
四
野
'
米
と
綿
花
は

一
〇
〇
艶
と

な
っ
て
い
る
｡
八
〇
年
に
お
け
る
干
拓
地
面
積
は
､
総
耕
地
の
七

･
四
飾
'
農
用
地
の
三

･
〇
艶
を
占
め
'
七
六
-
八
〇
年
の
期
間
に

お
い
て
干
拓
地
か
ら
の
生
産
量
は
'
総
生
産
量

(全
経
営
類
型
)
に
対
し
'
穀
物
は
三
･
二
野
'
砂
糖
用
て
ん
さ
い
は
三
･
二
野
'
馬

(2
)

れ
い
し
ょ
は
四

二
一%
と
な
っ
て
い

る

｡

七
六
-
八
〇
年
の
期
間
に
お
い
て
'
農
業
用
の
水
利
建
設
に
対
す
る
国
家
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
よ
る
投
資
額
は
'
二
三
九
億
ル
ー
ブ
ル

(3
)

で
あ
っ
た
｡

土
地
改
良
地
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
収
量
は
､
非
土
地
改
良
地
の
そ
れ
に
比
し
て
二
･
五

ユ
二
倍
'
早
ば
つ
年
に
は
六

(4
)

-
八
倍
も
大
き

い
｡

土
地
改
良
投
資
の
ル
ー
ブ
ル
当
た
り
の
土
地
改
良
地
で
の
増
産
額
は
'
六
六
年
に
は
二
･
〇
八
ル
ー
ブ
ル
だ
っ
た

(5
)

も
の
が
､
七
〇
年
に
は

1
･
六
二
ル
ー
ブ
ル
と
な
っ
て
い

る
｡

土
地
改
良
地
は
'
安
定
し
た
高
い
単
収
を
あ
げ
る
の
に
貢
献
し
て
い
る
も
の
の
'
そ
の
す
べ
て
が
必
ず
し
も
効
率
的
に
活
用
さ
れ
て



い
る
わ
け
で
は
な
い
し
､
そ
の
一
部
は
'
土
地
改
良
地
か
ら
離
脱
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
七
五
年
に
お
い
て
か
ん
が
い
地
は

一
四
･

五
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
'
干
拓
地
は

二
二
･
六
五
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
存
在
し
て
お
り
'
ま
た
'
七
六
-
八
〇
年
の
期
間
に
使
用
に
供
さ
れ

た
の
は
.
か
ん
が
い
地
三
･
八
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
'
干
拓
地
三
･
六
五
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

っ
た
｡
従

っ
て
へ
両
者
を
合
わ
せ
た
数

(6
)

値
と
八
〇
年
の
数
値
と
の
差
は
t
か
ん
が
い
地
に
つ
い
て
は
八
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
､
干
拓
地
は
E
l五
万

へ
ヶ
ノタ
ー

ル

で

あ
る
が
､
こ
れ

(7
)

揺
.
塩
害
や
沼
沢
地
化
に
よ
り
土
地
改
良
地
で
な
く
な
っ
た
も
の
と
み
ら

れ

る

O

土
地
改
良
地
で
あ
り
な
が
ら
'
実
際
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
も
か
な
-
の
面
積
に
及
ん
で
い
る
o
す
な
わ
ち
'
八
〇
年
に
お
い

て
'
農
業
経
営

(社
会
化
部
門
)
に
は
t
か
ん
が
い
地
が

一
七

･
二
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
存
在
し
た
が
'
こ
の
う
ち
'
利
用
さ
れ
た
も
の

(休
閑
地
を
含
む
)
は

1
六

二
ハ
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
'
干
拓
地
に
つ
い
て
は
'
同
じ
く

二

一
･
五
百
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
'

使
用
さ
れ
た
も
の

(休
閑
地
を
含
む
)
は

〓

1
･
〇
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ

っ
た
o
従

っ
て
t
か
ん
が
い
地
に
つ
い
て
は
六
〇
万
へ
ク

(8
)

タ
ー
ル
'
干
拓
地
に
つ
い
て
は
五
〇
万

ヘ
ク
タ
ー
ル
が
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
｡

(9
)

土
地
改
良
地
に
お
い
て
'
期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
単
収
を
あ
げ
て
い
な
い
も
の
が
み
ら

れ

る

O

土
地
改
良
地
が
効
率
的
に
活
用
さ
れ
な
い
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
点
は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

(M
L

第

1
は
'
土
地
改
良
事
業
の
計
画
'
調
査
'
設
計
が
'
適
切
さ
を
欠
く
も
の
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
O

第
二
は
'
土
地
改
良
事
業
建
設

に
あ
た
っ

て

'
工
事
の
質
が
低
く
'
工
事
全
体
の
斉
合
性
を
欠
き
t
か
つ
'
工
事
の
進
捗
テ
ン
ポ
が

･=
l

遅
い
も
の
が

み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
｡

第
三
は
'

土
地
改
良
地
に
適
し
た
営
農
体
系
が
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
'
土
地
改
良
施
設
の
運
営
と
管
理
が
不
適
切
な
も
の
が
み
ら
れ

(12
)

る
こ
と
で
あ

る

Q

土
地
改
良
地
に
適
し
た
品
種
と
こ
の
よ
う
な
品
種
の
特
性
を
充
分
発
揮
す
る
よ
う
な
施
肥
'
防
除
'
水
管
理
を
中
心

プ

レ
+･h
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

九
五



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

九
六

と
し
た
営
農
体
系
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
｡
水
路
の
清
掃
や
､
土
地
改
良
関
係

の
機
械
'
装
置
の
整
備
と
修
理
を
的
確
に
行
な
う
必

要
が
あ
る
｡

(
13

)

第
四
は
'
土
地
改
良
関
係
機
関
の
技
能
水
準
が
必
ず
し
も
高
く
は
な
い
も
の
が
み
ら
れ
る
こ
と
で

あ

る

O

か
ん
が
い
や
干
拓
の
他
に
も
'
各
種
の
土
地
改
良
事
業
が
行
な
わ
れ
て
い
る
｡
最
近
年
次
に
お
い
て
､
毎
年
t
か
ん
木
､
石
,
湿
地
'

沼
地
に
散
在
す
る
小
丘
の
除
去
を
二
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
強
'
酸
性
土
壌
地
に
対
す
る
石
灰
の
施
用
を
六
-
七
百
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
､
石
灰

(14
)

肥
料
の
施
用
を
二
〇
〇
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
'
含
塩
土
壌
地
の
改
良
を
四
〇
〇
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
つ
い
て
実
施
し
て
い
る
o

し
か
し
な
が
ら
'
こ
の
種
の
事
業
の
実
施
量
は
'
必
ず
し
も
充
分
な
も
の
で
は
な
く
､
例
え
ば
､
石
灰
施
用
が
不
充
分
な
た
め
に
'

(15
)

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
等
で
は
'
土
壌
の
酸
性
度
が
上
昇
す
る
事
例
も
み
ら
れ
る
｡
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ヴ
ェ
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イ
ワ
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チ

ェ

ソ

コ
､
ア
･
ス
･iJツ
ゥ
イ
ソ
｢
土

地

改

良

地
使
用

の

効

率
性
指
標
｣
『計
画
経

済
』
七

九
年
l
O
月
号

)｡

(
2

)

『
ソ
連
邦
国

民
経
済
統
計
』
'
八

〇
年
版
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
算
出
o

(
3

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
'
八

〇
年
版
'
三
四
二
頁
｡

(
4

)

H
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n
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コ
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ソ
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ラ
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ト
ラ

ク
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7

｣

『農
業

経

済

』

七
八
年
1
二
月

号

)

O

(

5
)

IA

B
y
a
A
a
JTO
B
,

"
C
o
B
e
p
tlre
rrC
I
B
O
B
a
H
H
e
y
ITp
a
6
n
e
tT…

C
e
JTb
C
宍
H
M

XO
B
監

c
T
B
O
M
"
,
B
o
n
p
o
c
u

B
ICO
u

O
N

u
fCu7
97
79
(イ
･

ブ
ズ

ダ

ロ

フ
｢農
業
管

理

の

改

善

｣

『
経

済

の

諸

問

題

』

七

九

年

九

月

号

)o

(
6

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
'
八
〇
年
版
よ
り
算
出
O

(
h

)

一
連
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー

ズ
で
は
､
か
ん
が
い
地
の
使
用
の
仕
方
が
不

満
足
で
あ
り
,
撒
水
機
構
と
進
歩
的
農
業
技
術
の
要
求
を
遵

守

し
て
い
な
い
が
'
そ
の
結
果
'
再
び
沼
沢
地
化
し
た
り
'
塩
害
を
こ
-
む

っ
た
り
し
て
'
農
業
面
か
ら
離
脱
し
た
り
す
る
例
も
あ
る
と
さ
れ



て
い
る

(
七
五
年

二

月
l二

日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

∴
ソ
ー
ズ

こ』)0

(
8

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
'
八
〇
年
版
よ
り
算
出
｡

(

9

)

"
B
c
e
M
e
p
rrO
rIO
B
h
ZE
a
T
E,
90
骨
六
T
H
B
H
O
C
T
h

CeJl

hCt(OXO邑
c
T
B
e
H
JJ
Or
O
rr
pO
H3BO
A
CT
B
a.',
H
Jla
u
O
8
0
e
X
o
3
R
a
Cm
80)
3
,

78
)
｢農
業
生
産
の
効
率

の
全
面
的
な

る
上
昇
｣
『
計

画
経
済
』
七
八
年
三
月
号
)
a

期
待
さ
れ
た
ほ
ど
の
単
収
を
あ
げ
て
い
な
い
例
と
し
て
､
か
ん
が
い
地
に
つ
い
て
'
七
七
年

の
穀
物
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
収
量
は
'
五
〇

ッ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
以
上
を
あ
げ
て
い
る
も

の
が
､

二

五
七
経
営
で
'
二
九
七
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
存
在
し
て
い
る

一
方
で
'

一
五
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
以

下

の
も
の
が
二

七
六
〇
経
営
'
五
四
三
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る

(
B
･
M
B
a
LLte
rrK
O
)
A
･
C
rTH
u
hZJl)
y
K
a
3
･

c
o
.
.
ヴ

ェ
･
イ
ワ
シ

チ
ェ
ソ
コ
'
7

･
ス
ピ
ッ
ウ
ィ
ソ
'
前
絡
論
文
)
O

(
10

)
n
･3
y
3
H
K
,
..P
ea
e
p
J岩

r[O
B
b
IE
e
m
岩

音
骨

K
T
m

H
O
C
T
H
O
P
OuJe
m

31
",
B
o
n
p
o
cu
3
7(0
7LO
N
u
ICLE,
8,
8
1
(
デ

ェ
･
ズ
ゥ
ジ

ィ
ク

｢か
ん
が
い

の
効
率
を
た
か
め
る
予
備
｣
『経
済

の
諸
問
題

』
八
1
年
八
月
号

)｡

(
11

)

こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
例
を
若
干
紹
介
す
れ
ば
'
次

の
と
お
り
で
あ
る
｡

一
連
の
土
地
改
良
事
業

の
建
設
は
退
廷
し
て
い
る
｡
土
地
改
良
地
の
引
き
渡
し
ほ
'
年
度
末
に
合
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
､
キ

ャ
ン
ペ
ー

ン

一
点
は
り
と
な
り
'
こ
の
こ
と
は
､
土
地
改
良
地
の

完
全
な
る
利
用
を
妨
げ
て
い
る

(
七
五
年
七
月
二
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』)
｡

7
部
の
水
利
事
業
組
織
は
.
重
要
施
設
の
操
業
開
始
期
限
を
守
ら
ず
'
建
設
見
積
り
額
を
水
増
し
L
t

ず
さ
ん
な

土
地
改
良
工

事
を
お
こ

な
い
'
建
設
さ
れ
る
施
設
の
設
計
'

見
積
書
を
適
時
に
与

え

て

い
な

い
o

建
設

･
道
路

･
公
益
事
業
機
械
製
造
省
'

ソ
連
邦
建
設
資
材
工

業
省
'

化
学
工
業
省
'
電
機
工
業
省

お
よ
び
他

の

1
連
の
省
は
'

土
地
改
良

シ
ス
テ
ム
の
建
設
と
運
営
'

そ
の
鮫
合
的
機
械
化
と
自
動
化
の

た
め
の
高
性
能

の
機
械
'

設
備
と
効
率
的
な
資
材
に
対
す
る

水
利
事
業
組
織
の
必
要
を
満
た
す
た
め
の
し
か
る
べ
き

措
置
を
講
じ
な
か

っ
た

(
コ
o
c
T
a
H
O
B
JFe
H
H
e
u
K

K
コ
C
C

H

C
o
B
e
T
a
m
H
H
H
C
T
p
O
B

C
C
C
P
,
)5
.
H
H
)n
St
19
7
6
r
.
"
O

H
JTa
rFe
M
e
JtH
O
P
a
tIH
J4
3
e
M
eUTb
rra

1976⊥
9
8
0
r
･
r
･
H
M
e
P
a
X
ZTO
y
JTy
.Ju
Je
rrH
JO
H
C
JIO
JT3
0
B
a
H
H
f[
M
e
JIH
O
pH
PO
B
a
H
trhlX
3
e
M
eJ7b
"
,
P
e
Lu
e
fla
H
n
a
P
m
LELt
a
n
P
a
･

811m

eJlb
C
m
e
a

n
O
X
O
3RB
Cm
eefLf
LbLn
e
O
n
P
O
C
a
M
･
()97
5
･
)9
7
7
r
･r･)
LJ

m
O
C
K
B
a,
19
7
7
,
cTP
･
379
38
7
･
1
九

七
六
年
七

月

一
五
日
付
け
'
党
中
央
委
員

会
と
連
邦
大
臣

会
議
の
決
定

二
九
七
六
-

一
九
八

〇
年
度
土
地

改
良
計
画

と
改
良

地
の

利
用
改
善
の
た
め
の
措

置
｣
『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第

二

巻
'
三
七
九
-
1二
八
七
頁
)
0

水
利
粗
放

の
干
拓
､
か
ん
が
い
地
の
稼
働
に
つ
い
て
の
八

i
年

の
計
画
は
､
未
達
成
で
あ

っ
た
o
予
定
さ
れ
た
四
九
の
大
規
模
事
業

の
-
ち
'

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

九
七



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

九
八

ひ
き
わ
た
さ
れ
た
の
は
'
三

〇
の
み
で
あ

っ
た
っ
事
業
組
織
面
に
お
け
る
欠
陥
､
経
営

管
理
の
悪
さ
の
た
め
に
'
例
え
は
'
ク
ラ
ス
ノ
ダ
-
ル

地
方
の
ソ

フ
ホ
ー
ズ

｢
プ

リ
ア
ゾ
フ
ス
キ
ー
｣
の
五
〇
〇

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
か
ん
が
い

地
の
再
建
は
､
八
年
も
道
延
し
た
｡
同
様
の
状
況
が
t

l
連
の
他
の
重
要
な
事
業
の
稼
働
に
つ
い
て
も
み
ら
れ

る
O
そ
の
結
果
.
か
な
り
の
面

魂
の
土
地
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
O
若
干
の
地
区
に
お

い
て
は
,
建
設
者
が
か
ん
が
い
網
を
建
設
す
る
際
に
お
か
し
た
重
大
な
る
欠
陥
や
'
管

理
の
悪
さ
の
た
め
に
t
か
ん
が
い
地
の

1
部
が
'
事
実

上
稼
働
し
て
い
な
い

(
八
二
年
三
月

〓

目
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
社
説
)O

(
i2
)

こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
例
を
若
干
編
介
す
れ
ば
､
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

経
営
に
よ
っ
て
は
'
土
地
改
良
地
の
使
用
に
欠
陥
が
あ
る
O
す
な
わ
ち
'
既
存
の
か

ん
が
い

･
干
拓
シ
ス
テ
ム
の
技
術
水
準
は
高
く
な
い
｡

新
し
い
土
地
を
使
用
に
供
す
る
の
は
'
適
期
に
行
な
わ
れ
ず
'
桑
葉
栽
培
技
術
は
低
-

t
か
ん
が
い
･
排
水
機
械
､
設
備
の
休
止
は
大
き
く

農
業
に
対
す
る
科
学
援
助
は
､
弱
体
で
あ
る

(B
.
M
B
a
u
le
lTK
O
,
A
･
C
rtH
u
tJ
IT
)
y
t(a
3
･
C
O
tl･

ヴ
ェ
･
イ
ワ
シ
チ
ェ
ソ
コ
'
7
･
ス
ピ
ッ

ゥ
イ
ソ
'
前
線
論
文
)
0

ソ
連
邦
農
業
省
､
ソ

連
邦
土
地
改
良

･
水
利
事
業
省
お
よ
び
連
邦
構
成
共
和
国
大
臣

会
議
は
､
か
ん
が
い
お
よ
び
千
野

ソ
ス
テ
ム
の
建
設
と

改
良
地
の
農
業
的
開
発
に
お
け
る
総
合
性
を
必
ず
し
も
す
べ
て
の
大
規
模
建
設
地
で
床

陣
し
て
い
な
い
.
国
営
運
営
組
賊
に
よ
る
完
全
な
技
術

的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
と
い
-
経
営
内
部
の
土
地
改
良
シ
ス
テ
ム
の
進
歩
的
運
営
形
態
の
導
入

が
遅

々
と
し
て
は
か
ど

っ
て
い
な
い
o
改
良
地
で
栽
培

さ
れ
る
穀
物
'
飼
料
作
物
そ
の
他

1
連
の
農
作
物
の
品
種
改
良
と
育
種
の
た
め
の
活
動

が
十
分
に
組
織
さ
れ
て
い
な
い
O
多
く
の
コ
ル
iT

ズ

と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
,
か
ん
が
い
農
業
の
熟
練
要
員
な
ら
び
に
必
要
な
機
械
'
運
搬
手
段

'
化
学
肥
料
そ
の
他

の
資
材
と
機
械
を
十
分
に
供
給
さ

れ
て
い
な
い

(
y
K
a
B
･Il
o
c
T
a
H
O
B
Jle
H
H
e
u
K

K
コ
C
C

H
C
o
B
e
l
a
誉

H
H
e
l
P
O
B

C
C
C
P
〉
15
H
NM
n

19
7
6
r
･
細
聖

九
七
六
年

七
月

一
五
日

付
け
へ
党
中
央
委
員
会

と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定
)
｡

(
ほ
)

土
地
改
良
機
関
に
つ
い
て

は
二

従
前
ど
お
り
'
中
間
の
作
業

班
の
専
門
家
の
流
動

性
が
高

い
｡
三
年
間
で
'
ト
ラ
ス
ト
の
管
理
者
の
三
分

の

1
が
交
春
し
た
O
広
い
職
種
に
わ
た
り
就
業
者
が
不
足
し
て
い
る
｡
労
働
条
件
に

つ

い
て
'
常
に
'
配
慮
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い
る
O

現
在
で
は
へ
そ

の
三
分
の

1
が
手
作
業
に
従
事
し
て
お
り
'
作
業
過
程
の
機
械
化
水
準

の
上
昇
は
t

か
ん
ま
ん
で
あ
る
O｣
と
指
摘
さ
れ
て
い

る

(
八
二
年
三
月

〓

目
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
D

(

H

)

E
.
r
a
fiA
a
M
a
t(
a
,
"B
o
3
M
O
X
tlO
C
T
H
y
,(y
q
u
e
rm
5"

C
r10
J.h30B
a
H
H
5H

e
M
e
J.ら
"
,

H
Jla
fLO
80
e
X
o3H
17
cm
8
0
,
5
,

8
1
(イ
ェ
･
ガ

イ
ダ

7
カ

｢
土
地
利
用
の
改

善
の
可
能
性
｣
『
計
画
経
済
』
八

1
年

五月
号
)
o



(
15
)

ロ
シ
ア
共
和
国
の
非
黒
土
地
帯
に
つ
い
て
'
｢
本
地
帯
の
土
壌
の
大
部
分
は
､
大
規
模
な
改
良
を
必
要
と
し
て
い
る
｡
絶
え
ず
'
物
理
的
.

化
学
的
.
生
物
学
的
な
負
荷
を
-
け
て
き
た
の
で
.
土
壌
は
'
次
第
に
'
自
己
の
肥
沃
度
を
失
っ
て
い
る
.
圃
場
か
ら
は
'
栄
養
分
が
奪
わ
れ

て
お
り
'
酸
性
度
の
上
昇
は
､
作
物
の
栄
養
分
の
吸
収
を
お
さ
え
'
光
合
成
の
強
さ
を
低
下
さ
せ
'
物
質
交
換
を
み
だ
し
'
微
生
物
活
動
を
抑

圧
し
て
い
る
｡
非
黒
土
地
帯
に
お
い
て
'
石
灰
施
用
を
必
要
と
し
て
い
る
酸
性
度
が
平
均
的
か
'
あ
る
い
は
'
強
度
の
土
壌
は
五
二
解
で
あ
り
､

1
連
の
州
'
す
な
わ
ち
'
コ
ス
ト
ロ
マ
州
､
カ
リ
-
ニ
ソ
州
.
イ
ワ
ノ
ダ
ォ
州
'
ス
q,
レ
ソ
ス
ク
州
で
は
八
〇
野
と
な
っ
て
い
る
O
現
在
の
よ

-
な
石
灰
施
用
の
テ
ソ
ポ
で
は
'
今
の
と
こ
ろ
積
極
的
な
成
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
｡
そ
れ
ど
こ
ろ
か
'
酸
性
の
肥
料
の
施
用
や
'
工
業
中
心

地
の
近
く
の
い
わ
ゆ
る
酸
性
の
降
雨
に
よ
っ
て
'
逆
の
傾
向
も
認
め
ら
れ
る
｡
酸
性
度

の
上
昇
､
土
壌
中
の
腐
植
土
の
含
有
量
が
少
な
い
こ
と
'

そ
の
か
な
り
の
面
積
が
過
湿
で
あ
る
こ
と
が
'
す
べ
て
､
作
柄
に
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
｣
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年
三
月
二
六
日
付
け

『
セ
ー
リ
ス
カ
ヤ
.シ
ー
ズ
ニ
』
'
ク
リ
ラ
ト
フ
論
文
)
J

4

農
業
の
化
学
化
を
め
ぐ
る
問
題
点

(I
)

農
業
集
約
化
を
す
す
め

つ
つ
'
増
産
を
は
か

っ
て
い
く
に
あ
た

っ
て
'
化
学
肥
料
や
農
薬

の
施
用
効
果
に
大
き
な
期
待
が
よ
せ
ら
れ
､

そ
の
農
業

へ
の
供
給
量
が
増
大
し
て
い
る
｡
化
学
肥
料
の
供
給
は
'
六
五
年
か
ら
八
〇
年

の
期
間
に
お
い
て
'
有
効
成
分

一
〇
〇
%
換

(2
)

(3
)

算
で
の
総
供
給
量
や
耕
地

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
施
用
量
は
､
約
三
倍
に
増
大
し

た

｡

農
薬
の
供
給
量
も
増
大
し
て
い
る
｡

し
か
し
な
が
ら
'
化
学
肥
料
の
施
用
量
は
'
す
で
に
み
た
ご
と
く
不
充
分
で
あ
り
'
地
力
低
下
を
懸
念
さ
れ
る
要
因
の
ひ
と

つ
と
な

っ
て
い
る
｡
農
薬
に
つ
い
て
も
'
そ
の
供
給
量
は
不
充
分
で
あ
る
｡
例
え
ば
'
除
草
剤
に

つ
い
て
は
'
連
邦
農
業
省
の
資
料
に
よ
る
と

そ
の
確
保
が
不
充
分
な
た
め
に
'
除
草
剤
に
よ
る
除
草
は
'
穀
物
お
よ
び
綿
花
に

つ
い
て
は
､
そ
の
作
付
面
積
の
二
分
の

一
弱
'
砂
糖

(4
)

用
て
ん
さ
い
に

つ
い
て
は
四
分
の

二

野
菜
に

つ
い
て
は
三
分
の

二
山
つ
い
て
行
な
わ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
状
況
に
あ

る

｡

化
学
肥
料
に

つ
い
て
は
'
供
給
量
の
増
大
に
対
応
し
た
運
送
'
保
管
'
施
用
の
体
制
づ
く
-
が
必
ず
し
も
で
き
て
い
な
い
た
め
に
､

大
き
な

ロ
ス
と
施
肥
効
果
の
低
下
を
も
た
ら
し
て
お
-
'
ま
た
'
化
学
肥
料
の
品
質
や
窒
素
､
-
ん
酸
､
加
里
の
三
要
素
の
比
率
に
は

ブ
レ
ジ
ネ
フ

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(下
)

九
九



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)

改
善
の
余
地
が
大
き
い
｡

全
国
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
化
学
肥
料
保
管
施
設
の
確
保
度
は
'
五
四
解
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
'
運
送
'
保
管
'
施
用
に

(5
)

際
し
て
の
化
学
肥
料
の
ロ
ス
は
'
農
業
に
供
給
さ
れ
る
総
量
の
1

0
-〓
1野
と
指
摘
さ
れ
て

い

る

｡

1
方
'
農
業
技
術
公
団
所
有
の

(6
)

化
学
肥
料
用
保
管
施
設
は
'
同
公
団
が
化
学
肥
料
の
保
管
に
経
済
的
関
心
を
も
っ
て
い
な
い
た
め
に
'
利
用
率
が
低
い
状
況
に
あ
る
｡

〔,こ

一
部
の
経
営
に
お
い
て
は
'
化
学
肥
料
使
用
に
関
す
る
勧
告
を
無
視
し
て
施
肥
を
行
な
っ
て
お
り
'
ま
た
'
不
均
等
に
施
肥
す
る
も

(8
)

(9
)

(10
)

の
も
か
な
-
み
ら

れ

る

｡

施
肥
機
の
不

足

や

施
肥
機
の
修
理
体
制
が
弱
体
で
あ
る
例
も
み
ら
れ
る
｡

(‖
)

農
業
に
供
給
さ
れ
た
化
学
肥
料
の
品
質
は
､
規
格
に
合
致
し
な
い
も
の
が
か
な
り
み
ら
れ
'
晶
質
の
改
善
は
'
大
き
な
課
題
と
な
っ

(12
)

て
い
る
｡

窒
素
'
り
ん
酸
､
加
里
の
比
率
は
'
科
学
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
勧
告
に
よ
れ
ば
'

1
対

1
二

対
〇
･
八
と
さ
れ
て
い
る
の
に
'

(13
)

(】4
)

七
八
年
の
供
給
実
績
で
は
､

一
対
〇
･
七
〇
対
〇
･
七

一
と
な
っ
て
お

り

'

こ
の
た
め
施
肥
効
果
が
低
下
し
て

い

る

｡

(15
)

農
薬
散
布
に
つ
い
て
も
'
不
適
切
な
散
布
が
な
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
も
の
と
み
ら
れ

る

｡
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連
邦
農
業
省
や
農
業
科
学
7
カ
デ
,,,
-
の
長
年
の
資
料
に
よ
る
と
'
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
化
学
肥
料

1
ツ
ェ
ソ
J･
ネ
ル
の
施
用
に
よ
る
全
国

の

平
均
で
の
増
収
量
は
'
穀
物

1
･
1
-

1
･
三
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
､
馬
れ
い
し
ょ
七

･
1
1
-
七

･
五
ツ
ェ
ン
ト
ネ
ル
へ
野
菜
'
-
り
炉
七

･
九

～

一
二

･
〇
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
'
砂
糖
用

て
ん
さ
い
六

･
五
-
七

･
〇
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
'
果

実
'
い
ち
ご
構

i
･
七
-
二

･
〇
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
で

あ
る
｡
施

肥
の
収
益
率
は
'

1
五
〇
解
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そ
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以
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あ

る
(
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･
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セ
メ
ノ
フ

｢

科学技術
進歩と農業生産の効率｣『経
済

の諸問題』七
九年
一二月号)0

な

お

'

七
六
年
か
ら

八
〇
年
ま
で
の
全
国
で
の
穀
物
生
産
量
の
伸
び
の
約
半
分
に
つ
い
て
'
化
学
肥
料
と
有
機
質
肥
料
の
施
用
量
の
増
大

に
よ

っ
て
確
保
し
ょ
-
と
計
画
さ
れ
て
い
た

(
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･
K
o
JZst.q
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rr
,
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･
51六
y
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ソ
'
イ

･
ヤ

ク
ー
ニ
ソ
｢農
業
生
産
振
興

の

基

盤

と
し
て
の
穀

作の
発
展
｣『
計
画
経
済
』
七

八
年三
月

号

)

0

(
2

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
'
八
〇
年
版
よ
り
算
出
｡

(
3

)

第
二
六
回
党
大
会

へ
の
チ
-
ホ
ノ

フ
首
相

の
報
告
(

『
ソ
連
共
産
党
第
26
回
大
会
資
料
集
』
'
あ
り
え
す
書
房
'

二

二
京
)
0

な
お
'
鼻
薬

の
生
産
量

(
実
数
)
は
'

六
五
年
の
二
〇

1
千
ト
ソ
か
ら
'

八
〇
年
に
は
四
七
〇
千
ト
ソ
に
増
大
し
た

(
『
ソ
連
邦
国
民
経
済

統
計
』
'
八
〇
年
版
'

〓
ハ
二
頁
)
｡

(
4
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1
(
ァ
･
ア
ル
ヒ
-
ポ
フ

｢農
業
生
産
の
計
画
化
と
経

済
的
刺
激
｣
『経
済
の
諸
問
題
』
八
1年
六
月
早
).

(
5

)
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ea,
8,
80
(
イ

･コ
ノ
ノ

7
｢農
工
コ
ソ
プ

レ
ッ
ク
ス
の
部
門
の
.ハ
ラ
ソ
ス

の
と
れ
た
発
展

｣
『農
業
経
済
』
八
〇

年
八
月
号
)
0

な
お
'
こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
次
の
よ
-
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

化
学
肥
料
の
使
用
お
よ
び

コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
す
る
農
業
化
学
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
組
織
に
は
大
き
な
欠
陥
が
あ
り
'
そ
れ
が
農
業

化
学
化
の
効
率
を
低
下
さ
せ
て
い
る
o
L
は
し
は
化
学
肥
料
'
石
灰
､
鼻
薬
の
頼
送
と
貯
蔵

の
所
定

の
規
則
が
便
害
さ
れ
'
そ
れ
ら
の
大
量
の

ロ
ス
が
許
容
さ
れ
て
い
る
o

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
鼻
業
技
術
公
団
の
諸
組
枕
に
お
け
る
化
学
化
の
物
質
的
'
技
術
的
基
盤
の
創

設
と
強
化
が
遅

々
と
し
て
は
か
ど

っ
て
い
な
い
0

7
部
の
地
域
で
は
'
農
業
技
術
公
団
の
対

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
農
業
化
学
サ
ー
ヴ
ィ

ス
部
と
連
邦
兵
業

省
の
国
家
農
業
化
学
サ
ー
ヴ
ィ
ス
機
関
の
壷
然
た
る
連
係
動
作
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
.
化
学
肥
料
そ
の
他
の
化
学
的
手
段

の
貯
蔵
の
た
め
の
機
械
化
さ
れ
た
最
適
容
量
倉
庫
の
配
置
の
統

一
的
プ
ラ
ン
が
作
成
さ
れ
て
い
な
い
O

コ
ル
ホ
ー
ズ
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
農

業
技
術
公
団
の
諸
組
織
で
は
'

機
械
化
さ
れ
て
い
な
い
小
規
模
な
倉
庫
が
'

そ
れ
ら
を
配
置
す
る
十
分

な

経
済
的
根
拠
が
な
い
の
に
建
設
さ

れ
'
そ
れ
が
肥
料
の
非
合
理
的
な
運
送
と
積
み
替
え
'
積
み
お
ろ
し
作
業
遂
行
の
た
め
の
高

い
労
働
支
出
を
も
た
ら
し
て
い
る
｡

い
く

つ
か
の
連
邦
省
庁
と
連
邦
構
成
共
和
国
大
臣
会
議
は
'
化
学
肥
料
と
石
灰
の
輸
送
と
貯
蔵
の
改
善
に
関
す
る
連
邦
政
府
の
決
定
を
満
足

に
遂
行
し
て
い
な
い
｡

重

･
運
輸
機
械
製
作
省
は
'
化
学
肥
料
の
無
風
袋
輸
送
の
た
め
の
専
用
底
開
き
車
の
シ
リ
ー
ズ
生
産
と
化
学
製
品
倉
庫
の
た
め
の
新
し
い
穣

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

一
〇
一



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
典
業
の
動
向

(
下
)

み
下
ろ
し
機
械

の
製
造
を
保
障
し
な
か

っ
た
｡

化
学
工
業
省
は
'
無
風
袋
輸
送
と
乾
性
混
合
肥
料
製
造
に
適
し
た
化
学
肥
料
の
品
質

の
改
善
と
供
給
増
大
に
関
す
る
課
題
を
遂
行
す
る
た
め

の
糟
置
を
講
じ
な
か

っ
た
｡
化
学
肥
料
貯
蔵
の
た
め
の
機
械
化
さ
れ
た
倉
庫
の
建
設
に
関
す
る
課
題
の
未
遂
行
の
事
実
が
存
在
す
る
｡
既
存
の

倉
庫
容
量
は
'
満
足
に
利
用
さ
れ
て
お
ら
ず
'
化
学
肥
料
が
野
外
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
品
質
を
損
な
い
'
そ
れ
に
よ

っ
て
国
家
が
大
き
な

損
失
を

蒙

っ
て
い
る
と
い
-
の
に
'
倉
庫
容
量
が
他
の
生
産
物
に
よ

っ
て
占
め

ら
れ
て
い
る
ケ
ー
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が
間
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あ
る
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九
七
六

年
七
月

四
日
付

け
､
党中

央
委
員
会
と

連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢
化
学
肥
料

の
使
用
効
率

の

一
層

の
向

上､

輸
送
'
貯
蔵
お

よ
び
施
肥
に
際
し
て
の
そ

の
ロ
ス
の
減
少
､

rl
ル
ホ
-
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
す
る
農
業
化
学
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
改
苔
の
た
め
の
措
置
｣

『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び

政
府
の
決
定
集
』
第

二

巻
､
三
四
七
～
三
五
七
頁
)
｡
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農
業
技
術
公
団
の
化
学
肥
料
用
倉
庫

の
1
部

(
約
二
五
%
)
は
'
部
品
'
建
設
資
材
そ
の
他
の
商
品
の
た
め
に
転
用
さ
れ
て
お
り
'
残
り
に

っ
い
て
も
'
六
五
年
か
ら
の
実
態
調
査
か
ら
み
る
と
､
そ
の
利
用
率
は
'

平
均
し
て
二
五
-
1二
〇
%
を
越
え
な
か

っ
た
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'
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中
央
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員
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と
連
邦
大
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決
定
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施
肥
に
あ
た

っ
て
'
不
均
等
な
る
施
肥
が
'
五
〇
-
八
〇
野

に
及
ん
で

い
る

が
'
こ
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は
桑
葉
化
学
標
準
を
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四
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E
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い
る
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コ
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｢
生
産
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集
約
化
と
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財
所
要
度
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『農
業
経
済
』
七
八
年
五
月
号
)O
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八

l
年
九
月

一
七
日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

∴
ソ
ー
ズ

こ
』
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(
m
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全
国
的
に
み
て
､
農
業
化
学

サ
ー
ヴ
ィ
ス
関
連
の
機
械
の
修
理
に
つ
い
て
の
組
織
の
仕
方
は
弱
体
で
あ
る
｡
連
邦
農
業
技
術
国
家
委
員
会
の



企
業
は
'
現
在
'
地
区

の
農
業
化
学
公
団
の
機
械

の
修
理
に
つ
い
て
は
九
〇
%
'
ト
ラ

ッ
ク
は
六
四
野
'
特
別
の
機
械
に
つ
い
て
は
'

1
九
解

を
保
証
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
O
実
際
上
'
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
'
農
村
で
は
'
化
学

肥
料
や
有
機
質
肥
料

の
施
用
の
た
め
の
機
械
の
修
理
に

関
す
る
特
別

の
企
業
は
'
創
設
さ
れ
て
い
な
い
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1
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目
付
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農
業
化
学

サ
ー
ヴ
ィ
ス
お
よ
び
農
業
技
術
公
団

の
組
織
的
な
監
視
結
果
資
料

に
よ
る
と
'
供
給
さ
れ
た
化
学
肥
料

の
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〇
-
四
〇
%

は
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国

家
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の
要
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と
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技
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違
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い
る
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七
五
年
に
お

い
て
供
給
さ
れ
た

化
学
肥
料
中

の
窒

素
'
り
ん
酸
'
加
里

の
比

率
は
'

一
対

〇

二
ハ
対
〇

･
七
で
あ

っ
た
が
'
り
ん
酸
分
が
不

足
し
て
い
る
結
果
'
有
効
に
使
用
さ
れ
た
割
合
は
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窒
素
が
五
八
野
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里
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四
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解
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っ
た
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農
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コ
ソ
プ
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ス
の
効
率
性

｣
『経
済
の
諸
問
題

』
七
九
年

二
月

号

)o

(
15
)

農
薬
散
布

の
不
適
切
な
例

と
し
て
'
次
の
よ
-
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
o

ヴ
ォ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
州
'
サ
ラ
･1
7
州
'
オ
レ
ソ
ブ
ル
グ
州
で
は
'
七
四
年
に
錆
病
の
被
害
を
受
け
た
O

春
か
ら
締
病
に
つ
い
て
警
告
さ
れ

て
い
た
が
'
州
や
地
区

の
農
業
担
当
部
局
の
怠
慢

の
た
め
に
'
こ
の
瞥
告
は
'
経
営
ま
で
届

い
て
い
な
か
っ

た
o
農
薬
散
布
に
あ
た

っ
て
多
く

の
経
営
は
'
温
度
､
湿
度
'
播
稜
構
成
を
考
慮
し
な
い
で
'
た
だ
多
く
散
布
す
れ
ば
よ
い
と
し
て
い
る
o
農
薬
の
効
果
は
､

一
週
間
ぐ
ら
い
な

の
に
'
病
菌

は

一
カ
月
生
存
す
る
の
で
'
か
か
る
散
布
は
､
劾
果
的
で
な
い
し
'
多
量

の
農
薬
散
布
は
､
作
物

の
成
育
を
抑
え
る
と
い
-
弊
害

が
あ
る

(
七
四
年

1
二
月
五
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
7
』
)
D

5

畜
産
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
め
ぐ
る
問
題
点

需
要
の
増
大
し
つ
つ
あ
る
畜
産
物
に
つ
い
て
'
専
門
化
と
集
約
化
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
'
効
率
の
高
い
生
産
を
行
な
う
こ
と
が
要

(-
)

(2
)

諦
さ
れ
て
い

る
｡

七
〇
年
代
に
な
っ
て
'
国
営
の
専
門
経
営
や
経
営
間

協

業

に

よ
っ
て
'
総
合
的
に
機
械
化
'
自
動
化
さ
れ
た
畜
産
コ

'=-I)

ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
建
設
が
推
進
さ
れ
て

い

る

｡

ブ

レ
ジ
ネ

フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業

の
動
向

(
下
)



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)

lO
E
t

畜
産
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
､
既
存
の
経
営
の
畜
産
飼
育
所
に
比
す
れ
ば
'
高
い
生
産
効
率
を
あ
げ
て
い
る
｡
第
39

表
は
,
全
国
で
稼

働
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
国
営
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
経
営
間
協
業
の
畜
産
関
係
の
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス

(養
鶏
部
門
を
除
く
)
三
二
〇
〇
余
の

ぅ
ち
'
豚
肉
'
牛
肉
'
牛
乳
生
産
に
つ
い
て
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の
作
業
効
率
の
比
較
を
七
九
年
に
つ
い
て
行
な
っ
た
も

の
で
あ
る
O

一
日
当
た
り
平
均
増
体
量
'
乳
牛

一
頭
当
た
り
搾
乳
量
'
労
働
生
産
性
'
飼
料
効
率
'
生
産
原
価
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
,

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
方
が
す
ぐ
れ
た
指
標
を
示
し
て
い
る
｡
た
だ
'
牛
乳
の
生
産
原
価
に
つ
い
て
は
,
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
ソ
フ
ホ
ー

ズ
.
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
の
間
に
は
ほ
と
ん
ど
差
が
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
o
な
お
'
養
鶏
部
門
に
つ
い
て
は
･
今
日
で
は
･
事
実
上
･

(4
)

個
人
副
業
経
営
を
除
き
'
完
全
に
工
業
的
な
技
術
体
系
の
も
の
に
移
行
し
て
い
る
｡

畜
産
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
大
規
模
に
再
建
さ
れ
た
畜
産
飼
育
所
の
社
会
化
部
門
に
占
め
る
生
産
シ
ェ
ア
は
､
七
七
年
に
お
い
て
,
午

(5
)

乳
五
艶
'
牛
肉
八
珍
'
豚
肉
三
〇
終
に
と
ど
ま
っ
て

お

り

'

あ
ま
り
高
い
比
率
で
は
な
い
｡

畜
産
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
'
高
い
効
率
を
あ
げ
て
い
る
も
の
が
あ
る
反
面
'
そ
の
発
展
を
抑
止
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
欠
陥

(6
)

(7
)

や
怠
慢
'
時
に
は
'
少
な
か
ら
ざ
る
誤
算
が
生
じ
て
お
り
'
こ
の
た
め
'
期
待
し
た
ほ
ど
の
成
果
を
あ
げ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
｡
す

な
わ
ち
'
畜
産
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
'
計
画
の
策
定
'
建
設
'
実
際
の
運
営
面
で
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
み
い
だ
さ
れ
る
｡

畜
産
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
'
総
合
的
に
機
械
化
'
自
動
化
さ
れ
た
大
規
模
な
施
設
で
あ
る
が
'
そ
の
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
,

飼
料
基
盤
や
優
良
家
畜
の
確
保
を
始
め
と
し
て
'
あ
ら
ゆ
る
側
面
に
つ
い
て
総
合
的
に
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｡
し
か
し
な
が

ら
'
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
'
し
ば
し
ば
性
急
さ
'
飛
躍
'
行
き
過
ぎ
が
み
ら
れ
'
飼
料
基
盤
を
充
分
確
保
し
な
い
ま
ま
に
,
巨

(8
)

大
な
も
の
へ
異
常
に
執
着
L
t
経
済
的
に
根
拠
の
な
い
超
巨
大
企
業
の
建
設
が
行
な
わ
れ
が
ち
で
あ
る
｡

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
計
画
か
ら
完
成
ま
で
は
'
通
常
､
四

-
五
年
も
か
か
っ
て
お
り
､
そ
こ
へ
の
機
械
の
供
給
に
お
い
て
は
,
総
合



第39表 1979年における全国のコンプレックスとコルホーズ,

ソフホーズの畜産物生産効率の比較

部門 事 萌

豚

肉

生

産

飼育および肥育に おける豚の1日当た

り平均増体重

増体重 1ツエソ トネル当たり:

労 働 支 出

飼 料 支 出

うち 濃 厚 飼 料

増体量 lツエソ トネル当た り原価

牛

肉

生

産

飼育および肥育における牛の l日当た
り平均増体量

国家に販売される牛の 1頭当た り平均
生体重

増体量 1ツエソ トネル当た り:

労 働 支 出

飼 料 支 出

うち 濃 厚 飼 料

増体量 1ツエソ トネル当た り原価

5.9 1 7̀8
23.53 【 178 . ll

g 586

kg 378

入 時

ツエソトネル飼料単位∴-∴
午

礼

坐

産

乳牛一頭当た り搾乳量

牛乳 1ツエソ トネル当た り:

労 働 支 出

飼 料 支 出

うち 濃 厚 飼 料

174

27

68

76

69

37 4･157
1

347 109

48･23 ㌢ 24
13.1 r 73

313 い 33

209125 i 66

2,659 2,309

牛乳 lツエソ トネル当た り原価 tJL-プ ル

5.58

1.4

0.5

27.05

○ノ

0ノ

ノb

/0

5

7

8

1
.

0

7つん

4

8

0

7

･b

(O

C

9

出所 :B･KJIKI触 oB,B･KpHBOHOrOB,"BorlpOCtJ HHAyCTPHaJM3auHH XH-

BOTHOBOACTBa",3flOfLOJWLttCaCeJ2bCflO10Xo3kmcLuea,4,81.(ヴェ ･ク

l)エイコ7,ヴェ ･ク1)ヴ オノゴフ ｢畜産工業化の渚問題｣ 『農業経済』81年

4月号 より引用).

原資料注. 『1979年についての連邦構成共和国に関するソ連の畜産 コソプレック

スの作業指標』(ソ連中央統計局,モスクワ,1980年).

『1979年についてのコルホーズ, ソフホーズの作業の主要指標』,(ソ連中央

統計局, モスクワ,1980年).



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

一〇
六

(
9
)

性
を
欠
い
て
お
-
'
こ
の
た
め
'

総
合
的
な
機
械
化
の
遅
れ
が
み
ら
れ

る
｡

畜
産
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
家
畜
単
位
当
た
り
の
畜

(10
)

舎
費
は
'
経
営
の
通
常
の
畜
産
飼
育
所
の
そ
れ
よ
り
も
'
二
-
三
倍
も
高
価
な
も
の
と
な

っ
て

い

る

｡

全
国
に
お
い
て
最
近
創
設
さ
れ

た

一
連
の
酪
農
お
よ
び
食
肉
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
は
､
全
体
と
し
て
'
集
約
的
な
発
展
の
現
代
的
な
技
術
水
準
に
ま
で
引
き
上
げ
る
だ

へ‖
〕

け
の
飼
料
基
盤
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
秘
密
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い

る

｡

特
に
'
若
干
の
稼
働
し
て
い
る
酪
農
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス

(_2
)

の
飼
料
確
保
度
は
'
し
ば
し
ば
七

〇
-八
〇
解
を
上
回
る
も
の
で
は
な
い
.
畜
産
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
の
効
率
を
充
分
に
発
揮
す
る
に
は
､

均
等
で
'
か
つ
'
生
産
性
の
高
い
家
畜
の
供
給
が
確
保
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
現
実
に
お
い
て
は
'
確
保
さ
れ
て
い
な
い
事
例

I;
)

も
み
ら
れ

る

｡

以
上
に
述
べ
た
種
々
の
理
由
に
よ
-
､
施
設
の
稼
働
状
況
は
､
必
ず
し
も
高
い
も
の
で
は
な
い
｡
す
な
わ
ち
'
七
九
年

の
始
め
に
'
経
営
間
企
業
に
お
い
て
'
種
々
の
理
由
に
よ
り
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
か
'
あ
る
い
は
'
年
間
を
通
じ
て
は
使
用
さ
れ
な
か

(;
)

っ
た
設
備
の
全
体
に
対
す
る
比
率
は
'
牛
に
つ
い
て
は

二
二
艶
'
豚
に
つ
い
て
は
五
分
の
l
'
羊
に
つ
い
て
は
四
分
の
1
で
あ
っ

た

｡

経
営
間
協
業
と
し
て
畜
産

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
創
設
し
た
場
合
に
'
畜
産

コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
と
そ
れ
に
参
加
す
る
経
営
と
の
間
の
相

互
関
係
が
'
相
互
に
利
益
の
あ
る
独
立
採
算
制
に
立
脚
す
る
も
の
で
は
な
く

そ
の
活
動
成
果
の
不
均
衡
な
交
換
が
生
じ
て
い
る
こ
と

(15
)

も
い
ま
だ
に
少
な
く
な

い

｡

例
え
ば
'
家
畜
を
肥
育
す
る
経
営
間
組
織
の
ほ
ぼ
半
分
が
'
七
八
年
に
お
い
て
､
計
算
価
格
を
採
用
し
て

い
た
が
'
家
畜
を
供
給
す
る
経
営
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
計
算
価
格
は
'
家
畜
の
再
生
産
と
子
畜
の
飼
育
に
つ
い
て
の
経
費
の
償
還
を

保
証
し
な
い
も
の
で
あ
り
'
こ
の
よ
う
に
過
度
に
低
め
ら
れ
た
計
算
価
格
は
'
生
産
の
各
技
術
段
階
に
お
け
る
全
体
的
な
必
要
経
費
に

対
応
す
る
も
の
で
は
な
く
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
共
同
し
て
協
力
し
よ
う
と
す
る
関
心
を
弱
め
'
経
営
間
組
織
の
発
展
を
弱

(16
)

め
'
そ
の
生
産
リ
ズ
ム
を
み
だ
L
t
そ
の
活
動
の
効
率
を
低
下
さ
せ
て
い

る

｡

(
17

)

畜
産

コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
の
若
干
の
も
の
は
'
損
失
を
計
上
し
て
い
る
も
の
も
み
ら

れ

る

｡

ま
た
'
す
で
に
み
た
こ
と
く
､
酪
農
コ
ン



プ

レ
ッ
ク

ス
に

お

い
て
は
'

全
体

と

し

て
､

原
価

の
引

き

下
げ

に
は
成

功

し
て

い
な

い
｡

注
(
-
)

｢
生
産
力
の

一
層
の
発
展
の
た
め
に
は
'
原
則
的
に
新
し
い
姿
勢
で
農
業
生
産
の
組
織
に
取
り
組
み
'
生
産
の
専
門
化
を

l
層
徹
底
さ
せ
'

科
学
技
術
進
歩

の
成
果
を
広
-
利
用
す
る
た
め
に
は
諸
経
営
の
努
力
を
統
合
す
る
こ
と
が
客
観
的
に
必
要
で
あ
る
｡
こ
れ
が
土
地
'
労
働
'
機

械
お
よ
び
そ
の
他
の
集
約
化
の
要
素
を
合
理
的
に
利
用
し
'
そ
れ
を
基
礎
に
し
て
'
増
産
と
農
業
生
産
の
効
率
向
上
を
促
進
す
る
確
か
な
道
で

あ
る
こ
と
は
'
科
学
と
今
日
の
実
践
が
立
証
し
て
い
る
｣
と
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
の
こ
と
は
'
特
に
'
畜
産
部
門
に
つ
い
て
言
え
る
こ
と
で
あ

る

(
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77
二

九

七
六
年
五
月
二
八
日
付
け
'
党
中
央
委
員
会
決
定

｢
経
営
問
協
業
と
農
工
統
合
に
基
づ

-
農
業
生
産

の
専
門
化
と
集
中
化
の

一
層

の
発
展
｣

『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第

二

巻
.
モ
ス
ク
ワ
'

1
九
七
七
年
)
O

(
2

)

経
営
間
協
業
に
は
'
①
経
営
間
企
業
も
し
-
は
組
織

(
い
-

つ
か
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
あ
る
い
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
が
共
同
出
資
し
て
､
別
個
の
企
業

も

し
-
は
組
織
を
創
設
す
る
場
合
で
'
こ
こ
で
は
'
参
加
企
業
は
'
完
全
な
法
的
､
経
済
的
自
立
性
を
扶
持
し
て
い
る
)
'
②
経
営
間
合
同
(秦

加
経
営
は
'
基
本
的
に
は
法
的
独
立
性
を
保
持
し
っ
つ
も
'
そ
の
経
営
上
の
自
主
性
は
あ
る
程
度
制
限
さ
れ
る
o
合
同
は
'
単

一
の
生
産
'
財

務
計
画
に
し
た
が

っ
て
活
動
し
'
参
加
経
営
の
活
動
は
こ
れ
に
規
定
さ
れ
る
ほ
か
'
資
材
機
械
補
給
'
調
達
'
販
売
な
ど
の

1
連
の
重
要
な
機

能
が
集
中
化
さ
れ
'
ま
た
へ
経
済
刺
激

フ
ォ
ン
ド
'
保
険

フ
ォ
ソ
ド
の
形
成
'
そ
の
他

の
投
資
資
金
の

1
部
が
集
中
化
さ

れ

る
)
'
⑨
法
人
格

を
も

っ
た
経
営
間
企
業
あ
る
い
は
合
同
の

創
設

を
と
も
な
わ
な
い
'
契
約
に
も
と
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
諸
企
業
間
の
協
業
､
④
経
営
間
企
業
の

州

(
地
方
)
'
共
和
国

レ
ベ
ル
で
の
連
合
体
の
形
態
に
区
分
さ
れ
る

(
岡
田
進

｢
経
営
問
協
業
の
発
展
｣
'
大
崎
平
八
郎
編

『
現
代
社
会
主
義
の

農
業
問
題
』
'
-
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
'

1
九
八

一
年
t

i
八

一
頁
)
｡

(
3
)

畜
産

コ
ソ
プ

レ
ッ
ク
ス
の
規
模
別
企
業
数
は
'
七
七
年
に
お
い
て
'
養
豚
に
つ
い
て
､
年
間
肥
育
豚
出
荷
頭
数

の
規
模
が
'
①

1
〇
八
千
頭

の
も
の
二
二
㌧
②
五
四
千
頭
の
も
の

一
三
'
③
二
四
千
頭
の
も
の
三
六
㌧
④

l
二
千
頭

の
も
の
二
三
で
あ
り
'
肉
牛
に
つ
い
て
'
飼

育
頭
数
の

規
模
が
'
①

1
〇
千
頭
の
も
の
二
六
'
②
六
0
0
-

〓

10
0
頭
の
も
の
六
八
'
③

二
〇
千
頭
の
も
の
四
で
あ
り
､
酌
農
に
つ
い
て
､
乳
牛

飼
育
規
模
が
'
①
八
〇
〇
頭
の
も
の
三
二
五
へ
②
〓

10
0
頭
の
も
の

1
〇
二
.
⑨
そ

の
他

の
も

の
九
四

で
あ

っ
た

(
A
･
Jte
p
S[6
H
H
)

"
O
rlEJ
T
葺

T
et1CM
B
H
O
rO
p
a
3
B
弓
H
St
X
H
B
O
T
H
O
B
O
R
CT
B
a
",
3
f(OfLO
JW
ltH
a
C
eJZbCM

NO
X
o
3
g
Lu
m
ea
)
4
'
7
8
･

7
･
デ
リ
ャ
.i)

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下

の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

一〇
七



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)

ソ
｢
畜
産
の
集
約
的
発
展
の
経
験
｣
『
農
業
経
済
』
七
八
年
四
月
号
)
｡

畜
産

(
養
鶏
部
門
を
除
-
)

の
経
営
間
企
業
数
は
'
七
〇
年
に
三

1
五
で
あ

っ
た
も
の
が
'
七
五
年
に
六
七

I
.
八

〇
年
に
は
九
九
四
に
増

大
し
た

(
『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
'
八
〇
年
版
､
二
六

二
頁
)
｡

(
4

)

JT･
3
p
frC
T
)
"
コ
po
6
JTe
M
h
I
14
0
a
K
IOp
h
t

pa
3
B
H
I
H
SL
X
H
B
O
THO
J3
0
A
CTB
a
"
,

3
fCO
JLO
N
u
fCa
C
eJlbC
fCO
10
X
o3g
LZcm
O
a
)
4
'

8

)

(
ユ
リ

･

エ
ル
ソ

ス
ト
｢
畜
産
発
展
の
問

題
と
事
実
｣
『
農
業
経
済
』

八
1
年
四
月
早
)
0

(
5

)

A
･
57K
y
E
e
B
,
"
P
o
c
T
rTPO
Ay
K
T
H
B
FIO
C
T
H
-
B
a
X
H
e
fh
邑

O
a
t(T
O
p
y
J3e
m
･Ie
HH
St
rTP
O
H
3Z)O
A
CT
B
a
rTp
OAy
K
TOB
X
H
BOT
･

H

O
B
O
A
C
T
B
a
",
)7,la
fW
8
0
e

X
o3
8
LIcm
eo
,9
,7
8
(
ァ

･
ヤ
ク
-
シ

ェ
フ
｢生
産
性
の
向
上
1

育
産
物

の
生
産
増
大
の
最
重
要

要
因
｣

『計
画
経
済
』
七
八
年
九
月
号
)
｡

(
6

)

コ
･
コ
a
c
t(a
pb
)
"
H
c
rZo
JTh
3
0
Barm
e
3
e
K
O
H
O
M
H
.eC
K
O
r
O
rtO
T
etrJ1H
a
J)a
C
eJrhCKO
X
O
3
g
fic
T
J3e
葦

O
r
O
コ
P
O
H3J3
0A
CIB
a
"
,
H
J等

f

tO
8
0
e
X

o3Ra
Cm
eO二
0.
78
(べ
ェ
･
パ
ス
カ
リ

｢農
業
生
産
の
経
済
的
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
の
利
用
｣
『
計
画
経
済
』

八
〇

年
10
月
号
)
o

(

7

)

畜
産

コ
ン
プ

レ

ッ
ク
ス全
体
と
し
て
は
'
労
働
の
節
約
に
関
し
て
は
'
坂
本
的
な
改
善
が
認
め
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
'
技

術
体
系
に
含

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
技
術
的
可
能
性
は
'
完
全
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
い
-
に
は
'
ほ
ど
遠
い
状
態
に
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
(
JI･
B
p
H
e
T
)

y
宍
a
3
･
C
O
･7
･
エ
リ

･
エ
ル
ソ
ス
ト
'
前
掲
論
文
)
.

(
8

)

前
掲

の
1九
七
六
年
五
月
二
八
日
付
け
党
中
央
委
員
会
決
定
は
､
こ
こ
に
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
警
告
し
て
い
る
が
､
現
実
に
お
い
て
ほ
'

依
然
と
し
て
､
改
め
ら
れ
て
い
な
い
｡

(
9

)

B

IE
o
6
p
t,tH
J完

)
"
n
P

O
6
m
eM
ht
M
OJTO
･JfJOr
O
C
H
OTOB
A
CT
B
a",
B

fCO
ftON
ufCa
C
eJlb
CfC
020
X
oBX
d
cm
ea
)
5,
7
8
(
ヴ
ェ
･

ド

ブ
ル
ウ
ィ
こ
ソ
｢酪
農
の

諸
問
題
｣
『桑
葉

経
済
』
七

八
年
五

月
号
)0

な
お
'
こ
の
点
に
つ
い
て
'
次
の
よ
-
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

モ
ル
ダ
ヴ
ィ
7
に
お
い
て
'
畜
産

コ
ソ
プ

レ
ッ
ク
ス
内
に
お
け
る
作
業
は
､
ば
ら
ば
ら
に
行
な
わ
れ
て
お
り
'
最
も
近
代
的
な
設
備
や
機
械

す
ら
'
高
い
効
率
を
あ
げ
て
は
い
な
い
｡
畜
産

コ
ソ
プ

レ
ッ
ク
ス
は
'
多
く
の
工
場
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ

の
設
備
を
-
け
い
れ
て
い
る
｡

た
と
え
'
ひ
と
つ
の
工
場
か
ら
の
供
給
が
わ
ず
か
に
適
延
し
た
だ
け
で
も
'
建
設
や
改
造
の
テ
ソ
ポ
に
否
定
的
な
影
響
を
与
え
て
い
る

(
八
〇

年

1
月
九
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ
エ
ス
ナ
7
3])
0

(E2)
コ
･
K
Jle
M
h
tE
e
B
,
"
3
せ
骨

K
T
J]
B
H
O
C
T
b
H
C
rZJZb30B
a
H
H
57
rZP
OJ43B
OA
CTB
e
Ht1htX
P
e
C
y
p
COB

CeJlbCK
Or
O
XO3'lA
c
T
Zla
"
,



B
o
n
p
o
cu
a
H
OfL
Ô
EttfCu
,
3
,

8
2
(
べ

ェ
･
ク
レ
ム
ウ
ィ
シ
ェ
フ

｢
農
業
の
生
産
資
源
使
用
の
効
率
｣
『
経
済
の
諸
問
題
』
八
二
年
三
月
号
)
.

(
日
)

八

1
年
九
月

1
五
日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

･
ジ
ー
ズ

こ
』
社
説
.

(
ほ
)

B
･
六
JIK
)fiK
O
B
,
B
･
宍
p
H
B
O
rfO
r
O
B
)
"
B
o
llP
O
C
l,T
J昌
A
y
C
T
p
H
aJM
3a
JIH
H

X
H
EfO
T
H
O
B
O
,qCT
B
a
",
B
fCO
ftO
N
a
fCa

C
e
JibCfCO
ZO

X
o
3
H
d
c
m
8a
7
4
,
a
)
(
ヴ
ェ
･
ク
リ

ユ
イ
コ

7
'
ヴ
ェ
･
ク
リ
ヴ
ォ
ノ
ゴ
7

｢
畜
産
の
工
業
化
の
問
題
｣
『
農
業
経
済
』
八
1
年
四
月
号
)
O

(
13
)

例
え
は
'
酪
農
に
つ
い
て
'
酪
農

コ
ソ
プ

レ
ッ
ク
ス
の
多
-
は
､
乳
牛
頭
数
が
補
充
さ
れ
て
い
な
い
か
'
補
充
さ
れ
た
と
し
て
も
'
年
齢
'

品
種
上
の
品
質
'
乳
牛
の
生
産
性
に
つ
い
て
は
'
均
等
な
も
の
で
は
な
-
'
こ
の
こ
と
は
'
工
業
的
基
盤
に
も
と
づ
-
生
産
物
の
生
産
と
い
-

要
請
に
こ
た
え
る
も
の
で
は
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
.EB
c
e
M
e
p
H
O

rZO
B
h
tu
la
T
E,
望
廿
骨

K
T
H
B
H
O
C
T
h

C
e
Jlb
C
Z(O
X
O
3
5品
c
T
J3e
TIH
O
r
O

rlp
O
J43
B
O
A
C
T
B
a
"
,
]7,2a
fLO
8
0
e
X
o
3
H
a
c
m
8
0
)
3,
7
81
｢農
業
生
産

の
効
率
の
全
面
的
な
上
昇
｣
『
計
画
経
済
』
七
八
年
三
月
早
)
.

(
1
)

)1
･
コ
a
cx
a
p
t,,
y
K
a
3
･
C
O
･l･
(
ペ

ユ
･
パ
ス
カ
リ
､
前
掲
論
文
)
｡

(
15
)

B
･
コ
p
o
c
H
rr,
"
y
lTP
a
B
JletrH
e
C
e
JZh
C
K
O
X
O
3
SLfic
T
B
e
H
ITZJ
M

rTp
O
H
3
B
O
.n
C
T
J3
0
M
"
)1
Jla
H
O
B
O
e
X
o
351fic
T
B
O
,
I,
8
2
(
ヴ
ェ
･
プ

ロ
シ
ソ

｢
農
業
生
産
の
管
理
｣
『
計
画
経
済
』

八
二
年

T
月
号
)
O

(
lら
)

コ
･
rT
a
c
K
a
p
b
u
y
K
a
3
･
C
O
tI･
(
ペ

ェ
･
パ
ス
カ
リ
'
前
掲

論

文
)
D

な
お
'
具
体
例
と
し
て
'
モ
ス
ク
ワ
州
に
あ
る
養
豚

コ
ソ
プ

レ
ッ
ク
ス
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ

･
コ
ソ
ビ
ナ
-
ト

｢
ソ
連
邦
五

〇
周
年
名
称
｣
に
お

い
て
.
繁
殖
段
階
で
の
子
豚
の
増
体
量

一
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
当
た
り
の
原
価
は
'
飼
育
と
肥
育
段
階
で
の
そ
れ
と
の
比
較
で

は
'
三

･
五
対

一
と

試
算
さ
れ
る
の
に
'
実
際
に
は
'

1
･
八
対

1
と
さ
れ
て
い
る

(
r
.
n
o
JTr
O
LLFe
fi,
"
0
6
o
c
fTO
B
a
H
H
e

H

M
e
T
O
JLH
K
a
p
a
e
rZP
e
A
e
Jle
rTH
51

rTp
H
6
tJJ7H
B
y
Cm
B
H
n
X
M
e
X
X
O
3
5Ific
T
B
e
tlH
O
ii
K
O
O
tTe
P
a
q
H
H
"
)
B
fCO
fLO
.W
u
fCa

C
eJW
CfC0
2
0
X
o
3
g
uuCm
ea
,
5
,
8
7･
ゲ
･
ド
ル

ゴ
シ
ェ
イ

｢
経
営
間
協
同

の
条
件
下
に
お
け
る
利
潤
配
分
の
根
拠
づ
け
と
方
法
｣
『
農
業
経
済
』
八
一
年
五
月
号
)
0

(
17
)

州
や
共
和
国
に
よ

っ
て
は
'
そ
の
活
動
に
つ
い
て
の
現
有
の
可
能
性
に
つ
い
て
の
あ
ら
か
じ
め
の
研
究
な
し
で
創
設
さ
れ
た
と
こ
ろ
の
経
営

問
企
業
の
か
な
り
の
数
の
も
の
が
'
不
充
分
な
る
作
業
ぶ
り
で
'
大
き
な
損
失
を
出
し
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
コ
･
コ
a
c
l(
a
P
h
T
y
Z(a
3
･

c
o
･(.
ペ

ェ
･
パ
ス
カ
リ
'
前
掲
論
文
)
o

ま
た
'
次
の
よ
-
な
報
道
事
例
が
あ
る
｡

ア
ル
タ
イ
地
方
に
お
い
て
'
少
な
か
ら
ざ
る
割
合
の
経
営
が
'
牛
肉
生
産
部
門
に
お
い
て
漁
矢
を
出
し
て
い
る
｡
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と

コ
ル
ホ
ー

ズ
に
よ

っ
て
創
設
さ
れ
た
あ
る
肉
牛
肥
育

コ
ソ
プ

レ
ッ
ク
ス
は
'
確
実
な
る
飼
料
基
盤
を
有
し
て
い
な
い
た
め
に
損
失
を
出
し
て
い
る

(
八
〇

ブ

レ
ジ
ネ
フ

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

一
〇
九



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)

年

二
月
八
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
0

㈲

農
業
経
営
内
容
の
悪
化

六
〇
年
代
後
半
以
降
に
お
い
て
'
農
産
物
の
生
産
原
価
は
上
昇
傾
向
に
あ
り
､
農
産
物
調
達
価
格
は
逐
次
引
き
上
げ
ら
れ
た
も
の
の
'

農
業
経
営
の
収
益
率
は
低
下
し
て
い
る
｡
か
な
り
の
数
の
農
業
経
営
は
'
損
失
を
出
し
て
お
り
'
こ
の
た
め
'
ゴ
ス
バ
ン
ク
か
ら
の
借

入
金
は
増
大
傾
向
を
示
し
て
い
る
｡

-

鼻
産
物
の
生
産
原
価
の
上
昇
傾
向

第
40
表
に
表
示
し
た
ご
と
く
'
主
要
農
産
物
の
生
産
原
価
は
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
鶏
卵
を
除
き
'
著
し
い
上
昇
傾
向
を
示
し
て

い
る
｡
農
業
総
生
産

一
〇
〇
ル
ー
ブ
ル
当
た
り
の
費
用

(
七
三
年
の
対
比
価
格
)
は
'
六
六
-
七
〇
年
に
は
七
〇
ル
ー
ブ
ル
で
あ

っ
た

(-
)

も
の
が
'
七

一
-
七
五
年
に
は
八
九
ル
ー
ブ
ル
'
七
六
-
八
〇
年
に
は

l
〇
七
ル
ー
ブ
ル
と
著
し
い
上
昇
傾
向
を
示
し
て

い
る0

(2
)

第
41
表
は
､
生
産
経
費
増
大
の
内
訳
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
生
産
経
費
の
増
大
は
'
生
産
財
価
格
の
引
き
上

げ
､
単
位
生
産
物

当
た
り
の
物
財
必
要
量

(減
価
償
却
費
お
よ
び
流
動
資
材
費
)
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
'
労
働
生
産
性
の
伸
び
よ
り
も
労
賃
の
引
き
上

(3
)

げ
率
が
大
き
か
っ
た
こ
と
に
主
と
し
て
よ
る
も
の
で
あ
る
｡
生
産
経
費
増
大
の
要
因
別
内
訳
で
は
'
コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は
'
生
産
財
価
格

の
引
き
上
げ
が
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
は
､
単
位
生
産
物
当
た
り
の
物
財
必
要
量
の
増
大
が
そ
れ
ぞ
れ
最
も
大
き
い
こ
と
が
'
第
41

表
か
ら
よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
｡

次
に
'
穀
種
部
門
お
よ
び
畜
産
部
門
に
お
け
る
生
産
経
費
の
構
成
と
そ
の
変
化
を
み
よ
う
｡

第
42
表
は
'
耕
種
部
門
の
例
と
し
て
'
穀
作
地

(種
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
を
除
く
)

1
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
の
生
産
経
費
の
推
移
を



第40表 コルホーズ,ソフホーズにおける主要農産物生産原価
(単位 :トン当た り,lE7し鶏卵は,I,000僻当たりルーブル)

子畜の増体量お よび肥育 による増体量野 菜

(露地 もの)
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第41表 ソ連のコルホーズ,ソフホーズに関する経費増大の内訳

(単位:%)

コ ル ホ ー ズ
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f10〟ufCa CeJlbCfCO20 Xo3gaCmea,3,82(- ･サガイダク,-1)･スチャス

トT)フツユヴ 7 ｢工業と経営 との問の価格バラソスの方按｣『農業経済』82年

3月号より引用).

第 42表 ソ連のソフホーズにおける穀作地 (種実用とうもろこし

を除く) 1ha当た り生産経費の推移
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第 43表 ソ連のソフホーズにおける標準家畜 1頭当たり生産経費の伸び

(単位 :ルーブル,但し,( )内は構成比で0/o)

墨61-完 F芸66-Ao F 墨 7 1-芸

出所 :第42表 と同じ
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第44表 農産物の平均調達価格水準 (プレミアムを含めた支払額)

の推移 (全経営類型)

(単位 :トン当た りルーブル)
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cTHMyJmpOBaHHe npOH3BOACTBa■'､rTJ28fLOeOeXo3gdcmBO,6,80 (7 ･ス

トルポ フ ｢農産物に対す る価格 と生産の刺激｣『計画経済』80年 6月号 よ り引

用).

第45表 ソ連のコルホーズ,ソフホーズにおける購入および

販売の価格指数 (1965-70年)の推移
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出所 :3.Cara触 aK,JT.CtlaCTJmBlleBa,"0 MeTOノIaXueHOBO最C6aJlaHCHpO-

BaFIHOCTZI MeXDy rrpOMhTLJLnem OCThlO H CeJhCZ(JIM XO35(iieTBOM",3〝O-

fWJWafCa CeJlbCfCOZOXo3gaCmβa,3,82(ェ ･サ ガ イダ ク,エ 1)･スチャス

トリフツユヴ7 ｢工業 と農業 との問 の価格バ ランスの方浩 について｣ 『農業経

済』82年 3月号 よ り引用).



第 46表 農産物の収益率の推移
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爪ocIくBa,1975,cTP･209 (ェル ･エム ･グメロフ ｢鼻産物に対する価格改善

の諸問題｣『現段階における党中央委員会の農業政策の諸問題』第 1巻 , ポ 1)

トイズダット,モスクワ,1975年,209頁)･77年については,P.ryMepOB,

`̀3aKyrIOtlHhJelleHhlけCTHMyJmpOBaHHeCeJThCIく0Ⅹ03兄AcTBeImOrOrIPOH3･

BOACTBa",IIJgafLOeOeXo3月滋cm80,3,79(-ル ･グメロフ ｢買 付価格 と農

業生産の刺激｣『計画経済』79年3月号より引用).

国豪調査価格-生産原価

生産原価
荏.収益率 -

一
一
六

し
ょ
は
二
七
笹
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
'

若
干
の
野
菜
に
つ
い

て
も
引
き
上
げ
ら
れ

(2
)

た
O

調
達
価
格
は
'

八

一
年
か
ら
も
改
訂

(3
)

さ
れ
た
｡

調
達
価
格
の
引
き
上
げ
に
も
か
か
わ
ら

ず
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
収
益

率
は
'
六
六

-
七
〇
年
の
期
間
に
は
'
二

四
笹
だ
っ
た
も
の
が
'
七
六
-
八
〇
年
に

は
､
六
飾
に
ま
で
低
下
し
た
｡
八
〇
年
に

は
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
五
〇

艶
が
損
失
を
出
し
て
い
る
｡
砂
糖
用
て
ん

さ
い
'
牛
乳
'
食
肉
'
羊
毛
の
販
売
は
'

損
失
を
出
す
も
の
と
な
っ
て
い
た
｡
今
日

で
は
､
経
常
が
こ
れ
ら
の
品
目
の
生
産
を

増
大
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
'
損
失
が
多
く
な

(4
)

る
と
い
う
状
況
に
な

っ
て
い
た
｡

農
業
生
産
の
収
益
率
は
'
最
近
年
次
に



(5
)

お
い
て
'
工
業
部
門
に
比
し
'
二
分
の
一
以
下
'
国
民
経
済
全
体
に
比
し
て
も
'
三
分

の
二
と
な
っ
て
い
る
｡
生
産
フ
ォ
ン
ド
に
対
す

る
収
益
率
の
標
準
は
､
七
四
-
七
六
年
平
均
で
'

工
業
で
は

1
五

･
八
野
だ
っ
た
の
に
､

農
業
で
は
'

わ
ず
か
に
三
･
六
解
で
あ
っ

(6
)

(-
)

た
｡
国
民
経
済
の
他
部
門
に
比
し
て
'
農
業
部
門
の
収
益
率
の
低
さ
は
問
題
で
あ
ら
-
0

注
(
-

)

A
･
E
MeJThB
HOB,
(.Ar
pa
p
H
a
SZ
r[0
JZJ4T
H
Jta
rlaP
T
J4t(
H

CTPyKTy
P
rFEJ
e

CAB
H
rH
B

een
CKOM
XO357ficTBe
")
B
orlP
OCu

a

fCO
f1
0N
EttCLt,
3.
75
(7
･
エ
メ
リ
ヤ
J
フ

｢
党
の
農
業
政
策
と

農
業
に
お
け
る
構

造
的
進
歩
｣
『
経
済
の
諸
問
題
』
七

五
年

三
月
号
)
o

な
お

'
最
適
の

収

益率
の
水
準
を
'
四
O
-
六
〇
野
で
あ
る
と
す
る
も
の

(P
･
r
y
M
ep
O
J3
'
"
3
a
K
y
r10
･lrFu
e
lle
H
u

X
C
l
J]M
y
n
H
p
O
･

Ba
rm
e

CeJrh
C
K
O
X
O
3
A
A
c
T
J)e
rm
O
r
O
n
p
O
J43
J30
R
C
T
Zla
"
I17
,w
fLO
80
e
X
o
3ga
C
m

e0,
3,
79･
エ
ル

･
グ
メ
ロ
7

｢
買

付
価
格
と
農
業

生
産
の

刺
激
｣
『計
画
経

済
』
七
九
年

三
月

号
)'
四

〇
-
四

五
野

と
す
べ
き

で
あ
る
と

い-意
見
も

あ

る

(
B
.
K
H
M
,"
3
a
K
y
JTO
.IH
tJ
e

u
e
tTtJ
C
e
JZE･CK
O
X
O
3
57iic
T
B
e
JIH
O
it
ITP
O
,ny
K
uttH
"
,
B
o
n
p
o
cu
B
fC0
7LO
N
LIN
u
,
6
,8
2･

ヴ
ェ
･
キ
ム

｢
農
産

物
の
買

付
価
格

｣
『経
済

の
諸
問
題
』
八
二
年

六
月
号
に
よ
り
'
経

済
文
献
で
こ

の
よ
-
な

意
見
が
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ

れ

て
い
る
)
O

(
2

)

B
･
r
a
p
6
y
3
0
B
,
"
3
a
.na
･IH
A
aJTh
H
e
か
E
e
r
O
y
t(P
e
tTn
e
rm
SI
'
t(O
H
O
M
14K
J4
H
O
H
tJatTC
O
B
K
O
JZX
O
30
B
H
C
O
B
X
O
30
B
")H
Jla
JiO
80
e

X

o
3
n
uuCm

e0,
10
.

78
(ヴ
ユ
･
ガ
ル
.7
-
ゾ

フ

｢
コ
ル
ホ
ー
ズ
'

ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経

済

と
財
政
の

1
層

の
強
化
の
課
題
｣
『
計
画
経
済
』
七

八
年
一
〇
月
号
)｡

な
お
'
本
論
文
に
よ
れ
は
'
七
九
年
か
ら
の
調
達
価
格
引
き
上
げ
の
理
由
は
'
多
く

の

コ
ル
ホ
ー
ズ
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
お
い
て
､
牛
乳
'
馬

れ
い
し
ょ
'

野
菜
'

羊
肉
の
生
産
は
損
失
と
な

っ
て
い
る
状
況
を
改
善
す
る
必
要
が
あ

っ
た
か
ら
と
さ
れ
'

引
き
上
げ
の
結
果
'

コ
ル
ホ
ー

ズ
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
収
益
率
は
'
牛
乳

1
八
解
'
羊
肉

1
八
飾
'
馬
れ
い
し
ょ
お
よ
び
野
菜

〓
ハ
野
に
ま
で
'
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
と
予
定
さ
れ
た
｡
本
措
置
と
の
関
連
で
の
国
家
の
追
加
的
な
る
支
出
絶
額
は
'

三
二
億
ル
ー
.フ
ル

(
年
間
)
と
推
定
さ
れ
て
い
た
｡

(
3

)

七
六
-
八
〇
年
の
期
間
に
お
い
て
'
計
画
超
過
達
成
分
に
対
す
る
五
〇
%

の
プ
レ
､､､
ア

ム
の
支
払
実
績
を
調
達
価
格
に
-
み
入
れ
る
よ
-
に

改

訂
さ
れ
た
〇
七
六
-
八
〇
年
の
年
平
均
販
売
水
準
を
超
え
る
分
の
国
家

へ
の
販
売
に
対

し
て
は
､
改
訂
さ
れ
た
調
達
価
格
の
五
〇
野

の
プ
レ

･1
7
ム
を
'
穀
物
'
ひ
ま
わ
り
'
綿
花
､
亜
麻
へ
家
畜
'
家
き
ん
'
牛
乳
､
羊
毛
等
に
つ

い
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
た

(A
･
A
p
x
H
rtO
B
.

"
n
J)a
F
H
p
O
t)a
H
H
e
H
3
K
O
H
O
M
H
･Ie
C
K
Oe
C
I
H
M
y
JM
p
O
B
a
tTH
e
C
eJZh
C
K
O
I
O
Sn
n
C
T
B
e
J
H
O
r
O
T]P
O
H
a
B
O
A
C
I
J3a
"
,B
o
n
p
o
c
bE
3
fCOfLO･

Jw
a
tCa
,6
,8
1.
7

･
7
ル
ヒ
ー
ポ
フ

｢鼻
業
生
産
の
計
画
化
と
経

済
的
刺
激
｣
『
経
済

の
諸
問
題
』
八

一年
六
月
号
)O

プ

レ

+･L
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
薬
の
動
向

(
下
)



ブ

レ
ジ
ネ

フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
薬

の
動
向

(
下
)

〓

八

(
4

)

B･0
･r
a
p
6
y
3
0
B
,
"
コ
p
o
A
O
B
O
n
h
C
I
B
e
喜

a
S[
ヨ
P
O
r
O
p
a
M
M
a

n
a
p
T
14H

H
3
a
A
a･I
t7

号

rfa
C
O
B
h
JX

O
p
r
a
H
O
B
"
,
4
,a
fLa
fLC
bL

C

CCP,

7
)
8
2
(
ヴ

ェ
･
エ
フ
･
ガ
ル
プ

-
ゾ

フ

｢
党

の
食
料
計
画

と
財
政
機
関

の
課
題
｣
『
ソ

連

の
財
政
』
八
二
年

七
月
号
)
o

(
5
)

H･
B

y

3
A
aJ10
B
,

"
C
o
B
e
P
E
e
H
C
T
B
O
B
a
宝

e

y
rlp
a
B
Jle
m
l泊

C
e
JTh
C
K
H
M

X
O
3
n
n
C
T
B
O
M
"
,

B
o
n
p
o
cu

B
fCO
fiO
JW
u
fCu
,
9
,
7
9

(
イ

･
ブ
ズ
ダ

ロ
フ

｢
農
業
管
理

の
改

善
｣
『
経
済

の
諸
問
題
』

七
九
年
九
月
号
)
｡

(

6

)

A
･
li
fTK
O
H
O
B
･
"
3
K
O
H
O
M
H
l
e
e
K
H
e

rrp
O
6
J12
M
tJ

H
O
B
O
r
O

3
1
a
rta

O
C
y
111c
c
T
B
Jle
H
喜

JZe
rrH
ITC
只
OrO
7(
0
0
rle
p
a
T
H
B
H
O
r
O

r
t

JTa
H
a
",
H
Jla
ftO
8
0
e
X
o
3
H
zLuC
u
/8
0
.
3
,
7
9
(
7

･
ニ
コ
ノ
フ

｢
レ
ー

ニ
ン
の
協
同
計
画
実
現

の
新
た
な
る
段

階
の
経
済
的
諸
問
題
｣
『
計

画
経
済
』

七
九
年
三
月

号
)｡

(
7

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
農
工

コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
内
で
も
.
次

の
よ
-
な
報
道
例
が
あ
る
O

鼻
薬
経
営
に
と

っ
て
､
農
村
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
組
絞
'
す
な
わ
ち
'

い
わ
ゆ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
依
存
す
る
面
が
多
く
な

っ
て
い
る
｡

パ

ー
ト
ナ
ー
は
'
少
な
-

ほ
な
い
｡
そ
れ
と
の
結
び

つ
き

の
仕
方
に
つ
い
て
は
'
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡

ト
ラ
ク
タ
ー
'
あ
る
い
は

コ
ソ

パ
イ

ソ
の
修
理
に
つ
い
て
は
'
修
理
担
当
機
関
は
'
そ

の
作
業
所

の
外

へ
は
'
出
よ
-
と
し
な
い
O
乳
牛
用
の
畜
舎
を
建
設
す
る
時

に
'
建
設

機
関
は
､
現
代
的
な
機
械
化
を
導
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
い
な
か
に
つ
い
て
は
配
慮
し
て

い
な
い
｡

し
か
し
'
金
だ
け
は
'
き
ち
ん
と
受
け

と

っ
て
い
る
O
我

々
の
パ
ー
ト
ナ
ー
は
'
強
国
に
な

っ
て
い
る
が
'
農
業
経
営
の
多
く
は
､
借
金
で
首
が
ま
わ
ら
な

い
｡
調
達
機
関
'
加
工
機

関
は
､
そ

の
基
地
を
圃
場
か
ら
ま
す
ま
す
遠
-
に
創
設
し
ょ
-
と
努

め
へ
我

々
の
勘
定
に
よ

っ
て
自
己

の
利
益
を
あ
げ
よ
-
と
し
て
い
る
O
亜

麻
'
牛
乳
へ
食
肉

の
受
け
入
れ
は
'
彼
等

に
と

っ
て
は
利
潤
に
'
経
営

に
と

っ
て
は
､
損
失

と
な
る
よ
-
に
行
な
わ
れ
て
い
る

(
八

一
年

一
二

月
二
四
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ

ェ
ス
テ
ア
』
'

ス
モ
レ
ソ
ス
ク
州

の

｢
タ
リ
ム
シ

ェ
ソ
ス
キ
ー
｣

ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
イ

･
ヅ
ゥ
ー

エ
フ
論
文
)
O

ト
ウ
ー
ラ
州

の
ポ
ゴ

ロ
デ
ィ
ッ

ク
食
肉

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
は
､
そ

の
就
業
者
教

は
､

あ
ま
り
多

い
も

の
で
は
な

い
が
､
そ
の
年
間

の
利
潤

は
'

二
百
万

ル
ー
ブ

ル
を
上
回

っ
て
い
る
o

i
方
､
地
区

の

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
､
新
種
部
門
､
畜
産
部
門
で
四
千
人
が
働

い
て
い
る
が
'
漁
矢
を
出
し

て
い
る

(
八
二
年

1
月
九
日
付
け

『
セ
ー
リ
ス
カ
ヤ

･
ジ
ー
ズ

こ
』
)
.

5

ゴ
ス
バ
ン
ク
か
ら
の
借
入
金
の
増
大

最
近
年
次
に
お
け
る
農
業
経
営
内
容
の
悪
化
は
'
ゴ
ス
バ
ン
ク

(
国
立
銀
行
)
か
ら
の
融
資
を
急
増
さ
せ
て
い
る
｡

第
47
表
は
'
農

業
向
け
の
銀
行
融
資
残
高
の
推
移
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
七
〇
年
か
ら
八
〇
年
の
期
間
に
お
い
て
､
短
期
融
資
残
高
は
六

･
三
倍
'
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第47表 農業向けの銀行融資残高の推移 (年末)

農 業 向 け の 短 期 融 資 E 4,496

うち コルホーズ向け

鼻 業 向 け の 長 期 融 資

うち ソフホーズその
他の国営農業企
業向け

コルホーズ向け

(参考)

ソフホーズその他の国営
農業企業の利潤

8,632弓 25,469
2 , 452日 0,076

31,621E37,ヮco

12,075

6,093

20,650

1,925

出所 :『ソ連邦国民経済統計』,1980年版,528頁,503頁 より作成.

(禅位 :百万/i-プル)

19801比率(0/0)
(C)Lc/A iC/B
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ブ

レ
ジ
ネ

フ
政
権
下

の
ソ
連
集
業

の
動
向

(
下
)

二

一
〇

(

3
)

が
五

･
四
労
で
あ

っ
た
が
へ
七
八
年

1
月
に
は
'

そ
れ
ぞ
れ
五
二

･
三
珍
と
三
七
矩
と
な

っ
て

い

る

O

ソ
フ
ホ
ー
ズ
お
よ
び
そ
の
他
の

国
営
経
営
の
流
動
資
産
形
成
の
資
金
構
成
は
'
六
五
年
に
は
'
自
己
資
金
に
よ
る
も
の
が
五
〇
労
､
銀
行
融
資
に
よ
る
も
の
が
三
四
･

(4
)

五
珍
だ
っ
た
も
の
が
'
八
〇
年
に
は
'
そ
れ
ぞ
れ
二
二
･
八
%
と
五
五

･
七
労
に
な
っ
て
い

る
o

次
に
'
基
本
投
資
の
た
め
の
資
金
源
中
の
融
資
に
よ
る
も
の
の
比
率
は
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
場
合
に
は
'
六
五
年
に
は
三
二
二
ハ
珍
だ

っ
た
の
が
'
七
九
年
に
は
四
三
野
に
上
昇
し
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
場
合
で
も
'
従
来
は
'
自
己
資
金
や
予
算
か
ら
の
支
出
が
主
で
あ

っ
た

(.I,)

の
が
'
最
近
年
次
で
は
､
融
資
に
よ
る
も
の
の
比
率
が
上
昇
し
'
七
九
年
に
は
約

l
〇
匹
と
な
っ
て

い

る
o

(6
)

こ
の
よ
う
な
借
入
金
の
増
大
は
'
経
営
に
と
っ
て
元
利
償
還
で
重
い
負
担
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ

る
｡

注
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-
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T
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H
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O
p
r
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4)Ltfta
fiC
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C

C
C
P
,
7
,
8
2
(
ヴ
ェ
･
ガ
ル

プ
ー
ゾ
フ

｢
党
の
食
料
計
画
と
財
政
機
関

の
課
題
｣
『
ソ
連

の
財
政
』
八
二
年

七
月
号
)
O

(
2

)

『
ソ
連
邦
国

民

経
済
統
計
』
'
八
〇
年
版
'
四
九
頁
｡

(
3

)

B
･
K
o
･IX
a
pe
J3,
"
P
o
Jtt･
K
P
e.
4弓
a
a
y
K
P
e
rIJ(etl
H

H

3KOHOM
H
六
H
K
OJ)1030
B
"
,

B
o
n
p
o
cbE
B
tCofL
O
M

u

Na
,
7,
79
(ヴ
ェ
･

コ

チ
カ
リ

ョ
フ

｢
コ
ル
ホ
ー
ズ
の
経

済
強
化
に
お
け
る

融
贋

の

役
割
｣
『
経

済
の
諸
問
題
』
七

九
年
七
月

号
)o

(

4

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
､
八
〇
年
版
'
五

二

頁
O

(

5

)

B
･
六
〇
貞

a
p
e
B
㌦

n
O
J7r
O
C
p
OtlHEJ
e

Kp
e
A
H
T
tJ
B
C
eJ1bCK
OM
XO3n
iieTB
e
"
,

B
o
n
p

ocbLBHOfLO,WufCu
)
47
8
1
(
ヴ

ェ
･
コ
チ

カ

リ

ョ

フ
｢
農
業
に
お
け

る
長
期
融
資
｣
『経
済
の
諸
問
題
』

八
1
年
四

月
号
)
0

(
6

)

七
八
年
七
月

に
は
.
七
二
年
と
七
五
年

の
天
候
不
順
に
よ

っ
て

1
部
の

コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
が
受
け
た
損
失
と
損
害
に
関
連
す
る
.コ

ス

バ

ソ
ク
貸
付
け
に
よ
る
負
債
七
三
億

ル
ー
ブ
ル
を
帳
消
し
に
す
る
こ
と
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
し
'
'コ
ス
パ

ソ
ク
貸
付
け
の
総

鮪
四
〇
億

ル
ー
ブ
ル
の
債
務
の
償
還
期
限
を

1
二
年
延
ば
し
'
こ
の
貸
付
け
の
金
利
の
支
払
い
を
免
除
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
た

(
コ
o
c
T
a
H
O
･

B
Jte
rrHe
u
K

K
コ
C
C

H

C
o
B
e
T
a
m
H
H
H
C
T
P
O
B

C
C
C
P
〉
"
O

M
e
p
a
X
n
O
y
JTy
tIE
e
H
H
K
)
3
K
O
H
O
M
H
･le
C
Z(O
r
O
Tl
骨
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O
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cocTO51m
TSt
K
O
JrX
O
3
0
B
H

CO
B
O
3
0
B
"
,
O
rZy
67m
K
O
B
a
H
O
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TtFOJTSI
t9
7
8
r
･
B
"
r
Tp
aBA
e",
P
eLuefu
tR
n
aP
m
u
a

u

nP
ae
a
･



n

ZCJTbCm
B
a

n

O
X
O3RZLuCm
e
C
u
f
lu
JW

eOnP
OCaJup,
It2-,-
3
ocK
Ba,
19797
cTP
･
395
,
党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢
コ

ル

ホ
ーズ
と

ソ

フ
ホ
ー
ズ

の

経

済

'
財

政
状
態
の改

善
の
た
め
の
措
置
に
つ
い
て
｣
1
九

七
八
年
七
月

二

日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
に
掲
載
｡

『
経
済
問
題
に
関
す
る
党
お
よ
び
政
府
の
決
定
集
』
第

二

1巻
'
モ
ス
ク
ワ
二

九

七
九
年
'
三
九
五
頁
)
O

的

農
業
関
連
部
門
お
よ
び
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
不
備
に
よ
る
農
産
物

の
大
き
な
ロ
ス

農
業
生
産
は
'
長
期
的
に
は
'
増
産
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
'
農
産
物
の
運
送

･
保
管

･
加
工

･
流
通
の
面
や
､
道
路
等
の
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
お
い
て
は
､
こ
れ
に
対
応
し
た
整
備
が
充
分
に
行
な
わ
れ
て
い
な
い
た
め
に
'
農
産
物
は
大
き
な
ロ
ス
を

生
じ
て
い
る
｡

-

穀

物

穀
物
は
'
乾
燥
調
製
施
設
や
保
管
施
設
の
不
足
に
加
え
て
ト
ラ
ッ
ク
等
の
運
送
手
段
が
不
足
し
て
い
る
た
め
に
'
品
質
の
低
下
や
ロ

ス
を
生
じ
て
い
る
.
す
な
わ
ち
'
連
邦
農
務
省
の
計
算
で
は
'
穀
物
乾
燥
機
の
充
足
率
は
五
七
笹
に
し
か
過
ぎ
ず
'
こ
の
た
め
'
湿
っ

た
穀
物
の
四
〇
野
が
適
期
を
逸
し
た
処
理
を
行
な
う
こ
と
に
よ
り
'
そ
の
ロ
ス
と
品
質
低
下
を
生
じ
て
い
る
.
七
八
年

1
月

一
日
現
在

に
お
け
る
ソ
フ
ホ
ー
ズ
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
標
準
的
な
穀
物
倉
庫
の
収
容
碓
力

は
'
七
〇
･
五
百
万
ト
ン
で
あ
っ
た
が
､
こ
れ
は
'

(i
)

必
要
量
に
対
し
て
わ
ず
か
に
六
四
労
の
確
保
率
に
と
ど
ま
っ
て
い

る

｡

倉
庫
不
足
等

の
た
め
に
'
毎
年
'
臨
時
的
に
'
露
天
で
む
し
ろ

を
か
け
た
ま
ま
の
状
態
で
'
か
な
り
の
量
の
穀
物
が
保
管
さ
れ
て
い
る
が
'
全
ソ
穀
物
研
究
所
の
資
料
に
よ
る
と
'
こ
の
よ
う
な
保
管

方
法
を

l
･
五
カ
月
以
上
行
な
っ
た
場
合
に
は
'

ロ
ス
は
'
場
合
に
よ
っ
て
は
'
二

･
五
解
'
品
質
低
下
は
'
四
･
五
労
で
あ
る
と
指

(2
)

摘
し
て

い

る

｡

収
穫
期
に
お
い
て
は
､
乾
燥
調
製
能
力
や
積
み
お
ろ
し
能
力
の
不
足

の
た
め
に
'
穀
物
収
容
所
等
で
'
ト
ラ
ッ
ク
の
行

(3
)

列
を
生
じ
る
こ
と
が
あ

る

｡

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
桑
葉
の
動
向

(
下
)



ブ

レ
ジ
ネ

フ

政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(下
)
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(
ゲ

･

エ

リ

ス

ト

ラ

ト
フ
'
イ
･
コリ
ャ
-
デ
ィ
ソ'
イ

･
ヤ

ク

-

ニ
ソ
｢穀
物の
増

産

'

ロ

ス

の
削
減
'

合

理

的

利

用

-

農
業
の
鍵
をに
ぎ

る

問

題
｣
『
計
画
経
済
』

七
九
年
三
月
号
)
0

(
2
)

ち
･

K
o
B
an
e
B,
"n
H
K
B
H,
n
a
IIH
SI
nOTeph
3e
p
H
a
I

p

e
3ep
B

y
B
e
m
t
･Ie
H
H
SE
e
r
O

r[
P

OH3B
O
A
C
T
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"
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HJ
lafLO80e
X
oB亀
cm
eo,

4
,
79
(

ユ
･
コバ
リ
m
フ

｢
穀

物
の
ロ
ス
の
撲
滅
-

そ

の

生
産

増

大

の

予

備

｣

『
計

画

経

済

』

七九
年

四

月

号
)

O

(

3

)

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
'
次
の
よ
-
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

サ
ラ
ト
フ
州
で
は
'
穀
物
の
乾
燥
調
製
能
力
の
不
足
が
'
納
入
さ
れ
る
穀
物
の
品
質
に
影
響
を
与
え
る
と
と
も
に
'
ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
停
滞

を
惹
起
L
t
時
間
と
収
穫
物
の
ロ
ス
を
招
い
て
い
る
｡
ま
た
'
穀
物
収
納
所
で
は
'
ト
ラ
ッ
ク
の
長
い
行
列
が
で
き
て
い
る
の
に
'
積
み
お
ろ

し
作
業
は
'
か
ん
ま
ん
に
行
な
わ
れ
'
穀
物
と
時
間
が
ロ
ス
さ
れ
る
o
ト
ラ
ッ
ク
や
貨
車
の
不
足
は
'
多
量
の
穀
物
を
滞
留
さ
せ
'
か
な
り
の

割
合
の
穀
物
を
露
天
で
蓮
を
か
ぶ
せ
た
ま
ま
の
状
態
で
侃
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
-
し
て
い
る

(
七
八
年

〓

月
二
六
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』)0

2

青
果
物
お
よ
び
馬
れ
い
し
ょ

七
五
年
末
に
お
け
る

コ
ル
ホ
ー
ズ
'

ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
社
会
化
部
門
に
お
け
る
保
管
施
設
の
確
保
率
は
'
馬
れ
い
し
ょ
と
野
菜
に

つ
い

(1
)

て
は
四

一
･
六
%
'
果
実
に

つ
い
て
は
五
六

･
三
%
に
し
か
過
ぎ
な
か

っ
た
o

l
方
､
生
活
協
同
組
合
に
お
け
る
野
菜
'
馬
れ
い
し
ょ

(2
)

の
保
管
施
設
の
確
保
率
は
'

1
五
珍
を
超
え
て
お
ら
ず

'

ま
た
'
国
営
商
店
に
お
い
て
は
'
例
え
ば
'

ロ
シ
ア
で
は
'
野
菜
'
馬
れ
い

し
ょ
の
保
管
施
設
は
'
標
準
よ
り
も
収
容
能
力
で
'

1
･
七
百
万
ト
ン
も
不
足
し
'
そ
の
確
保
率
は
'
ク
ラ

ス
ノ
ダ

-
ル
地
方
で
は
五

(3
)

九
飾
'
ヴ
オ
ル
ズ
グ
ラ
ー
ド
州
で
は
七
八
笹
に
と
ど
ま

っ
て
い

る
O

加
工
能
力
に

つ
い
て
も
'
缶
詰
産
業
は
'
野
菜

の

〓

1野
'
果
実

の
二
〇
笹
を
加
工
し
て
い
る
に
と
ど
ま

っ
て
い
る
が
'
青
果
物
の

合
理
的
な
利
用
と
住
民

へ
の
通
年
的
な
供
給
の
確
保
の
た
め
に
は
'
青
果
物
の
約
五
〇
笹
を
加
工
形
態

(
缶
詰
'
果
汁
､
冷
凍
)
に
す

(4
)

る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
｡



(
5

)

以
上
に
の
べ
た
よ
う
な
保
管
施
設
や
加
工
能
力
の
不
足
に
加
え
て
'
ト
ラ
ッ
ク
'
積
み
お
ろ
し
機
､
包
装
資
材
等
も
不
足
し
て

お

り

､

(6
)

ま
た
'
農
業
経
営
と
調
達
機
関
等
と
の
間
の
品
目
の
引
き
渡
し
が
円
滑
に
行
な
わ
れ
な
い
事
例
も
み
ら

れ
､

ロ
ス
や
品
質
低
下
を
生
じ

て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
七
九
年
に
は
'
国
民

一
人
当
た
り
の
野
菜
お
よ
び
う
り
類
の
生
産
量
は
､

二

九
キ

ロ
な
の
に
対
し
'
そ
の

消
費
量
は
'
輸
入
を
考
慮
し
て
も
'
九
五
キ
ロ
に
し
か
過
ぎ
ず
'
そ
の
差
は
､

ロ
ス
や
家
畜

へ
の
飼
料
と
し
て
給
与
さ
れ
た
も
の
と
み

(7
)

ら
れ
て
い
る
｡
七
六

-
八
〇
年
の
期
間
に
お
い
て
'
平
均
し
て
'
生
産
量
に
対
す
る
ロ
ス
さ
れ
た
も
の
の
比
率
は
'
野
菜
は
二
〇
飾
'

(8
)

馬
れ
い
し
ょ
は
約

i
五
解
と
推
定
さ
れ
て
い
る
｡
青
果
物
は
､
調
達
､
加
工
､
商
業
組
織
に
お
け
る
運
送

･
保
管

･
加
工
能
力
の
不
足

の
た
め
に
'

一
部
に
販
売
さ
れ
な
い
も
の
が
生
じ
'
こ
の
た
め
に
'
七
九

-
八
〇
年
平
均
で
'

一
･
五
百
万
ト
ン
以
上
が
家
畜
に
飼
料

(9
)

と
し
て
給
与
さ
れ
て
い

る

O

冬
期
の
保
管
だ
け
で
も
'
馬
れ
い
し
ょ
の
二
五
笹
'
食
用
て
ん
さ
い
の
二
〇
笹
'
果
実
の
一
八
笹
が
腐
敗

(10
)

し
て
し
ま
う
と
指
摘
さ
れ
て
い

る

｡
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コ
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ッ
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ス

の
構
造
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お
け
る自
動
車
道
路
一

『
経
済

の
諸
問
題
』
七
八
年
三
月
号
)
o

な
お
.
八

1
年

の
始

め
に
お
け
る

ロ
シ
ア
で
の
野
菜

と
馬
れ

い
し
ょ
の
保
管
施
設

の
確
保
蟹
は
'

ソ
フ
ホ
ー
ズ
六
五
飾
､

コ
ル
ホ
ー
ズ
五
五

%

で
あ
る
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K
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鼻
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ゲ

･
ク
ゥ
リ

ィ
ク
｢
農
業

へ
の
基
本
投
資

の
効
率
性
に
つ
い
て
｣
『
計
画

経
済
』
八

一

年
一

〇
月
号
)
O

(
2
)
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れ

い
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ょ
生
産
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サ
ブ
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コ
ソ
プ
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ス

発展の
諸
問
題
｣
『農
業
経
済
』
八
1年
一
〇
月
号
)
O
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3
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･ll
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ー
｢野
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コ
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諸
問
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計
画
経

済
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七
八
年
七
月

号
)｡

ブ
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フ
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下
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向
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プ
レ
+･h
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
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1
二
四

(
4
)

"
C
骨

p
a
rIP
OH
a
BOA
CT
B
e
"
H
tAl
y

CJTy
r
(H
JIO
p
a
cl
p
y
K
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C
e
J71
C
K
O
r
O
X
O
afLiicIB
a
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B
of10P
bL
B
fCOfLOJWtLfClL,
2,
7
6

(
｢農
業
の
生
産

的
サ
ー
ヴ
ィ
ス
部
門
(
イ

ソ
フ
ラ
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ア
)｣
『経
済
の
諸
問
題
』

七
六
年
二
月
号
)
0

(
5

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
'
次
の
よ
-
な
報
道
が
あ
る
.

ハ
リ
コ
フ
州
に
お
い
て
'
野
菜
の
生
産
量
が
増
大
す
る
に
つ
れ
て
､
積
込
機
'
荷
卸
し
装
備
'

コ
ソ
テ
ナ
等

の
野
菜
専
門
の
運
搬
手
段
の
不

足
が
著
し
く
な

っ
て
い
る

(
八

一
年
八
月

1
五
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
7
』
)
0

ヴ
ォ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
州
の
あ
る
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
'
商
業
機
関
が
ト
ラ
ッ
ク
を
よ
こ
さ
な
い
た
め
に
t
rL
マ
ト
は
'
箱
に
入
れ
ら
れ
た
ま
ま

二
～
三
日
も
放
置
さ
れ
て
い
る
.
缶
詰
工
場
で
は
'
包
装
資
材
が
必
要
量
の
半
分
し
か
確
保
さ
れ
て
い
な
い
た
め
'
缶
詰
の
出
荷
の
支
障
と
な

っ
て
い
る

(
八

一
年
八
月
二
七
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
0

(
ら

)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
､
次
の
よ
-
な
報
道
が
あ
る
o

ク
ル
ガ
ソ
市

の
調
達
機
関
は
､
州
内
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ

｢
チ
ニ
ブ
リ
ー

チ
ニ
ー
｣
か
ら
'
き
ゅ
-
り
七
二
〇
ト
ン
を
受
け
入
れ
る
義
務
を
負

っ

て
い
る
o
L
か
L
t
九
月
末
ま
で
に
は
'
そ
の
受
け
入
れ
状
況
は
'
大
幅
に
未
達
成
と
な

っ
て
い
る
O
当

該
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
'
き
ゅ
-
り
を
ど

こ
に
売

っ
て
い
い
か
わ
か
ら
な
い
た
め
に
'
何
百
ト
ソ
も
飼
料
と
し
て
家
畜
に
与
え
て
い
る
u

l
方
'
市
内
の
軽
食
堂
で
は
'
き
ゅ
-
り
の
サ

ラ
ダ
は
'
ま
れ
に
し
か
出
さ
れ
な
い
｡
州
内
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ

｢
ケ
ト
フ
ス
キ
ー
｣
に
お
い
て
も
'
九

月
末
に
'
食
用
て
ん
さ
い
が
四
〇
〇
ト
ソ

も
山
積
み
さ
れ
て
い
る
D
調
達
機
関
は
'
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
の
を
拒
否
し
て
い
る

(
八

1
年

一
〇
月
八
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
｡
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号
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ェ
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コ
ソ
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｢食
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問
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の
解
決
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組
合
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な
接
近
｣
『農

業
経
済
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八
一
年
一
〇

月
号
)
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｣
『
農
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経
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八
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)o
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八
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5

砂
糖
用
て
ん
さ
い

砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
収
穫
期
に
お
い
て
は
'
収
穫
物
の
圃
場
か
ら
収
納
所
､
更
に
'
砂
糖
工
場

へ
の
運
送
が
円
滑
に
す
す
ま
な
い
こ

と
と
'
砂
糖
工
場
の
加
工
能
力
が
不
充
分
な
た
め
に
'
圃
場
'
収
納
所
'
砂
糖
工
場

の
各
段
階
に
'
毎
年
､
多
量
の
滞
貨
が
生
じ
て
い

る
｡
専
門
家
の
計
算
で
は
'
砂
糖
用
て
ん
さ
い
を
露
天
で
保
管
す
る
と
'
最
初
の
五
日
間
で
､
重
量
が
二
～
三
野
減
少
し
'

一
日
毎
に
'

(-
)

糖
度
が

〇
･
1
匹
も
低
下
す
る
.

(2
)

(
3

)

砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
ロ
ス
は
大
き

い
｡

七
六
～
八
〇
年
の
期
間
に
は
'
平
均
し
て
収
量
の

一
四
-
〓
ハ
%
も

ロ
ス
さ

れ

た

｡

加
工
設

備
能
力
の
不
足
の
た
め
に
'
砂
糖
用
て
ん
さ
い
の
加
工
期
間
が
長
び
-
こ
と
に
よ
り
'
砂
糖
の
ロ
ス
は
'
生
産
量
の
約
七
飾
と
な
っ
て

(4
)

い

る
｡

注
(
-

)

八

1
年
九
月
三
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
｡

(

2

)

例
え
ば
'

ハ
リ
コ
フ
州
の
ク
ビ
ャ
ソ
ス
ク
砂
糖

コ
ソ
ビ
ナ
ー
ト
に
原
料
を
供
給
す

る
て
ん
さ
い
作
圃
場
に
お
い
て
,

ヘ
ク
タ
ー

ル
当
た
り
で

三

四
六
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
の
収
量
で
あ

っ
た
O
平
均
台
倍
率
を

〓
ハ
労
と
し
て
､
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
で
'
砂
糖
が
五
四
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
生
産
で

き
る
は
ず
で
あ

っ
た
が
'
実
際
に
は
'
二
三

･
九
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
と
そ
の
四
三
二
二
%

に
し
か
過
ぎ
な
か

っ
た
｡
分
析
し
た
結
果
で
は
'

ヘ
ク

タ
ー
ル
当
た
り
で
'
経
営
の
国
家

へ
の
販
売
量
は
'
二
二
八
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
､
砂
糖
換
算
で
'
三
六

･
五
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
で
あ

っ
た
｡
運
搬
'

保
管
'
工
場
で
の
加
工
に
お
い
て
'

ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
で
'
砂
糖
に
し
て
､

一
二

･
六
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
が

ロ
ス
さ
れ
た
｡
工
場
の
加
工
能
力

が
不
足
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
､
加
工
期
間
が
長
び
き
'

多
量
の
砂
糖
が

ロ
ス
さ
れ

て
い
る
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0
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ク
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｢農

産
物
の

ロ
ス
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す
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途
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エ
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ヴ
ェ
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コ
ソ
フ
｢
食
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問
題
の
解

決

1

総
合

的
な
接
近
｣
『農
業

経
済
』
八
一年
一〇
月
号
)｡

ブ
レ
ジ
ネ
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政
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下
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ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業

の
動
向

(
下
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H
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p
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a
"
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o
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u
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u
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76

(

｢農
業

の

生

産

的

サ
ー

ヴ

ィ
ス

部
門

(イ

ソ
プ
ラ

ス

ト

ラ

ク

チ

ャ

7

)
｣

『
経

済

の
諸
問

題

』
七

六

年

二

月

号

)
｡

4

牧
草
飼
料

牧
草
飼
料
に
つ
い
て
も
､
保
管
方
法
が
悪
い
た
め
に
'
栄
養
分
の
ロ
ス
が
多
い
｡
す
な
わ
ち
､
七
九
年
に
お
い
て
'

コ
ル
ホ
ト
ス
'

ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
'
内
張
り
さ
れ
て
い
る
サ
イ
ロ
で
保
管
さ
れ
て
い
る
の
は
'
サ
イ
レ
ー
ジ
の
四
六
飾
､

ヘ
イ
レ
ー
ジ
の
三
八
珍
の
み

(-
)

で
あ
り
'
乾
草
に
つ
い
て
は
'
実
際
上
'
ほ
ぼ
全
量
が
'
露
天
下
で
保
管
さ
れ
て
い
た
｡

レ
ー
ニ
ン
名
称
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
資
料
に

ょ
る
と
'
原
始
的
な
調
整
方
法
や
不
満
足
な
保
管
条
件
の
た
め
に
'
多
く
の
経
営
で
は
'
飼
料
中
の
栄
養
分
の
ロ
ス
の
平
均
は
､
乾
草
'

(2
)

へ
イ
レ
-
ジ
'
サ
イ
レ
ー
ジ
で
は
'
し
ば
し
ば
三
〇
%
を
超
え
て

い

る

し

注
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-
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ス
メ

タ
ー
ニ
ソ
｢第
二

次
五
力
年
計

画

に
お
け

る

農

業

‥
戦
略
と
戦
術
｣
『
農
業
経
済

』

八

一年四
月
号
)0

(

2

)
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y
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a
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,
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e
p
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H
uv
C
u
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,
4

,
79
(ァ
･
ク
ル
パ
ト
フ

｢
農

産

物

の

ロ

ス
を
な
く
す
る

方

途
｣

『
農

業

経

済
』
七
九
年
四
月
号

)
｡

5

畜
産
物

畜
産
物
に
つ
い
て
も
容
器
や
専
用
の
運
搬
車
が
不
足
し
て
い
る
う
え
'
加
工
能
力
も
不
充
分
で
あ
る
O
す
な
わ
ち
'
七
五
年
に
お
い

て
'

ロ
シ
ア
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
は
'
必
要
量
に
対
し
'
牛
乳
の
冷
却

･
浄
化
器
は
二
四
%
､
牛
乳
運
搬
容
器
は
五

一
%
'

牛
乳
運
搬
車
は
五
六
労
し
か
充
足
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
'
こ
の
こ
と
は
'
加
工
企
業

へ
引
き
渡
さ
れ
る
牛
乳
の
質
を
低
下
さ
せ
て
い

る
O
引
き
渡
し
を
含
め
て
'
牛
乳
の
加
工
に
際
し
て
の
ロ
ス
は

1
･
五
野
と
な
っ
て
い
る
o
食
肉
に
つ
い
て
も
'
専
用
運
搬
車
が
不
足



(
I
)

し
て
い

る
O

食
肉
の
加
工
能
力
を
み
よ
う
｡
六
五

-
七
七
年
の
期
間
に
お
い
て
'
国
家
お
よ
び
生
活
協
同
組
合
に
よ
る
食
肉
製
品
の
販
売
量
は
'

ほ
ぼ
二
倍
と
な
っ
た
が
'
企
業
の
食
肉
加
工
能
力
は
二
六
野
'
ソ
ー
セ
ー
ジ
製
造
能
力
は
四
五
珍
'
食
肉
缶
詰
製
造
能
力
は
七
移
'
冷

蔵
庫
容
量
は
三

一
%
増
大
し
た
の
み
で
あ
り
'
加
工
能
力
の
拡
充
は
遅
れ
て
い
る
｡
加
工
能
力
の
不
足
は
'
家
畜

一
〇
百
万
ト
ン
分
と

総
生
産
の
三
分
の

一
に
相
当
し
て
お
り
'
毎
年
､
技
術
的
に
た
ち
お
く
れ
た
企
業
で
加
工
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
の
こ
と
は
'
国
民
経
済

(2
)

的
に
は
'
大
き
な
損
失
を
招
い
て
い

る

｡
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-
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エ
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コ
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'
エ

ス
･
ク
ラ
ス

ノ
フ
｢
食
肉
工

業

と

鼻
業

と
の
統
合
｣
『
経
済

の
諸
問
題
』
七
九

年
六
月
号
)
0

6

道
路
事
情

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ア
の
整
備
が
悪
い
こ
と
が
'
農
産
物
の
ロ
ス
を
多
く
し
て
い
る
が
'
こ
こ
で
は
'
道
路
事
情
に
つ
い
て
み

る
こ
と
と
す
る
｡

農
村
に
お
い
て
は
'
道
路
が
不
足
し
て
い
る
う
え
に
'
そ
の
質
も
劣

っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
､
最
近
の
三
〇
年
間
に
お
い
て
'
全
国

の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
量
は
'
四
五
倍
の
伸
び
に
対
し
'
舗
装
道
路
の
総
延
長
の
伸
び
は
､
わ
ず
か
に
四
倍
で
あ

っ
た
｡
こ
の
結
果
'
道
路

(I
)

網
は
'
過
度
に
使
用
さ
れ
て
お
り
'
迅
速
に
破
損
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
｡

農
村
部
に
お
い
て
は
'
道
路
の
質
も
劣

っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
現
在
で
も
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
1
七
飾
の
み
が
､
舗
装
さ
れ
た
経
営
内
道
路
を
有
し
て
い
る
の

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業

の
動
向

(
下
)

1
二
七



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

一
二
八

(2
)

み
で
あ
る
｡
現
在
の
と
こ
ろ
'

多
く
の
道
路
は
'

舗
装
の
タ
イ
プ
'
道
路
幅
'
積
載
可
能
重
量
等
の
重
要
指
標
に
お
い
て
'
今
日
の
要

求
を
み
た
し
て
い
な
い
｡
多
く
の
地
区
に
お
い
て
'
舗
装
道
路
の
総
延
長
の
伸
び
は
'
主
と
し
て
'
砂
利
や
'
こ
れ
に
類
す
る
舗
装
に

ょ
り
行
な
わ
れ
て
い
る
が
､
こ
の
よ
う
な
舗
装
道
路
は
'
高
速
t
か
つ
､
重
量
の
あ
る
ト
ラ
ッ
ク
が
使
用
す
る
に
は
'
利
点
が
少
な
い

も
の
で
あ
る
｡
多
く
の
道
路
は
'
積
載
量
が
六
ト
ン
を
超
え
な
い
ト
ラ
ッ
ク
を
前
提
と
し
て
建
設
さ
れ
て
い
る
が
､
現
代
的
な
ト
ラ
ッ

ク
の
積
載
量
は
'
こ
れ
よ
り
も
ず

っ
と
大
き
い
の
で
'
幹
線
自
動
車
道
路
の
迅
速
な
る
老
化
と
破
損
を
招
い
て
い
る
｡
使
用
さ
れ
て
い

(3
)

る
資
材
の
質
が
低
い
こ
と
は
､
こ
れ
ら
の
過
程
の
進
行
を

一
層
促
進
し
て
い
る
｡

道
路
事
情
の
悪
い
こ
と
に
よ
る
毎
年
の
農
業
の
損
失
は
､
五
〇
-
七
〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
超
え
て
い
る
｡
農
村
で
の
良
好
な
る
道
路
が

欠
如
し
て
い
る
こ
と
か
ら
'
年
間
で
'
ト
ラ
ッ
ク

1
台
当
た
-
平
均
で
'
四

〇
日
間
も
休
止
し
て
い
る
O
現
存
の
道
路
の
技
術
的
水
準

が
低
い
こ
と
に
よ
り
'
毎
年
'
ガ
ソ
リ
ン
の
超
過
支
出
は
'
数
百
万
ト
ン
'
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
'
モ
ー
タ
ー

･
オ
イ
ル
の
そ
れ
は
何
十

万
ト
ン
に
も
及
ん
で
い
る
O
自
動
車
道
路
網
の
不
良
な
る
状
態
お
よ
び
そ
の
発
達
が
不
充
分
な
る
こ
と
は
'
す
べ
て
の
道
路
運
送
上
の

(4
)

事
故
の
約
七

〇
解
に
つ
い
て
の
直
接
的
あ
る
い
は
間
接
的
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
O

ロ
シ
ア
共
和
国
自
動
車
省
の
資
料
に
よ
る
と
'
道
路
条
件
の
悪
い
地
区
で
は
'
農
産
物
原
価
中
の
運
送
費
は
'
四

〇
-
七

〇
労
に
達

し
て
お
り
'
配
送
費
が
'
農
産
物
販
売
に
よ
る
売
上
高
を
上
回
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
｡
近
代
的
な
幹
線
道
路
で
の
一
ト
ン
･
キ
ロ

の
ト
ラ
ッ
ク
の
運
送
費
が
二
-
三
カ
ベ

ー
ク
だ
と
す
る
と
､
非
舗
装
道
路
の
そ
れ
は
'

1
五
-
1一〇
カ
ベ

ー
ク
と
な
る
｡
こ
の
よ
う
な

｢.J･･)

道
路
で
の
運
送
量
は
'

一
〇
億
ト
ン
･
キ
ロ
単
位
の
も
の
と
な
っ
て

い

る

｡

注
(
-

)

八

一
年
一
〇
月
二
一
日
付
け
『
プ
ラ
ウ
ダ
』｡

(
2

)

H
･
C
M
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X
o
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O
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cNO20
X
oS
R

dcLuea,4
･

8
1
(
エ
ソ
･
ス
メ
タ
-
エ
ソ

｢
第

二

次
五
力
年
計

画

に
お
け
る
兵
業

‥
戦
略
と
戦
術
｣
『
鼻
業
経
済
』
八

二
千

四
月
号
)0

(
3

)

(
4
)
(
LJ,
)

八

一
年

l
〇
月

1
0
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ

ェ
ス

テ
ア
』
｡

他

都
市
と
農
村
と
の
格
差
の
存
在
と
機
械
手
を
中
心
と
し
た
若
者
の
農
村
か
ら
の
涜
出

最
近
年
次
に
お
い
て
'
都
市
と
農
村
と
の
格
差
は
著
し
く
縮
小
さ
れ
た
も
の
の
'
依
然
と
し
て
か
な
り
の
格
差
が
み
ら
れ
,
機
械
手

を
中
心
と
し
た
若
者
の
農
村
か
ら
の
流
出
が
み
ら
れ
る
｡

-

都
市
と
農
村
と
の
格
差

都
市
と
農
村
と
の
間
に
は
'
労
賃

労
働
条
件
'
生
活

･
文
化

･
教
育
面
等
で
の
格
差
が
依
然
と
し
て
大
き
い
｡

第
48
表
は
'
農
業
部
門
お
よ
び
工
業
部
門
の
月
平
均
労
賃
の
推
移
を
み
た
も
の
で
あ
る
｡
六
五
年
以
降
に
お
い
て
･
工
業
部
門
に
比

較
し
て
'
農
業
部
門
t
と
｡
わ
け
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
労
賃
の
上
昇
は
著
し
い
-
し
か
し
な
が
ら
･
八

〇
年
に
お
い
て
も
･
月
平

均
労
賃
は
'
コ
ル
ホ
ー
ズ
員

(社
会
化
部
門
)
よ
り
も
ソ
フ
ホ
ー
ズ
や
工
業
部
門
の
就
業
者
は
,
そ
れ
ぞ
れ
,
三
割
お
よ
び
六
割
も
高

い
状
況
に
あ
る
O

農
業
労
働
の
実
態
を
み
る
と
'
依
然
と
し
て
'
手
労
働
の
比
率
が
高
く
t
か
つ
,
季
節
性
の
強
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
,

完

六
五
年
か
ら

完

七
五
年
に
至
る

一
〇
年
間
に
お
い
て
･
手
労
働
に
従
事
す
る
著

の
比
率
は
,
七
五

･
六
界
か
ら
五
六

･
四
解
に

低
下
し
た
の
み
で
あ
り
'
特
に
'
耕
種
部
門
に
お
い
て
は
､
七
七

･
二
野
に
低
下
し
た
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
O
こ
の
よ
う
に
,
農
業
は
,

手
労
働
に
従
事
す
る
者
の
比
率
が
高
く
'
従
前
ど
お
り
,
国
民
経
済
の
な
か
に
あ
っ
て
,
最
も
労
働
力
を
要
す
る
部
門
と
し
て
と
ど
ま

(-
)

っ
て
い

る

｡

農
業
労
働
の
季
節
性
も
大
き
い
｡
す
な
わ
ち
'
七
六
年
に
お
い
て
,

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
は
,
夏
の
期
間
の
月
に
は
二

三
･

ブ

レ
ジ
ネ

フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

三

九



第48表 農業部門および工業部門の月平均労賃の推移

(単位 :ルーブル)

出所 :『ソ連邦 国民経済統計』,1980年版,254頁および364頁 よ り作成.

1
三
〇

二
百
万
人
が
就
業
し
た
の
に
'
冬
の
期
間
の
月
に
は
､

10
-

二

百
万
人
と
'
二
-
三
百
万
人
も
少
な
く

こ
の
よ
う
な
季

節
に
よ
る
就
業
人
口
の
差
は
､
中
央
ア
ジ
ア
や
'
ブ
ル
ヂ
ア
'

(2
)

ア
ル
メ
ニ
ア
で
は
き
わ
め
て
大
き
な
も
の
と
な
っ
て

い

る

｡

農

閑
期
に
お
け
る
遊
休
化
し
て
い
る
労
働
力
は
､
労
働
時
間
の
二

(3
)

〇
%
に
達
し
て
い
る
と
の
試
算
が
あ
る
｡

住
宅
を
始
め
と
す
る
生
活

･
文
化
上
の
施
設

へ
の
投
資
が
六

六
年
以
降
に
お
い
て
'
積
極
的
に
行
な
わ
れ
た
｡
す
な
わ
ち
'

農
業
投
資
の
う
ち
の
非
生
産
的
な
用
途

へ
の
投
資
は
'
六
六
年

か
ら
八

〇
年
の
期
間
に
六
〇
二
億
ル
ー
ブ
ル
で
あ

っ
た
が
'

こ

れ
は
'
ソ
連
政
権
の
全
期
間
に
お
け
る
本
用
途

へ
の
投
資
額
七

(4
)

五
二
億

ル
ー
ブ
ル
の
八
割
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

る

.

し
か
し

な
が
ら
'
連
邦
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

･
シ
ベ
リ
ア
支
所
所
属
の
経

済
研
究
所
資
料
に
よ
る
と
'
生
産
向
け
と
非
生
産
向
け
の
基
本

投
資
の
比
率
は
'
都
市
で
は
'
二
対

一
な
の
に
対
し
'
農
村
で

は
'
六
対

一
と
な
っ
て
い
る
が
'
こ
の
こ
と
は
､
農
村
住
民
に

対
す
る
文
化

･
生
活
上
の
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
対
す
る
投
資
比
率



(
5

)

を
た
か
め
る
こ
と
の
必
要
性
を
物
語

っ
て
い

る

｡

農
村
に
お
け
る
住
宅
問
題
は
'
深
刻
で
あ
る
｡
す
な
わ
ち
'
農
村
に
お
い
て
は
'
個
人
の
住
宅
は
'
建
て
ら
れ
る
も
の
よ
-
は
'
老

朽
化
し
て
使
い
も
の
に
な
ら
な
く
な
る
も
の
の
方
が
多
い
｡
農
村
で
は
'
最
近

一
五
年
間
に
お
い
て
'
住
宅
が
五
〇
〇
百
万
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
も
建
設
さ
れ
た
が
'
使
用
に
供
さ
せ
ら
れ
る
住
宅
は
'
六
六
年
に
三
八

･
七
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
だ

っ
た
も
の
が
'
七
〇
年

に
は
三
四

･
七
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
'
七
五
年
に
は
三
三

二
ハ
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
'
七
九
年
に
は
二
九

･
四
百
万
平
方
メ
ー
ト
ル
と

む
し
ろ
減
少
し
て
い
る
.
住
民

1
0
0
0
人
当
た
-
で
建
設
さ
れ
た
住
宅
戸
数
は
'
七
五
年

に
は
'
農
相
で
は
六

･
三
戸
で
あ

っ
た
が
､

(6
)

都
市
で
は
'
本
数
値
は
そ
の

一
二
ハ
倍
と
な

っ
て
い

る

｡

生
活
関
連
施
設
の
整
備
水
準
も
低
い
｡
す
な
わ
ち
'
八
〇
年
に
お
い
て
､

ロ
シ
ア
の
農
村
地
区
に
お
け
る
生
活
関
連
施
設
の
確
保
率

(7
)

は
､
水
道
が
三
八
珍
'
下
水
道
が
二
二
艶
､
集
中
暖
房
は
二
六
%
と
な

っ
て
い

る

.

文
化

･
教
育
関
連
施
設
に
お
い
て
も
'
農
村
に
お
け
る
既
存
の
常
設
の
就
学
前
児
童
収
容
施
設
は
､
そ
の
必
要
量
の
わ
ず
か
三
五
解

(8
)

し
か
確
保
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
､
農
村
住
民
の
ク
ラ
ブ
の
確
保
率
は
'
五
〇
艶
以
下
と
な

っ
て

い

る

Q

教
育
面
に
お
い
て
も
'
農
村
で
の
改
善
は
'
顕
著
で
あ
る
が
'
な
お
'
都
市
と
の
間
の
格
差
が
存
在
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
農
村

で
の
就
業
者

一
〇
〇
〇
人
当
た
-
の
高
等
お
よ
び
中
等
教
育

(中
退
を
含
む
)
を
う
け
た
者

の
数
は
'

一
九
三
九
年
に
は
六
三
人
だ

っ

た
も
の
が
'
五
九
年
に
は
三

1
六
人
'
七
〇
年
に
は
四
九
九
人
.
七
七
年
に
は
六
七
三
人
と
急
増
し
て
い
る
o
就
業
者

1
0
0
0
人
当

た
り
の
当
該
数
値
の
農
村
の
都
市
に
対
す
る
比
率
は
'

一
九
三
九
年
に
は
二
六
珍
だ

っ
た
も

の
が
'
七
七
年
に
は
八
〇
･
七
笹
に
上
昇

(9
)

し
て
い

る
｡

次
に
､
商
業
部
門
の
状
況
を
み
よ
う
O
第
49
表
は
､
農
村
お
よ
び
都
市
に
お
け
る
住
民

1
人
当
た
り
の
国
営
商
店
お
よ
び
協
同
組
合

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

7二二
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第 49表 農村および都市における住民 1人当たりの国営商店および協同組合商店の小売売上高

出所 :『ソ連邦国民経済統計』,1980年版,428頁 より作成.



第50表 農村および都市における耐久消費財の普及割合

(年末,lCO世帯当たり)

(単位 ･'箇数(台数))

出所 : 『ソ連邦 国民経済統計』,19β0年版,407頁 よ り作成.

商
店
の
小
売
売
上
高
の
推
移
を
み
た
も
の
で

あ
る
｡
都
市
に
比
L
t
農
村
で
の
住
民

一
人

当
た
り
の
小
売
売
上
高
の
増
加
ぶ
り
は
顕
著

な
も
の
が
あ
る
が
'
そ
れ
で
も
'
八

〇
年
に

お
い
て
'
都
市
の
数
値
は
'
農
村
の
数
値
の

二
倍
強
と
な

っ
て
い
る
｡
農
村
住
民
の
九

〇

匹

強
に
つ

い
て
は
'
消
費
協
同
組
合
が
商
業

(10
)

サ

ー
ヴ
ィ

ス
を
行
な

っ
て
い
る
が

'
そ
の
サ

ー
ヴ
ィ
ス
遂
行
に
お
い
て
'
重
大
な
欠
陥
が

許
容
さ
れ
て
お
り
､
農
村
住
民
に
必
要
な
る

商
品
の
増
産
と
供
給
'
そ
れ
ら
の
品
質
と
種

類
の
改
善
に
'
必
ず
し
も
十
分
な
る
注
意
が

(〓
)

払
わ
れ
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て

い

る
｡

第
50
表
は
'
農
村
お
よ
び
都
市
に
お
け
る

耐
久
消
費
財
の
普
及
割
合
を
表
示
し
た
も
の

で
あ
る
が
'
六
五
年
以
降
に
お
け
る
都
市
に

比
し
て
の
農
村
で
の
改
善
ぶ
り
は
著
し
い
に

二
二三



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業

の
動
向

(
下
)

一
三
四

も
か
か
わ
ら
ず
'
八

〇
年
に
お
い
て
も
'
オ
ー
ト
バ
イ
､
自
転
車
'
ミ
シ
ン
を
除
き
'
農
村
で
の
耐
久
消
費
財
の
普
及
の
た
ち
お
く
れ

が
み
ら
れ
る
｡

へ12
)

農
村
に
お
い
て
'
停
電
が
し
ば
し
ば
み
ら
れ
'
生
産
活
動
の
み
な
ら
ず
､
生
活
面
に
も
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
｡
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コ
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B
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p
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fCO
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N
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6.
8
)
(
ペ
ェ
･

サ
グ
チ
ェ
ソ
コ
｢都
市
と
農
村
と
の
間
の
社

会
的
･
経
済
的
格
差
の

克
服
｣
『
経
済

の
諸
問

題
』
八
一

年
六

月
号
)
0

(2)
"
B
c
e
M
e
p
H
O
ZI
OB
H

E
aTb
鼻
骨
KTJ4BHOCTb
CenbCt(OXO3f[芳
TB
e
H
H
O
r
O
n

POn3B
O

ACTB
a
"
,
a
.4
afLO8
0e
X
o
3
R

u.cm80,3･

78
(｢農
業
生
産
の
効
率

の
全
面
的
な
る
上
昇
｣
『計
画
経
済
』
七
八
年
三月
号
)
a

(
3

)

B
･
T
H
I
O
H
O
D
)
"
0
6

H
H
A
y
C
T
p
H
a
m

3
a
IItE

C
e
JZb
C
K
O
r
O
I
O
3
flfic
1
B
a
"
,
B
on
p
o
cu

BfCOFtO
M
u
t(a

,
10,7
7
(
ヴ

ェ
･
チ
-
ホ
ノ

フ

｢
農
業

の
工
業
化
に
つ
い
て
｣

『経
済

の

諸
問
題』

七

七
年
tO
月
号
)
｡

(

4

)

『
ソ
連
邦
国
民
経
済
統
計
』
'
八
〇
年
版
､
三
四

一
頁
よ
り
算

出
｡

(

5

)

A
･
B
y
r
y
LtK
H
ii
,
m
･
O
p
JTa
T
JdA
)"
H
c
r10
Jlb
3
0
B
a
H
H
e
H
3
a
K
P
e
rTJte
tJt4e

pa60･lea
CHJTtJ
Ha
CeJle
.'.

B
fCOfLO,NuW
a
CeJW
･

c

fCO
1
0
X
o
3
R
a

Cm
Ba,t
l,
8
1

(ァ
･
プ
グ
ッ
キ
ー'
エ
ム

･
オ
ル
ラ
テ
ィ

｢
集
村

に
お
け
る
労
働
力
の
利
用
と
定
着
｣
『農
業
経
済
』
八
1

年
〓
月
号
)o

(
6

)

A
･
C
e
p
re
e

B,
"H
elTp
OH3B
OAC
T
B
e
H

HOe
CTpOHTeJtCTB
0

Ha
CeJTeBa
X
(77e
rulLu
a
泊
C
q

ITa
Jn,tTa
SL
n
p

06JTe
Ma")a
,la
fLO
8
0
e

X

o
3
8
LI
cm
80,
),
81(7
･

セ
ル

ゲ
-

エ
フ

｢集
村
に
お
け
る
非
生

産
的
な
-
建
設
1
-
重
要
な
社
会
問
題
｣
『
計
画経
済
』
八

1
年

t
月

号
)0

(

7

)

r
･
l(
y
J
lll只,"
0
6

3
0
骨
t(T
H
B

HOCTH
KarT
HTaJ[t,H
tJX
BJI0X
eHH
幹

B
C
eJZbC
K
O
M

X
O

35品
CTB
e
"
,
ll
.ia
T10
8
0
e

X
o3亀
c
m
oo
,

)

0
,

8
1
(
ゲ

･ク
ゥ
リ
ィ

ク
｢農
業

へ
の
基
本
投
資
の
効
率

性
に
つ
い

て｣
『
計
画

経済
』
八

1
年

l

O
月
号

)0

(
8

)

A

･
C
e
p
r
e
e
B
,
y
t(a
3
･
C
O
tl･
(
ァ

･
セ
ル
ゲ
ー

エ
フ
'
前
掲
論
文
)
O

(

9

)

P
･
T
o
tTK
O
H
O
r
J

"
C

oLIHaJTh
H
h
te

a
C
rle
T(T
ht
H
H
A

yC
l
p
H
a
Jm
3
a
ZIHH
CeJ
n,CKOr
O

X
O

3'[A
c
TEla
",
3
tEo
fLO
JWatCa
CeJlbClCO
Z
O

X
o
3
R
uuCm
ea,
2,8
2
(
ユ
ル

･
ト
ソ
rl
ノ
ー

グ
｢鼻
業
の
工
業
化
の
社
会
的
側
面

｣
『農
業
経
済

』
七

八年
二
月
号
)
0



(
10

)

コ
･
C
a
B
･le
H
K
O
,
y
K
a
3
･
CO
.7･
(
ペ

ェ
･
サ
グ
チ
ェ
ソ
コ
'
前
掲
論
文
)
.

(
‖

)

l
九
七
九
年

〓

月

7
五

日
付
け
'
党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定
'
｢
消
費
協
同
組
合
活
動
の

1
膚
の
発
展

と
改

善

に

つ
い

て
｣
｡

(
12

)

こ
の
点
に
つ
い
て
'
次
の
よ
-
な
報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
｡

ポ
ル
タ
グ
ァ
州
に
お
い
て
､
昨
年
末
の
持
続
的
な
降
雨
の
後
で
'
突
然
寒
波
が
お
そ

っ
た
O
送
電
線
は
'
氷
の
被
覆
で
お
お
わ
れ
た
o
電
線

の
破
損
が
あ
ち
こ
ち
に
お
こ
り
'
適
期
に
停
電
を
な
お
す
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
O
そ
の
結
果
､
例
え
ば
'

レ
シ
チ
ロ
7
ス
キ
ー
地
区
の

｢
ス

ヴ
ェ
ル
ド

ロ
フ
名
称
｣

コ
ル
ホ
ー
ズ
の
乳
牛

1
二
〇
〇
顕
収
容
の
酪
農

コ
ソ
ビ
ナ
-
ト
に
対
し
て
､
四
日
間
も
送
電
さ
れ
な
か

っ
た
｡

コ
ル
ホ

ー
ズ
員
は
､
手
で
搾
乳
し
､
何
キ

ロ
も
バ
ケ
ツ
に
水
を
入
れ
て
は
こ
は
ね
は
な
ら
な
か

っ
た

(
七
九
年

1
月
二
三
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
a

ブ
リ
ャ
ソ
ス
ク
州
で
は
'
畜
産

コ
ソ
プ
レ
ッ
ク
ス
に
対
し
て
.
し
ば
し
は
停
電
が
お
こ
る
こ
と
に
つ
い
て
'
電
力
当
局
に
蔽
重
な
抗
義
を
し

て
い
る
o

l
日
中
停
電
し
て
い
る
こ
と
も
ま
れ
で
は
な
い
O
こ
の
よ
-
な
こ
と
は
'
畜
産

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
作
業
員
に
と

っ
て
は
'
寒
気
を

も
よ
お
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

(
七
九
年
二
月
八
日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

･
ジ
ー
ズ

こ
』
)
o

カ
リ
-
ニ
ソ
州
の
ス
ク
リ
ィ
ツ
7
地
区
の
コ
ル
ホ
ー
ズ

｢
サ
グ
ェ
ト

･
イ
リ
イ
ッ
チ
ャ
｣

か
ら
編
集
部
あ
て
に
手
紙
が
き
た
O
そ
の
要
旨
は
'

二

〇
月
お
よ
び

二

月
に
は
'
週
に
三
日
t

f
二
月
に
は
'
二
二
日
も
停
電
し
た
O
今
年
も
状
況
は
改
善
さ
れ
な
か

っ
た
｣
と
し
て
い
る
o

このコ
ル
ホ
ー
ズ
の
議
長
等
の
話
に
よ
る
と
'
｢
停
電

の
た
め
に
'
社
会
化
部
門
の
家
畜

の
水

の
確
保
は
'
不
規
則

で
あ

っ
た
o
飼
料
調
整

所
も
稼
働
し
て
い
な
い
O

コ
ル
ホ
ー
ズ
は
'
結
局
'
多
く
の
牛
乳
と
食
肉
を

ロ
ス
し
た
O
畜
産
手
は
､
畜
産
飼
育
所
を
去
り
.
そ
の
若
干
の
者

は
.
完
全
に
離
農
し
た
O
ラ
ソ
プ
生
活
に
-
ん
ざ
り
し
た
か
ら
で
あ
る
O
テ
レ
ヴ
ジ
ョ
ン
も

み
ら
れ
な
い
し
､
ラ
ジ
オ
も
開
け
な
い
｡
何
時
に

な

っ
た
ら
､
確
実
に
送
電

さ
れ
る
で
あ
ろ
-
か
｣
と
の
こ
と
で
あ
る

(
八
二
年
四
月
二
i
目
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

･
+シ
ー
ズ

こ
』
)
.

2

機

械

手
を

中

心

と
し
た
若
者

の
農
村

か
ら

の
流
出

す

で
に
み
た
ご

と
く

'

農
村

と
都

市

と

の
間

に
各

種

の
格

差
が
依
然

と

し

て
存

在

し
て

い
る
た

め

に
'

機

械

手
を
中
心

と

し
た
若
者

の
農
村

か
ら

の
流

出
が

続

い
て

い
る
｡
例

え
ば
'

ウ

ク
ラ
イ

ナ
に

つ
い
て
は
､

七

五
年

に

お
け

る
農
村

か
ら

の
流

出
者

の
五
五
労

が
男

性

で
あ

っ
た
が
'

こ
の
男
性

の
う
ち

の
五
五

-
六
〇
形

が

二
〇

-

四
〇
歳
層

で
あ

り
'
流

出
者

の
主
体
が
若

者

で
あ
る

こ
と
を
物

語

っ

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

≡

1五



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

こ
こ
六

て
い
る
O
若
者
が
農
村
か
ら
流
出
す
る
理
由
は
､
八
〇
-
九
〇
労
は
'
就
職
と
よ
り
高
次
の
学
習
の
た
め
で
あ
っ
た
.
都
市
に
転
入
し

た
農
村
住
民
の
う
ち
の
八
〇
-
八
五
解
が
労
働
可
能
年
齢
層
で
あ
っ
た
が
'
そ
の
う
ち
の
八
〇
労
が
'
二
〇
-
四
〇
歳
層
の
機
械
手
で

(I
)

あ
っ
た
｡
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
は
'
農
業
生
産
部
門
か
ら
'
毎
年
'
約

一
〇
〇
千
人
の
機
械
手
が
流
出
し
て
い

る

｡

全
国
的
に
み
て
も
'
七
一
-
七
八
年
の
期
間
に
お
い
て
'
農
業
部
門
で
は
､
ト
ラ
ク
タ
ー
手
'

コ
ン
バ
イ
ン
手
が
六
百
万
人
も
養
成

(2
)

さ
れ
た
が
'
こ
の
期
間
内
で
の
'
そ
の
増
員
数
は
'
全
部
で
四
九
四
千
人
に
と
ど
ま
っ
た
｡
こ
の
こ
と
は
､
養
成
さ
れ
た
機
械
手
の
農

業
外

へ
の
流
出
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
O
例
え
ば
'
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
は
'
機
械
手
と
し
て
養
成
さ
れ
た
も
の
で

(3
)

農
村
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
は
'

1
0
-

〓

1艶
に
過
ぎ
な

い
O

機
械
手
の
流
出
の
原
因
を
み
よ
う
｡
七
九
年
に
'
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
リ
グ
オ
フ
州

の
ザ

ロ
チ
ェ
フ
ス
キ
ー
地
区
の
機
械
手
に
つ
い
て
調

査
し
た
結
果
に
よ
る
と
'
機
械
手
の
五
〇
労
は
'
自
己
の
仕
事
に
満
足
し
て
い
た
が
'
残
り
の
五
〇
野
に
つ
い
て
は
'
程
度
の
差
こ
そ

あ
れ
不
満
を
も
っ
て
い
た
｡
そ
の
不
満
の
内
容
を
み
る
と
'
労
働
条
件
と
労
働
の
組
織
の
仕
方
が
悪
い
と
す
る
も
の
1
五

･
T
労
'
労

賃
が
低
い
と
す
る
も
の
二
八

･
八
労
'
労
働
が
肉
体
的
に
つ
ら
い
と
す
る
も
の
三
四
･
二
舛
'
個
々
の
生
産
過
程
の
機
械
化
水
準
が
不

充
分
だ
と
す
る
も
の
〓
1
･
三
野
'
保
健

･
衛
生
条
件
に
不
満
が
あ
る
と
す
る
も

の
六

･
八
飾
'
仕
事
が
き
ら
い
と
す
る
も
の
二
･
八

(4
)

解
で
あ
っ
た
.
不
満
の
主
因
は
'
労
働
条
件
と
労
働
の
組
織
の
仕
方
の
悪
さ
'
労
貨
の
低
さ
'
そ
の
労
働
の
困
難
さ
'
保
健

･
衛
生
条

件
の
整
備
の
遅
れ
に
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
｡

機
械
手
を
中
心
と
し
た
若
者
の
流
出
は
'
農
業
生
産
に
も
悪
影
響
を
与
え
る
も

の
と
し
て
懸
念
さ
れ
て
い
る
｡
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6
.
7
8
(
イ

ェ
･

ヤ

ク
-
バ
｢ウ
ク
ラ

イ

ナ

の

農

村

住
民
の
移
動

｣

『

鼻
業
経
済
』
七

八

年

六
月

号
)
o



(
2

)

H
･
K

oHOHOEI,
"
C
6
an
aH
C
HPOBattHOe
P
a
3
tl弓

rre
OTpaCne
辞
a
rp
o
rrp
o
M
tJtITJNm
fJO
rO
t(OMrtne
t(Ca".aN
O
fLO
INaKa
Cc,lb･

c

tCo
20

X
o3ga
Cm
B
a
,8
,8
0
(
イ
･
コ
ノ
ノ
フ

｢
農

工
コ
ソ
プ
レ
ック
ス
の
部
門

の
バ

ラ
ソ
ス
の

と
れ
た
発
展
｣
『鼻
業
経
済
』

八
〇
年
八
月

号
)｡

(
3

)

E
･
曹

y
6
a)y
K

a3･
CO
･l･
(
イ
ユ
･
ヤ
ク
ー
.ハ
'
前
掲
論
文
)
｡

な
お
'
ウ

ク
ラ

イ

ナ
以
外
に
も
'
例
え
は
'
ヴ
ォ
ロ
グ
ダ
州
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ

フ
ホ
ー
ズ
で
は
'
毎
年
'
職
業
専
門
学
校
を
卒
業
し
た
横

横
手
を
千
人
以
上
も
受
け
入
れ
る
が
'
そ
の
-
ち
'
定
着
す
る
の
は
'
よ
く
と
も

】
〇
分

の

1
だ
け
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
八
〇
年
三

月
二

1
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
0

(
4
)

A
･
B
y
r
y
LtK
鼻

声

O
p
n
a
T
tJ
斡
}

"M
czTom,30B
a
H
H
e
H
3a
K
P
e
r[m
eH
H
e

l)
a6
0･le辞

cHJTEJ
m
CeJZe",
3
tCo
fLO
.uaKa
CeJ%b･

c
tCo
2
0

X
o3R
u.C
m
ea.
l
l,
8
1
(
7

･.ハ
グ
ッ
キ
ー
･エ
ム
･
オ
ル
ラ
テ
ィ

｢集

村

に

お
け
る
労
働
力
の
利
用
と
定
着
｣
『
真

美
経
済
』
八

1

年
〓
月
号
)
D

な
お
'
-
ソ
ス
ク
州
の
ス
モ
レ
グ
ィ
チ
地
区

の
ト
ラ
ク
タ
ー

･
機
械
手

1
四
七
人

に
対
し
'
不
満
の
動
機
に
つ
い
て
'
7
ソ
ケ

-
ト
調
査
を

行
な

っ
た
結
果

は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
o
な
お
､
複
数

の
動
機
を
あ
げ
る
も
の
が

あ
り
'
そ
の
計
は
'

1
0
0
労
と
は
な
ら
な

い
.

不
満

の
動
機

不
満
表
明
の
機
械
手

の
比
率

(形
)

労
働
条
件
が
き

つ
く
'
か
つ
､
悪
い

五
二
･
四

労
賃
水
準
が
低
い

三
五
･
三

労
働
の
組
織
の
仕
方
が
悪
い

二
二
･
二

向
上
す
る
展
望
が
な
い

二
二
･
四

年
間
を
通
じ
て
の
就
業
が
不
均
等

(
労
働
の
季
節
性
)

食
堂
が
な
い

幼
稚
園

･
保
育
所
が
な
い

文
化

･
生
活
関
連
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
水
準
が
低
い

そ
の
他

三
･
四

四
二
･
1

1二
四
･
二

三
九
･
五

四
･
五

(
A
･
K
y
n
p
e
誉
H
K,
"B
ax
t7tAii
p
e
3
e
P
B
y
JFy
･lLITeH喜
H
C
rTO
n
h30
t)atTH
St

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向
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下
)
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ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

ea･
6,7
9
･

7

.
ク
プ

レ
イ

チ
ィ

ク

｢
機
械
利
用
改
善
の
重
要
な
る
予
備
｣
『
農
業
経
済
』
七
九
年
六
月
号
)
｡

一
三
八

州

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
に
対
し
て
'
上
部
機
関
の
細
か
い
行
政
命
令
的
な
介
入
に
よ
り
'
経
営
の
自
主
性
が
尊
重

さ
れ
て
い
な
い
こ
と

す
で
に
み
た
ご
と
-
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
内
容
の
悪
化
に
と
も
な
い
'
上
部
機
関
の
農
業
経
営
に
対
す
る
監
督
機

能
が
強
化
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
'
場
合
に
よ
っ
て
は
'
農
業
経
営
の
自
主
性
が
損
な
わ
れ
る
事
例
も
出
て
い
る
｡

(1
)

八
二
年
五
月
の
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
'
ブ
レ
ジ
ネ
フ

は
'

ソ
連
農
業
の
特
徴
は
'
生
産
条
件
と
自
然
条
件
の
は
な
は
だ
し

い
多
様
性
に
あ
る
が
'
こ
こ
に
は
紋
切
り
型
'
単

1
C
尺
度
が
入
り
込
む
余
地
が
な
く
'
農
業
経
営
の
組
織
的

･
経
済
的
自
主
性
を
た

か
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
｡
更
に
'
農
業
経
営
に
対
す
る
行
政
的
な
細
ご
ま
と
し
た
指
図
を
思
い
き
っ
て
排
除
す
る

こ
と
の
必
要
性
と
国
家
計
画
に
予
定
さ
れ
て
い
な
い
何
ら
か
の
課
題
の
遂
行
を
要
求
し
た
り
'
国
家
に
対
す
る
報
告
の
制
度
に
規
定
さ

れ
て
い
る
以
外
の
情
報
を
求
め
た
り
す
る
こ
と
は
禁
止
す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
｡
ま
た
二

部
の
州
で
は
'

コ
ル
ホ
ー
ズ

と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
指
導
者
が
不
当
と
も
い
え
る
ほ
ど
し
ば
し
ば
更
迭
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
の
よ
う
な
人
事
政
策
は
改
め
る
べ
き
で
あ
る

と
し
て
い
る
｡

八
二
年
五
月
二
四
日
に
採
択
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
共
同
決
定
で
あ
る

｢
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
す

(2
)

る
指
導
的
幹
部
'
専
門
家
の
1
層
の
強
化
'
農
業
生
産
の
発
展
に
お
け
る
そ
の
役
割
と
責
任
の
強
化
に
つ
い

て

｣

に
お
い
て
も
'
問
題

点
を
指
摘
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
農
業
経
営
の
指
導
者
や
専
門
家
の
な
か
に
は
'
古
臭
い
方
法
で
昔
通
-
の
経
営
を
運
営
し
･
達
成

成
果
に
満
足
し
て
い
る
者
が
少
な
く
な
い
と
し
'
上
部
機
関
か
ら
の
些
細
な
後
見
や

1
連
の
種
々
の
根
拠
の
な
い
勧
告
が
許
容
さ
れ
て



い
る
こ
と
に
よ
り
'
生
産
の
組
織
者
お
よ
び
技
術
者
と
し
て
の
専
門
家
の
役
割
が
低
下
し
て
い
る
と
し
て
い
る
｡
ま
た
'

1
連
の
地
区

で
容
認
し
が
た
い
ほ
ど
の
コ
ル
ホ
ー
ズ
議
長
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
所
長
や
専
門
家
の
交
替
率
が
高
い
こ
と
'
そ
の
登
用
に
あ
た
っ
て
は
'
事

務
的
'
精
神
的
な
素
質
'
組
織
能
力
に
つ
い
て
の
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
研
究
を
行
な
う
こ
と
も
な
し
に
'
ま
た
､
党
の
組
織
や
労
働
集

団
の
意
見
を
考
慮
す
る
こ
と
な
し
に
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
と
し
て
い
る
｡

農
業
経
営
に
お
け
る
指
導
的
幹
部
'
専
門
家
の
強
化
と
'
農
業
経
営
の
自
主
性
が
発
揮
で
き
る
よ
う
な
体
制
づ

く
り
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
よ
う
｡

注
(
-

)

八
二
年
五
月

二
五
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
｡

(
2

)

八
二
年
五
月

二
九
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
｡

㈹

兼
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
管
理
機
横
が
肥
大
化
し
'
し
か
も
'
相
互
に
連
絡
の
悪
さ
が
あ
り
'
計
画
策
定
面
等
で
欠
陥
を
招
い

て
い
る
こ
と

最
近
に
お
け
る
農
業
生
産
の
増
大
に
対
応
し
'
農
業
部
門
に
農
業
機
械
'
化
学
肥
料
等
の
生
産
資
材
の
供
給
と
'
機
械
の
修
理
等
の

技
術
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
捷
供
を
行
な
う
い
わ
ば
農
業
の
川
上
部
門
と
農
産
物
の
運
送
'
保
管
'
加
工
'
販
売
を
担
当
す
る
農
業
の
川
下
部

門
と
を
農
業
を
中
心
に
包
含
し
た
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
部
門
が
発
展
し
て
い
る
｡
本
部
門
に
お
い
て
は
'
水
平
的
お
よ
び
垂
直
的
な

統
合
が
推
進
さ
れ
､
そ
の
た
め
の
各
種
の
組
織
形
態
が
出
現
し
て
い
る
｡

こ
の
よ
う
な
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
発
展
に
と
も
な
い
'
そ
の
管
理
部
門
に
お
い
て
'
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て
お
り
'
そ
の

改
善
が
要
請
さ
れ
て
い
る
｡

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)



ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

一
四

〇

八
二
年
五
月
二
四
日
に
採
択
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定
で
あ
る

｢農
業
お
よ
び
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
そ

3E
爪

の
他
の
諸
部
門
に
対
す
る
管
理
の
改
善
に
つ

い
て
｣
は
､
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
お
け
る
管
理
上
の
問
題
点
を
次
の
よ
う
に
指
摘
し

て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'
本
部
門
に
お
け
る
管
理
シ
ス
テ
ム
が
過
度
に
肥
大
化
し
'
し
か
も
'
相
互
に
連
絡
が
悪
い
こ
と
,
こ
の
た
め
に

管
理
機
構
の
人
数
が
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
増
大
し
て
い
る
と
し
て
い
る
O
そ
の
結
果
'
部
門
別
計
画
化
と
地
域
別
計
画
化
の
原
則

に
つ
い
て
の
必
要
な
結
合
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
か
ざ
ら
ず
'
特
に
'
地
区
の
調
整
機
能
が
充
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
と
述
べ
て

い
る
｡
管
理
機
構
が
相
互
に
連
絡
が
悪
い
こ
と
は
'
計
画
策
定
'
資
材
'
機
械
の
供
給
､
生
産
の
専
門
化
と
そ
の
合
理
的
配
置
を
は
か

っ
て
い
く
う
え
で
重
大
な
欠
陥
を
招
い
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
｡

農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
管
理
機
構
の
増
大
は
顕
著
な
も
の
が
あ
る
｡
例
え
ば
,
ロ
ス
ト
フ
州
で
は
･

ロ
ス
ト
フ
州
執
行
委
員
会
お

よ
び
四
〇
の
地
区
の
農
業
局
以
外
に
'

ロ
シ
ア
共
和
国
農
業
省
の
l
五
の
ト
ラ
ス
ト
お
よ
び
合
同
が
存
在
し
て
い
る
が
･
同
州
に
お
け

る
農
業
関
係
の
管
理
部
門
の
就
業
者
数
は
'
全
体
で
'
七
〇
年
に
は
五
二
七
八
人
で
あ

っ
た
も
の
が
･
七
九
年
に
は
九
九
五
九
人
に
増

大
し
て
い
る
O
管
理
部
門
の
就
業
者
の
業
務
内
容
を

ロ
ス
ト
フ
州
執
行
委
員
会
に
つ
い
て
み
る
と
,
情
報
の
収
集
,
加
工
,
伝
達
,
種

々
の
報
告
の
準
備
'
職
務
記
録
'
事
業
に
つ
い
て
の
書
類
の
調
整
そ
の
他
の
情
報
的
性
格
の
作
業
の
た
め
に
,
勤
務
時
間
の
約
五
〇
-

六

〇
野
が
費
消
さ
れ
て
お
り
'
こ
の
た
め
'
州
の
管
理
機
関
の
多
-
の
専
門
家
は
､
州

の
農
業
の
経
済
的

･
社
会
的
発
展
の
問
題
や
科

(2
)

学
的

･
技
術
的
進
歩
の
達
成
成
果
や
先
進
的
な
体
験
等
に
は
'
充
分
な
る
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
｡

管
理
機
構
の
肥
大
化
は
'
農
業
部
門
の
専
門
家
を
大
量
に
,
コ
ル
ホ
ー
ズ
,
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
生
産
現
場
か
ら
ひ
き
あ
げ
て
､
管
理
部

門
に
勤
務
さ
せ
る
と
い
う
現
象
を
生
じ
て
い
る
｡
例
え
ば
'
ト
ク
ー
ラ
州
の
農
業
組
織
内
に
は
､
約
二
千
人
の
農
業
技
師
,
畜
産
技
師
,

機
械
手
'
獣
医
が
就
業
し
て
い
る
が
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
働
い
て
い
る
専
門
家
は
,
そ
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
も
の
と



(3
)

な
っ
て
い

る
｡

(4
)

管
理
機
構
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
は
'
部
門
別
管
理
機
能
の
重
複
と
､
計
画
と
報
告
の
書
類
の
増
大
を
招
い
て
い
る
｡

役
所
の
な
わ
ぼ
り
主
義
が
'
生
産
に
否
定
的
な
影
響
を
与
え
'
計
画
策
定
に
掛
い
て
'
い
ま
だ
に
相
互
間
の
連
絡
の
悪
さ
が
み
ら
れ

(.I))
る
｡地

区
内
に
存
在
す
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
'
上
部
機
関
の
創
設
す
る
合
同
や
ト
ラ
ス
ト
等
に
加
盟
す
る
も
の
が
多
い
が
'

(6
)

こ
の
場
合
に
'
農
業
経
営
と
地
区
の
農
業
局
と
の
結
び
つ
き
が
弱
い
も
の
と
な
り
'
後
者
の
機
能
の
低
下
を
招
い
て
い
る
｡
こ
の
こ
と

(,-)

は
'
部
門
別
計
画
化
と
地
域
別
計
画
化
と
の
適
切
な
る
結
合
を
困
難
に
す
る
と
と
も
に
'
資
材
や
機
械
供
給
の
面
で
混
乱
を
生
じ
て
い

(8
)

る
事
例
が
み
ら
れ
る
｡

食
料
生
産
に
従
事
す
る
企
業
活
動
の
調
整
に
あ
た
る
機
関
が
な
い
た
め
に
'
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
発
展
に
お
い
て
､
不
均
衡
と
'

(9
)

関
連
性
の
な
さ
が
生
じ
て
お
り
'
特
に
'
そ
れ
は
'
現
地
に
お
い
て
顕
著
で
あ

っ

た
｡

注
(
-
)

八
二
年
五
月

二
八
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
｡

(
2
)

X
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P
e
rlrT
,"
y
rT
pa
B
Jle
H
H
e
C
eJTb
C
六
H
M
XO
3
'[h
c
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CHCTeMe
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コ
K
"
,

HJW
FtO
e
Oe
X
o3Ed
cm
80
7
1
2
,

80
(

ハ
･
レ
ッ
プ

｢

農
工

コ
ソ
プ
レ
ッ
ク
ス

･
シ

ス

テ

ム
に
お
け
る農
業

の
管

理

｣

『計
画
経
済
』
八
〇
年

1
ニ
月
号

)o

(
3

)

八
二
年

一
月
九
日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

･
ジ
ー
ズ

ニ
』
｡

(
4

)

B
･
コ
p
o
c
H
tT
,
"
y
ZTp
a
B
J[e
TIH
e
Ce
Jlt,C
K
O
X
O
3
5[fi

cTBeHHEJM
rZp
O
H

3B

OACTBOM
"
,

a
,w
fLOeOe
X
o38lu
meO,
I,82
(ヴ
ェ
･

プ

ロ
シ
ソ

｢農
業
生産
の

管

理

｣

『

計
画
経
済
』
八
二

年
一
月
号
)0

(
.I
,

)

八
二
年

1
月
九
日
付
け

『
七
-
リ
ス
カ
ヤ

∴
ノ
ー
ズ

ニ
』
.

(
ら

)

こ
の
点
に
つ
い
て
､
次

の
よ
-
な
報
道
例
が
み
ら
れ

る
.

チ
ュ
.ハ
シ
自
治
共
和
国
に
は
'

7
六
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
が
存
在
し
て
い
る
が
'
こ
れ
ら
は
'

二

の
穣

々
の
組
織
や
機
関
に
直
接
的
に
所
属
し

ブ

レ
ジ
ネ
フ

政
権
下

の
ソ
連
農
業

の
動
向

(
下
)

一
四

一



.フ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

一
四
二

て
お
り
'
地
区

の
鼻
業
局
に
従
属
す
る
ソ
フ
ホ
ー
ズ
は
な
い
｡
地
区
の
農
業
局
自
身
が
存
在
す
る
の
は
事
実
で
あ
る
が
､
管
理
す
る
実
権
は
な

-
'
わ
ず
か
に
勧
告
機
能
が
残
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
の
勧
告
に
対
し
て
'
誰
も
が
'
報
告
を
書
-
義
務
を
負

っ
て
い
な
い

(
八

一
年

二

一月

一

〇
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
7
』
)
｡

チ
ュ
リ
ャ
ピ

ソ
ス
ク
州
の
サ
ス
ノ
フ

カ
地
区
に
は
､

一
七
の
経
営
が
存
在
し
て

い
る
が
､
直
接
的
に
地
区
の
農
業
局
に
服
従
し
て
い
る
の

は
'
わ
ず
か
に
二

つ
の
み
で
あ
る
.
地

区
の
鼻
薬
局
は
.
地
区
全
体
に
つ
い
て
の
圃
場
お
よ
び
畜
産
飼
育
所

の
状
況
に
完
全
な
責
任
を
負
-
べ

き
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
他

の
機
関
に
属
す
る
経
営
に
つ
い
て
は
､
実
際
上
'
管
理
し
て
い
な
い

(
八
二
年
二
月
六
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス

テ
ア
』
)
O

(

7

)

例
え

は

'
チ
ュ
バ
シ
自
治
共
和
国
チ
ビ
リ
ス
ク
地
区
の
経
営
に
対
し
て
.
地
区
の
経
営
の
所
属
し
て
い
る
合
同
や
ト
ラ
ス
ト
の
指
導
者
遠
は
へ

そ
の
専
門
化
し
て
い
る
品
目
以
外
の
も
の
の
生
産
や
販
売
に
つ
い
て
の
経
営
の
計
画
達
成
に
つ
い
て
は
'
当
然
な
す
べ
き
配
慮
は
､
行
な

っ
て

い
な
い
O

ホ
ッ
プ
を
経
営
す
る
経
営
で
は
'
穀
物
の
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
た
り
収
量
は
'
地
区
平
均
よ
り
も
五
-
六
ツ
ェ
ソ
ト
ネ
ル
も
低
い
が
'
耕

地
の
自
然
的
条
件
が
惑
い
わ
け
で
は
な
-
'
上
述
の
単
収
差
は
'
す
べ
て
の
有
機
質
肥
料
は
'
ホ
ッ
プ
に

施
用
L
t
ホ
ッ
プ
以
外
に
は
'
施
用

し
な
い
こ
と
に
よ

っ
て
説
明
さ
れ
る

(
八

一
年

l
二
月

一
〇
日
付
け

『
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
チ
ア
』
)
｡

(

8

)

例
え
は
'
ト
ゥ
ー
ラ
州

の
レ
ニ
ン
ス
キ
ー
地
区
の

l
一
の
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
-
ち
'
地
区
の
農

業
局
に
従
属
し
て
い
る
の
は
'
わ
ず
か
に
三
つ

に

し
か
す
ぎ
ず
､
残
り
の
八
つ
に
つ
い
て
は
'
種

々
の
合
同
に
従
属
し
て
い
る
が
'
経
営

へ
の
資
材
や
機
械

の
供
給
に
お
け
る
混
乱
は
'
顕
著

な
も

の
と
な

っ
た
o
ト
ラ
ク
タ
ー
や

コ
ソ
パ
イ
ソ
は
､
ト
ラ
ス
ト
の
発
送
命
令
書
に
も
と
づ
き
専
門
化
し
た
経
営
に
納
入
さ
れ
る
が
'

1
方
'

農
業
機
械
や
機
械
亜
偏
の
資
材
は
'
地
区
の
農
業
局
の
発
送
命
令
書
に
よ

っ
て
納
入
さ
れ
て
い
る
｡
現
行

の
組
繊
面
に
お
け
る
斉
合
性
の
な
さ

に
よ
り
'
あ
る
経
営
に
は
'
ト
ラ
ク
タ
ー
が
'
他
の
経
営
に
は
'
j･
1フ
タ
タ
-
に
連
絡
す
る
す
き
や
連
結
機
が
納
入
さ
れ
る
こ
と
も
ま
れ
で
は

な
い

(
八
二
年
八
月
六
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
｡

(
9
)

八
二
年
八
月
六
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
｡

六
'

｢
l
九
九
〇
年

ま

で

の
ソ
連

の
食
料
計

画
｣

と
そ

の
関
連
対

策

す

で
に
'

ソ
連

の
農
業
政
策
'

生
産

と
消
費

の
動
向
'

当

面
す

る
諸

問
題

に

つ
い
て
分

析
を

行

な

っ
て
き

た
｡

八

〇
年
代

の
ソ
連

の



農
業
の
展
望
を
行
な
う
に
あ
た
っ
て
重
要
な
資
料
は
'
八
二
年
五
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
党
中
央
委
員
会
総
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ

た

二

九
九
〇
年
ま
で
の
ソ
連
の
食
料
計
画
｣
(
以
下
'
｢食
料
計
画
｣
と
略
称
す
る
)
と

一
連
の
党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の

3E
i:

決
定
で
あ
る
｡
こ
こ
で
は
'
そ
の
主
要
内
容
と
主
た
る
問
題
点
に
つ
い
て
み
る
こ
と
と
す
る
｡

注
(
-

)

玉
の
注
(
-

)

お
よ
び
注
(

2

)

を
参
照

｡

H

食
料
計
画
と
そ
の
関
連
施
策
の
主
要
内
容

食
料
計
画
に
お
い
て
は
'
で
き
る
だ
け
短
期
間
に
'
す
べ
て
の
品
目
の
食
料
品
に
つ
い
て
'
国
民

へ
の
安
定
し
た
供
給
を
確
保
し
'

ソ
連
人
の
食
事
の
構
成
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
あ
げ
て
い
る
｡
第
51
表
は
'
食
料
品
の
年
間

1
人
当
た
り
消
費
量

の
目
標
と
過
去
の
実
績
値
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
D
鶏
卵
等
の
1
部
品
目
を
除
け
ば
'
最
近
年
次
の
傾
向
か
ら
判
断
す
れ
ば
､
高
い

目
標
を
掲
げ
て
い
る
｡
こ
の
基
本
的
課
題
を
達
成
す
る
た
め
の
主
た
る
対
策
は
､
次
の
と
お
-
で
あ
る
｡

-

高
い
生
産
目
標
の
設
定

第
52
表
は
'
主
要
農
産
物
の
生
産
目
標
を
過
去
の
実
績
値
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
｡
最
近
年
次
の
生
産
動
向
か
ら
判
断
す
れ
ば
'

目
標
達
成
の
可
能
性
が
あ
る
鶏
卵
を
除
け
ば
､
い
ず
れ
も
そ
の
達
成
が
困
難
と
考
え
ら
れ
る
ほ
ど
の
高
い
目
標
を
掲
げ
て
い
る
｡

農
業
生
産
の
集
約
化
'
高
い
効
率
で
の
土
地
の
使
用
'
全
面
的
な
物
質
的

･
技
術
的
基
盤
の
強
化
'
科
学
と
先
進
的
経
験
の
定
着
を

一
貫
し
て
推
進
す
る
こ
と
を
基
盤
と
し
て
'
農
業
生
産
の
高
い
テ
ン
ポ
で
の
伸
び
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
｡

2

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
発
展

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
発
展
を
ほ
か
る
た
め
に
､
第

二

一次
五
力
年
計
画
期
間

(
八
六
-
九
〇
年
)
に
お
け

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

l
四

三



第51表 1人当たり消費量の目標と過去の実績値

茜鮎 食 I裏芸話魚 t詰 ,臥 鶏 卵 】 植 物 油

2.7

5.3

6.8

6.5

7.0

7.0

7.3

7.9

7.6

7.4

7.7

8.1

8.3

8.4

8.6

8.2

13.2

野菜,ラ
り兼良

lgLEl

(単位 :年間kg,但し憩卵は箇数)

l頂 き㌃ ｢ き示

9.1】 130

出所 :『ソ連邦国民経済統計』(各年版),1990年目標は,｢1990年までのソ連の食料計画｣

消喪基準は,『計画経済』81年10月号,117頁のイ- ･カザコフ論文より引用.

い l 腐れいし

‖

22

35

A

39

36

41

37

39

38

39

41

41

38

34

39

7

1

3

0

2

8

1

2

1

0

2

9

0

7

5

2

7
一
〇

4

4

3

3

つ山
2

2

2

つム
つム
ー

つム
ー

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

110

(82年 5月27日付け 『プラウダ』),



第 52表 主要農産物の生産目榛と過去の実績値 (単位 :百万 トソ.但し鶏卵は噸 個)

出所 :『ソ連邦国民経済統計』,1980年版,81年は,統計局発表数値 (82年 1月24日付け 『プラウダ』),目標数値は,｢1990年

までのソ連の食料計画｣(83年 5月27日付け 『プラウダ』).
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ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)

1
四
六

る
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
部
門
に
お
け
る
基
本
投
資
を
'
国
民
経
済
の
基
本
投
資
額
の
三
三
l
二
五
%
に
つ
い
て
行
な
う
こ
と
が
'
食

料
計
画
で
予
定
さ
れ
て
い
る
｡
な
お
へ
第

二

次
五
力
年
計
画

(
八

1
-
八
五
年
)
に
は
'
本
部
門

へ
の
基
本
投
資
額
と
し
て
'
国
民

(-
)

経
済

へ
の
基
本
投
資
総
額
の
約
三
分
の

1
が
割
り
あ
て
ら
れ
て
い
る
｡

食
料
計
画
で
は
'
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展
'
投
資
効
率
の
向
上
'
生
産
の
専
門
化

･
集
約
化
の
発
展
'

農
産
物
の
ロ
ス
の
削
減
と
そ
の
品
質
の
向
上
が
強
調
さ
れ
て
い
る
｡

注
(
-

)

第
二
六
回
党
大
会

へ
の
チ
-
ホ

ノ

フ

首
相

の
報
告

二

九
八

l
I二
九
八
五
年
度
お
よ
び

一
九
九

〇
年
ま
で
の
期
間
の
ソ
連
の
経
済
'
社
会

発
展
の
基
本
方
向
｣
(
『
ソ
連
共
産

党
第

26
回
大
会
資
料
集
』
'
あ

り
え
す
書
房
'

〓

1
頁
)
0

5

農
業
生
産
技
術
対
策

食
料
計
画
で
は
'
集
約
化
'
専
門
化
に
対
応
し
た
技
術
体
系
を
確
立
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
｡

耕
種
部
門
で
は
､
品
種
改
良
の
推
進
'
種
子
対
策
の
充
実
､
施
肥
量
の
増
加
'
機
械
化
の
推
進
等
に
よ
る
農
作
業
適
期
の
遵
守
'
土

地
改
良
の
推
進
等
に
よ
り
'
単
収
の
上
昇
を
は
か
る
と
と
も
に
'
具
体
的
な
自
然
的

･
経
済
的
条
件
か
ら
出
発
し
て
'
科
学
的
に
根
拠

づ
け
ら
れ
た
耕
種
農
業
シ
ス
テ
ム
の
導
入
お
よ
び
開
発
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
｡

畜
産
部
門
で
は
'
品
種
改
良
'
家
畜
衛
生
対
策
の
推
進
等
に
よ
-
'
家
畜
の
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
'
飼
料
の
増
産
'
飼

料
中
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
改
善
へ
飼
料
の
品
質
改
善
と
合
理
的
使
用
'
そ
の
ロ
ス
の
削
減
に
よ
-
飼
料
基
盤
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
｡

4

コ
ル
ホ
ー
ズ
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
改
善

覚
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
充
実
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
済
の
強
化
の
た
め



の
諸
措
置
に
つ
い
て
｣
は
'
次
の
よ
う
な
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
改
蓋
集

を
定
め
て
い
る
｡

第

1
は
､

1
九
八
三
年

7
月

一
日
よ
-
､
牛
'
豚
'
羊
'
牛
乳
､
穀
物
'
砂
糖
用
て
ん
さ
い
'
馬
れ
い
し
ょ
'
野
菜
そ
の
他
の
農
産

物
の
調
達
価
格
の
引
き
上
げ
と
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
で
あ
っ
て
､
収
益
率
が
低
い
も
の
お
よ
び
損
失
を
出
し
て
い
る
も
の
に

(1
)

対
し
'
国
家
に
販
売
さ
れ
る
生
産
物
に
つ
い
て
'
調
達
価
格
に
割
増
金
を
支
給
す
る
｡
本
措
置
に
よ
る
調
達
価
格
の
引
き
上
げ
総
額
は
'

年
間
換
算
で

〓
ハ
〇
億
ル
ー
ブ
ル
と
な
る
｡

第
二
に
は
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
で
あ

っ
て
'
主
要
フ
ォ
ン
ド
の
装
備
が
不
充
分
な
も
の
お
よ
び
再
生
産
の
拡
大
を
実
施
す
る
た
め
の
自
己

資
金
を
所
有
し
て
い
な
い
も
の
に
対
し
て
'
そ
の
住
宅
建
設
'
就
学
前
児
童
施
設
'
ビ
オ
ネ

ー
ル
･
キ
ャ
ン
プ
､
ク
ラ
ブ
そ
の
他
の
文

化
施
設
'
道
路
建
設
と
維
持
等
に
対
し
'
国
家
予
算
の
資
金
に
よ
-
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
た
め
の
現
行
の
財
政
手
続
き
を
適
用
す
る
｡
本

措
置
に
よ
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
対
す
る
国
家
援
助
は
'
年
間
三
三
億
ル
ー
ブ
ル
と
な
ろ
う
｡

第
三
に
は
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
～
ズ
の
財
政
状
態
を
改
善
す
る
た
め
に
'
銀
行
貸
し
付
け
に
よ
る
債
務
九
七
億
ル
ー
ブ
ル
を
帳

消
し
に
し
'

二

〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
超
え
る
額
の
債
務
の
返
済
期
限
を
延
期
す
る
こ
と
で
あ
る
｡

注
(
-

)

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
生
産
原
価
に
対
す
る
収
益
率
は
'
六
六

-
七
〇
年
に
は
二
四
解
だ

っ
た
も
の
が
'
七
六

-
八

〇
年
に
は
六
終

に

ま
で
低
下
し
た
.
し
か
し
'
八
三
年
か
ら
の
調
達
価
格

の
引
き
上
げ
に

よ
り

'
二
六
解
に
ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

が
予

定
さ
れ
て
い
る

(
B
･

0
･

r
a
p
6
y
30
B
,

"
n
P
O
,q
O
B
O
Jth
C
T
B
e
ITH
a
5I
rlp
O
r
P
a
M
M
a

rZa
p
T
HH

H

3
a
A
a
｡
H

骨

H
a
H
C
O
B
tJ
X

O
p
r
a
f70
B
"
,

4
)u
u
a
fLC
bE

C
C
C
P

,
7

.
8
2

1
ヴ

ェ

･

エ

フ

･
ガ

ル

プ
-
ゾ

フ

｢党
の

食

料

計

画

と

財

政

機

関

の

課
題

｣
『
ソ

連
の財
政

』

八

二
年

七

月

早

)
.

5

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
営
活
動
の
改
善

党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢生
産
物
の
増
大
お
よ
び
品
質
向
上
に
対
す
る
農
業
従
事
者
の
物
質
的
関
心
を
強
化
す
る

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)



プ

レ
+･h
ネ
7
政
権
下

の
ソ
連
農
業

の
動
向

(
下
)

諸
措
置
に
つ
い
て
｣
は
'
集
団
的
な
請
負
を
農
業
生
産
に
全
面
的
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
｡

ア
･
ユ
ー
ガ
イ
に
よ
る
と
'
農
業
に
お
け
る
集
団
的
な
請
負
の
経
済
的
本
質
は
'
高
い
技
能
資
格
を
有
す
る
従
事
者
か
ら
構
成
さ
れ

る
と
こ
ろ
の
人
数
に
関
し
て
は
大
き
く
な
い
と
こ
ろ
の
生
産
集
団

(生
産
隊

･
班
)
が
'

一
定
の
土
地
に
お
け
る
収
量
を
増
大
さ
せ
る

こ
と
に
つ
い
て
'
自
ら
が
責
任
を
負
い
'

一
方
'
経
営
の
指
導
者
は
'
集
団
に
対
し
て
'
適
期
に
必
要
な
る
生
産
資
源
を
提
供
し
.
成

功
裏
に
上
述
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の
条
件
を
つ
く
り
だ
し
､
あ
ら
か
じ
め
条
件
づ
け
ら
れ
た
評
価
に
よ
り
'
生
産
さ
れ
た
生
産
物

に
対
し
て
'
支
払
い
を
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
義
務
を
負

っ
て
い
る
点
に
あ
る
と
し
て
い
る
｡
こ
の
場
合
､
通
常
で
は
生
産
隊

･
班
の

構
成
人
数
は
'
恒
常
的
な
従
事
者
が

1

0
-
〓
1人

(機
械
手
t
か
ん
が
い
手
等
)
を
超
え
る
べ
き
で
な
い
と
す
る
o
生
産
隊

･
班
の

活
動
は
'
企
業
の
指
導
者
と
の
契
約
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
｡
請
負
条
件
に
よ
っ
て
作
業
を
行
な
っ
て
い
る
生
産
隊
や
班
の
集
団
は
'

生
産
活
動
に
賠
び
つ
け
ら
れ
た
す
べ
て
の
主
要
問
題
を
自
主
的
に
解
決
す
る
O
集
団
的
な
請
負
の
基
盤
は
､
得
ら
れ
た
生
産
物
の
量
と

(-
)

質
の
如
何
に
よ
る
労
働

･
支
払
い
の
請
負
'
報
酬
シ
ス
テ
ム
で
あ

る

｡

以
上
が
集
団
的
な
請
負
の
要
点
で
あ
る
が
'
経
営
の
指
導
者
に
対
し
て
'
本
制
度

に
応
じ
た
労
賃
シ
ス
テ
ム
が
採
用
で
き
る
よ
う
な

(2
)

権
限
が
与
え
ら
れ
て
い

る

｡

覚
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
対
す
る
指
導
的
幹
部
'
専
門
家
の
l
層
の
強
化
'
農
業

生
産
の
発
展
に
お
け
る
そ
の
役
割
の
向
上
に
つ
い
て
｣
は
'
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
指
導
的
幹
部
'
専
門
家
の
一
層
の
強
化
'

そ
の
人
事
の
適
正
化
'
管
理
機
関
か
ら
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ

へ
の
実
践
面

へ
の
異
動
の
奨
励
を
定
め
て
い
る
｡
管
理
機
関
か
ら

コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
に
移

っ
た
専
門
家
に
対
し
て
は
三
年
間

(
収
益
性
の
低

い
経
営
お
よ
び
赤
字
経
営
に
移

っ
た
場
合
は
五
年

間
)'
彼
等
が
以
前
の
職
場
で
得
て
い
た
平
均
賃
金
が
確
保
さ
れ
る
｡
彼
等
に
は
'
ま
た
給
料
の
三
カ
月
分
か
ら
五
カ
月
分
ま
で
の
一



時
手
当
が
支
給
さ
れ
る
｡
若
い
専
門
家
に
対
し
て
は
'
長
期
的
な
特
典
も
予
定
さ
れ
て
い
る
｡

注
(
-

)
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82
(
7

･

ユ

ー

ガ

イ

｢
農

業

に

お

け
る

集

団

的

な

請負
の

組

織化
｣

『
農

業

経
済

』

八

二

年

七

月

号
)
O

(

2

)

労

働

報

酬

と

生
産

の
最
終
成
果
と
の
結
び
つ
き

の
強
化
と
'
生
産
隊
の
請
負
へ
の
移
行
に
際
し
て
の
勤
務
員

の
関
心
を
た
か
め
る
た
め
'
ソ

フ

ホ
ー
ズ
所
長
に
対
し
て
'
先
行
す
る
五
力
年
間
の
平
均
単
収
を
考
慮
し
て
'
安
定

し
た
出
来
高
払
い
賃
金
の
基
準
を
定
め
'
得
ら
れ
た
生
産

物
に
対
す
る
追
加
払
い
雪

労
働
支
払
フ
ォ
ソ
ド
料
率
の
従
前
の

三

五
解
で
は
な

く
､

l
五
〇
解
と
し
て
決
定
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
､
ま

た
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
に
対
し
て
も
か
か
る
刺
激
の
制
度
が
勧
奨
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年

八
月

一
七
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
社
説
)
0

6

農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
管
理
の
改
善

党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢農
業
お
よ
び
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
そ
の
他
諸
部
門
に
対
す
る
管
理
の
改
善
に
つ
い

て
｣
は
'
地
区
'
地
方
'
州
お
よ
び
自
治
共
和
国
に
は
'
農
工
合
同
'
連
邦
構
成
共
和
国
と
中
央
に
は
'
農
工
委
員
会
を
設
置
し
'
関

係
機
関
を
加
盟
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
'
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
活
動
の
調
整
等
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
｡
ま
た
'
管
理

機
構
の
簡
素
化
を
行
な
う
こ
と
と
し
て
い
る
｡

7

個
人
副
業
経
営
'
企
業
の
副
業
経
営
の
奨
励

食
料
計
画
は
､
個
人
副
業
経
営
お
よ
び
企
業
の
副
業
経
営
の
奨
励
策
を
定
め
て
い
る
｡

党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢生
産
物
の
増
大
お
よ
び
そ
の
品
質
向
上
に
対
す
る
農
業
従
事
者
の
物
質
的
関
心
を
強
化

す
る
諸
措
置
に
つ
い
て
｣
は
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
員
と
ソ
フ
ホ
ー
ズ
労
働
者
に
対
す
る
現
物
報
酬
の
適
用
の
拡
大
を
予
定
し
て
い
る
｡
本
措

置
は
'
個
人
副
業
経
営
の
飼
料
基
盤
の
充
実
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
｡

ブ

レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
業
の
動
向

(
下
)



ブ

レ
ジ
ネ
フ

政
権
下
の
ソ
連
兼
業
の
動
向

(
下
)

8

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
'
こ
れ
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
す
る
機
関
と
の
関
係
の
改
善

党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢経
済
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
充
実
お
よ
び
コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
経
済
の
強
化
の
た
め

の
諸
措
置
に
つ
い
て
｣
は
'

コ
ル
ホ
ー
ズ
'
ソ
フ
ホ
ー
ズ
と
'
そ
れ
ら
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
す
る
組
織
で
あ
る
農
業
技
術
国
家
委
員
会
の
企

業
'
建
設
関
係
機
関
､
土
地
改
良
関
係
機
関
'
調
達
機
関
と
の
関
係
に
重
大
な
変
化
を
行
な
う
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
｡
す
な
わ
ち
'

こ
れ
ら
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
行
な
う
組
織
の
活
動
の
評
価
'
そ
れ
ら
の
指
導
者
と
専
門
家
に
対
す
る
報
奨
金
の
査
定
の
基
礎
に
サ
ー
ヴ
ィ

ス
の
遂
行
と
並
ん
で
'
農
業
生
産
の
最
終
結
果
で
あ
る
農
産
物
の
生
産
高
を
置
く
こ
と
と
し
て
い
る
｡
本
措
置
は
'
サ
ー
ヴ
ィ
ス
遂
行

機
関
が
'
そ
の
対
象
で
あ
る
コ
ル
ホ
～
ズ
､
ソ
フ
ホ
ー
ズ
の
生
産
活
動
に
対
す
る
関
心
を
た
か
め
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
.

9

農
村
の
生
活
条
件
の
改
善

党
中
央
委
員
会
と
連
邦
大
臣
会
議
の
決
定

｢農
村
住
民
の
住
宅
'
公
共
サ
ー
ヴ
ィ
ス
'
社
会

･
文
化
的
生
活
条
件
の
一
層
の
改
善
の

た
め
の
諸
措
置
に
つ
い
て
｣
は
'
八
〇
年
代
に
お
け
る
農
村
で
の
住
宅
建
設
'
道
路
建
設
'
文
化
施
設
建
設
の
推
進
に
つ
い
て
定
め
て

(-
)

い
る
｡
本
措
置
の
実
施
の
た
め
に
'
約

一
六
〇
〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
割
-
当
て
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
て

い

る

｡

注
(
-

)

八
二
年
五
月
二
四
日
の
党
中
央
誓

貝
金
線
会
に
お
け
る
ブ

レ
ジ
ネ
フ
報
告

(
八
二
年
五
月
二
五
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
)
0

jI

食
料
計
画
と
そ
の
関
連
施
策
の
問
題
点

食
料
計
画
と
そ
の
関
連
施
策
に
つ
い
て
の
主
た
る
問
題
点
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
'
次
の
と
お
り
で
あ
る
｡

-

畜
産
物
等
の
雫
給
ギ
ャ
ty
プ
は
'
今
後
も
椎
持
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

食
料
計
画
と
そ
の
関
連
施
策
に
お
い
て
は
'
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
に
つ
い
て
の
方
針
に
は
な
ん
ら
ふ
れ
て
い
な
い
｡
第

二

次



五
力
年
計
画

(
八

一
-
八
五
年
)
に
は
'
基
礎
的
な
食
料
品
に
対
す
る
国
家
小
売
価
格
の
安
定
を
保
持
す
る
方
針
は
､

一
貫
し
て
実
施

(-
)

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
｡
従

っ
て
'
こ
の
方
針
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
｡

基
礎
的
な
食
料
品
に
対
す
る
国
家
小
売
価
格
を
長
期
的
に
安
定
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
'
畜
産
物
等
の
需
要
を
急
増
さ
せ
る
ひ
と
つ
の

原
因
と
な
っ
て
い
た
｡
今
後
も
'
こ
の
方
針
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
り
'
需
要
の
増
大
は
維
持
さ
れ
よ
う
｡
す
で
に
畜
産
物
等
の
需
給

ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
な
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が
'
今
後
'
仮
に
'
増
産
政
策
が
効
果
を
あ
げ
た
と
し
て
も
'
需
要
に
対
応
し
た
供
給

が
可
能
で
あ
る
と
は
'
畜
産
物
等
に
つ
い
て
は
'
当
分
の
間
考
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
｡
従
っ
て
､
今
後
も
'
仮
に
､
農
業
生
産
の

増
大
が
あ
っ
た
と
し
て
も
､
住
民
に
対
す
る
畜
産
物
の
供
給
に
は
'
困
難
を
と
も
な
う
事
態
が
続
-
も
の
と
考
え
ら
れ
る
｡

注
(
1

)

第
二
六
回
党
大
会
に
お
け
る
チ
ー
ホ
ノ
フ
首
相
の
報
告

(
『
ソ
連
共
産
党
第
26
回
大
会
資
料
集
』
'
あ
り
え
す
書
房

､

一〇
〇
頁
)
o

Z

財
政
負
担
の
増
大

食
料
計
画
と
そ
の
関
連
対
策
の
実
施
に
要
す
る
財
政
負
担
は
'
今
後

一
層
増
大
し
よ
う
0

第

1
に
は
'
八
〇
年
代
に
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
部
門
に
お
け
る
基
本
投
資
額
は
'
国
民
経
済

の
基
本
投
資
の
約
三
分
の
二

同
じ

く
八
〇
年
代
に
'
農
村
に
お
け
る
住
宅
建
設
､
道
路
建
設
､
文
化
施
設
建
設
な
ど
に
'
約

二
ハ
0
0
億
ル
ー
ブ
ル
が
予
膚
さ
れ
る
が
'

こ
の
う
ち
の
高
い
割
合
の
も
の
は
'
国
家
の
負
担
と
な
ろ
う
｡

第
二
に
は
'
八
三
年
か
ら
の
調
達
価
格
の
引
き
上
げ
に
と
も
な
う
財
政
支
出
増
は
'
年
間
一
六

〇
億
ル
ー
ブ
ル
と
推
定
さ
れ
て
い
る
｡

(-
)

す
で
に
'
畜
産
物
等
の
価
格
差
補
助
金
は
年
間
二
五
〇
億
ル
ー
ブ
ル
に
達
し
て
い

るが
､
八
三
年

の
調
達
価
格
の
引
き
上
げ
に
よ
り
へ

(2
)

価
格
差
補
助
金
は
'
食
肉
と
牛
乳
に
つ
い
て
年
間
三
九

〇
億
ル
ー
ブ
ル
に
達
す
る
も
の
と
み
ら
れ

て
い
る
｡
こ
の
他
に
も
'
農
業
用
生

産
財
に
対
し
て
'
農
業
経
営
向
け
に
は
､
卸
売
価
格
よ
り
も
低
い
倉
出
し
価
格
が
適
用
さ
れ
て
お
-
'
そ
の
価
格
差
に
つ
い
て
の
国
家

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
長
業
の
動
向

(
下
)

一
五

一



.フ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
長
業

の
動
向

(
下
)

3gEiU
爪

の
補
助
金
は
'

八
〇
年
に
お
い
て
､
四
〇
億
ル
ー
ブ
ル
を
超
え
た
と
試
算
さ
れ
て
い
る
o

一
五
二

第
三
に
は
'
農
業
経
営
の
財
政
状
態
改
善
の
た
め
に
'
銀
行
貸
し
付
け
に
よ
る
債
務
九
七
億
ル
ー
ブ
ル
を
帳
消
し
に
し
た
こ
と
で
あ

る
｡第

四
に
は
'
収
益
性
が
低
い
か
'
あ
る
い
は
'
損
失
を
出
し
て
い
る
コ
ル
ホ
ー
ズ
に
お
け
る
住
宅
建
設
'
就
学
前
児
童
収
容
施
設
､

文
化
施
設
'
道
路
建
設
と
維
持
に
関
す
る
国
家
援
助
を
増
大
し
た
こ
と
で
あ
る
｡

注
(
-

)

主
要
生
産
物

の
小
売
価
格
を
低
く
据
え
置
く
た
め
の
国
の
補
助
金

(
二
五
〇
億
ル
ー
ブ
ル
)

は
'
国
防
費

(
一
七
二
億

ル
ー
ブ
ル
)
を

一
･

五

倍
近
く
上
回

っ
て
い
る

(
『
今
日
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ソ
連
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ユ

･
ど

リ

ュ

コ

7
㌧

ユ
ル

･

ヴ
ァ
ソ
ツ

ヤ

ソ

｢
農

工

コ
ソ
プ

レ

ッ
ク

ス

に

お

け
る
価
格
の
改
善
｣
『畏

業
経
済

』
八
二
年
三
月

号
)0

3

農
業
生
産
目
標
は
'
全
般
的
に
過
大
と
み
ら
れ
る
こ
と

す
で
に
み
た
ご
と
く
､
農
業
生
産
目
標
は
'
鶏
卵
等
の
一
部
品
目
を
除
き
過
大
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
O
例
え
ば
'
穀
物
に
つ
い
て
は
'

七
九
年
か
ら
八
二
年
ま
で
四
年
連
続
の
不
作
で
あ
る
が
'
八

l
～
八
五
年
に
お
い
て
も
'
年
平
均
二
三
八
～
二
四
三
百
万
の
目
標
を
掲

げ
て
い
る
｡
本
数
値
は
､
過
去
最
高
の
生
産
量
を
あ
げ
た
七
八
年

(
二
三
七
･
四
百
万
ト
ン
)
を
上
回
る
生
産
量
を
毎
年
平
均
し
て
実

現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
'
そ
れ
が
達
成
さ
れ
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
｡
し
か
も
'
八
六
-
九
〇
年
の
目
標
は
､
年
平
均
で
二

五
〇
-
二
五
五
百
万
ト
ン
と
更
に
高
く
な
っ
て
い
る
Q
食
肉
に
つ
い
て
も
'
生
産
量
は
'
七
八
年
の
一
五

･
五
百
万
ト
ン
か
ら
'
八

1



年
に
は

1
五

･
二
百
万
ト
ン
と
低
下
し
て
い
る
の
に
'
目
標
は
'
八

一
-
八
五
年
の
年
平
均
が
'

1
七
-
1
七
･
五
百
万
ト
ン
'
八
六

-
九
〇
年
が
二
〇
-
二
五
百
万
ト
ン
と
し
て
お
り
'
こ
れ
が
達
成
さ
れ
る
可
能
性
も
き
わ
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
O
耕
種
部
門
に
お

け
る
高
い
生
産
目
標
と
､
具
体
的
な
自
然
的

･
経
済
的
条
件
か
ら
出
発
し
て
'
科
学
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
た
耕
種
農
業
シ
ス
テ
ム
の
導

入
お
よ
び
開
発
と
い
う
目
標
と
が
'
両
立
し
う
る
か
に
つ
い
て
も
疑
問
な
し
と
し
な

い
｡

七
'
結

語

H

要

約

こ
れ
ま
で
分
析
し
て
き
た
と
こ
ろ
を
要
約
し
よ
う
｡

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
の
農
業
政
策
の
主
要
目
標
は
'
国
民
の
食
生
活
の
改
善
の
た
め
に
'
需
要
の
伸
び
に
対
応
し
た
畜
産
物
等
の
供
給

の
増
大
を
図
る
こ
と
で
あ
っ
た
｡
こ
の
た
め
'
重
点
的
な
農
業
投
資
の
実
施
や
'
農
産
物
調
達
制
度
の
改
善
等
の
積
極
的
な
国
内
農
業

振
興
施
策
を
講
じ
て
き
た
｡

農
業
生
産
は
'
年
変
動
を
と
も
な
い
つ
つ
も
'
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
前
半
に
か
け
て
は
'
比
較
的
順
調
に
増
大
し
た
も
の

の
'
七
五
年
の
凶
作
を
経
て
'
七
九
年
か
ら
八

1
年
に
か
け
て
は
､
全
般
的
に
不
振

の
状
況
に
あ
る
｡

一
方
'
畜
産
物
等
の
需
要
の
伸
び
は
'
供
給
の
伸
び
を
上
回
っ
た
｡
こ
れ
は
'
基
本
的
な
食
料
品
に
つ
い
て
の
国
家
小
売
価
格
が
'

長
期
間
に
わ
た
り
安
定
的
に
維
持
さ
れ
て
い
る
な
か
で
'
都
市
人
口
の
増
大
'
国
民

の
所
得
水
準
の
上
昇
等
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
｡

畜
産
物
等
の
供
給
は
､
円
滑
に
行
な
わ
れ
な
い
事
態
が
継
続
し
て
お
り
'
経
済
的

の
み
な
ら
ず
'
政
治
的
に
も
重
要
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
｡
こ
の
た
め
'
七
二
年
以
降
に
お
い
て
'
農
産
物
輸
入

へ
の
依
存
を
た
か
め
た
が
､
そ
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
た
め
に
'
食

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
長
業
の
動
向

(
下
)

1
五

三



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
鼻
梁
の
動
向

(
下
)

料
の
安
全
保
障
の
観
点
や
'
外
貨
収
支
の
面
か
ら
は
'
す
で
に
限
界
に
近
い
も
の
と
み
ら
れ
る
｡

ソ
連
農
業
は
'
農
業
投
資
効
果
の
低
下
傾
向
'
農
業
経
営
内
容
の
悪
化
'
農
産
物
等
の
大
き
な
ロ
ス
'
機
械
手
等
の
農
村
か
ら
の
流

出
､
農
業
経
営
や
農
工
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
の
運
営
に
お
け
る
欠
陥
等
の
問
題
点
に
当
面
し
て
い
る
｡

八
二
年
五
月
末
に
決
定
さ
れ
た
食
料
計
画
と

1
連
の
関
連
施
策
は
'
高
い
生
産
目
標
を
設
定
す
る
と
と
も
に
'
ソ
連
農
業
の
当
面
す

る
諸
問
題
の
解
決
と
､
生
産
性
が
高
い
農
業
を
実
現
す
る
た
め
の
総
合
的
な
対
策
を
定
め
て
い
る
｡

T
L

展
望
と
残
さ
れ
た
研
究
課
題

今
後
の
展
望
を
行
な
う
場
合
に
'
農
業
政
策
の
基
本
目
標
で
あ
る
食
生
活
の
改
善
が
今
後
も
可
能
か
が
ま
ず
問
題
と
な
る
｡
基
本
的

な
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
を
安
定
さ
せ
る
と
い
う
方
針
が
'
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
る
の
で
'
畜
産
物
等
の
需
要
は
'
今
後
も

増
大
す
る
で
あ
ろ
う
｡
野
心
的
な
食
料
計
画
と
そ
の
関
連
施
策
の
実
施
に
よ
り
'
今
後
'
農
業
生
産
が
増
大
し
た
と
し
て
も
'
畜
産
物

等
の
需
要
の
伸
び
に
は
対
応
で
き
る
可
能
性
は
'
き
わ
め
て
少
な
い
で
あ
ろ
う
｡

食
生
活
改
善
の
目
標
を
'
農
産
物
供
給
能
力
に
み
あ

っ
た
も
の
に
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
｡
基
礎
的
な
食
料
品
に
つ
い
て
の
国
家
小
売

価
格
を
長
期
に
わ
た
-
安
定
さ
せ
て
き
た
こ
と
が
'
畜
産
物
等
に
つ
い
て
'
供
給
能
力
以
上
に
需
要
の
増
大
を
招
い
て
い
る
と
も
考
え

ら

れ
､
こ
の
よ
う
な
価
格
政
策
の
あ
-
方
に
つ
い
て
も
検
討
を
せ
ま
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
｡
ガ
ル
プ
-
ゾ
フ
連
邦
大
蔵
大
臣
の
論

文
に
よ
れ
ば
'
八
〇
年
に
は
'
牛
肉

一
キ
ロ
に
つ
い
て
の
調
達
と
加
工
に
要
す
る
国
家
の
支
出
は
'
そ
れ
が
国
民
に
販
売
さ
れ
る
小
売

(-
)

価
格
を
二
･
二
倍
も
上
回
っ
た
が
､
八
三
年
か
ら
は
'
調
達
価
格
の
改
訂
に
よ
-
'
約
二
･
八
倍
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る

が
､

財
政
負

担
の
面
か
ら
も
問
題
で
あ
ろ
う
｡



計
画
経
済
体
制
を
と
る
国
家
に
お
い
て
､
基
礎
的
な
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
の
引
き
上
げ
は
､
き
わ
め
て
困
難
な
も
の
と
み
ら
れ

(2
)

る

O

し
か
し
な
が
ら
'
前
述
の
ガ
ル
プ
-
ゾ
フ
論
文
は
'
価
格
差
補
給
の
実
態
を
国
民
に
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る
が
'
こ
れ
は
､
当
局

に
よ
っ
て
'本
間
題
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
'
今
後
の
対
処
ぶ
-
が
注
目
さ
れ
る
｡

農
業
生
産
の
特
質
に
か
ん
が
み
'
生
産
現
場
に
お
け
る
自
主
性
と
創
意
工
夫
が
発
揮
さ
れ
る
体
制
づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
｡
今
後
'
農
業
生
産
に
全
面
的
に
定
着
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
集
団
的
な
請
負
が
'
ど
の
よ
う
な
発
展
ぶ
り
を
み
せ
る
か
が
'
注
目

(3
)

さ
れ
よ

う

｡

ソ
連
に
お
い
て
は
'
農
業
生
産
性
の
低
さ
､
農
産
物
等
の
ロ
ス
の
大
き
さ
'
行
政
命
令
的
な
農
業
経
営

へ
の
介
入
等
が
'
絶
え
ず
問

題
と
さ
れ
て
き
た
原
因
に
つ
い
て
'
計
画
経
済
体
制
と
の
関
連
に
お
い
て
解
明
す
る
と
と
も
に
､
今
後
の
改
善
の
さ
れ
方
に
つ
い
て
フ

ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
が
研
究
課
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
｡

(.･1
)

更
に
'
今
後
の
'
ソ
連
の
農
業
政
策
と
農
業
生
産
動
向
を
把
握
す
る
こ
と
は
'
ソ
連
経
済
に
お
け
る
農
業
の
重
要
性
'
最
近
年
次
に

(.J
)

お
け
る
国
際
農
産
物
市
場
で
の
ソ
連
の
輸
入
規
模
の
大

き
さ
か
ら
み
て
､
き
わ
め
て
必
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
｡
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(
ヴ

ェ

･

H
フ･
ガ

ル
プ

-

ゾ

7

｢
党

の

食

料

計
画

と

財

政

機

関

の

課

題
｣

『
ソ

連

の

財

政

』

八

二
年
七

月

号
)

.

な
お
'
本
論

文

に
よ
れ
ば
'
畜
産
物
の
個
々
の

品
目

一
キ
ロ
に
つ
い
て
の
予
算
か
ら
の
補
助
金
の
具
体
的
規
模
の
試
算
は
､
次
の
と
お
り
｡

(
単
位

‥
ル
ー
ブ
ル
)

牛
肉

羊
肉

豚
肉

牛
乳

バ
タ
ー

小
売
価
格

小
売
価
格
を
上
回
る
補
助
金

1
九
八

〇
年

一
九
八

三
年

一
･
七
五

一
･
三
九

一
･
八
五

〇

･
二
四

三

･
四
〇

二

･
〇
四

一
･
九
四

〇

･
八
七

〇
･
〇
九

二

･
八

一

二

･
九
九

二

･
七
七

一
･
五
五

〇
二

七

四

二
二
八

(

2

)

計
画
経
済
に
お
い
て
は
､
国
営
企
業
の
就
業
者
の
賃
金
は
'
国
家
に
よ

っ
て
決
定
さ
れ
て
い
る
た
め
､
国
家

小
売
価
格
の
引
き
上
げ
は
､
賃

ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
農
業
の
動
向

(
下
)



ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
下
の
ソ
連
桑
葉
の
動
向

(
下
)

一
五
六

金
の
上
昇
が
な
い
か
ぎ
り
こ
れ
ら
の
就
業
者
に
と

っ
て
は
'
実
質
購
買
力
の
切
り
下

げ

を
意
味
す
る
の
で
'
広
範
な
国
民
か
ら
の
不
満
を
よ
び

や
す
い
｡
こ
れ
に
対
し
'
自
由
主
義
経
済
で
は
'
賃
金
決
定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
消
費

者
価
格
決
定

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
の
関
係
は
直
接
的
な
も
の

で
は
な
い
場
合
の
方
が
多

い
｡

ポ
ー
ラ
ソ
ド
に
お
い
て
'
食
肉
等
の
国
家
価
格

の
引
き
上
げ
の
試
み
は
､
七
〇
年

一
二
月
'
七
六
年
六
月
'
八
〇
年
八
月
に
お
い
て
は
'
い

ず
れ

も
国
民
の
不
満
を
宛
い
て
失
敗
し
た
こ
と
は
､
計
画
経
済
休
制
下
の
基
礎
的
食
料
品
の
国
家
小
売
価
格
の
引
き
上
げ
が
い
か
に
困
難
か
を

示
す
も

の
と
い
え
よ
-
｡

(
3

)

現
在
'
耕
桂
部
門
に
お
い
て
'
集
団
的
な
請
負
に
よ

っ
て
作
業
し
て
い
る
の
は
'
す
べ
て
の
生
産
隊
や
班
の
-
ち
'
わ
ず
か
に
約
九
%
に
し

か

過
ぎ
な
い
｡
指
導
者
の
本
制
度
に
対
す
る
消
軽
的
な
態
度
'
請
負

っ
た
集
団
の
自

発
性
が
尊
重
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
､
す
べ
て
の
経
営
の
指

導
者
が
'
相
互

の
契
約

の
自
己
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
誠
実
に
実
施
し
て
い
る
わ
け

で
も
な
-
､
請
負
に
よ
る
集
団
の
有
益
な
る
作
業
の
た
め

の
必
要
な
る
条
件
を
つ
く
り
だ
し
て
い
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る

(
八
二
年
八
月

l
七
日
付
け

『
プ
ラ
ウ
ダ
』
社
説
)
｡

本
制
度
が
定
着
す
る
た
め
に
は
'
請
負

っ
た
集
団
の
自
主
性
が
尊
重
さ
れ
'
経
営

指
導
者
の
方
で
も
契
約
を
誠
実
に

実
施
し
'
請
負
集
団
の

作
業
が
効
果
的
に
行
な
え
る
よ
-
な
機
械
'
農
業
資
材
'
労
働
力
の
条
件
を
つ
く
り

だ
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
-
｡

更
に
へ
将
来
的
に
は
'
請
負
集
団
に
'
生
産
品
日
の
選
択
権
を
も

与
え
る
こ
と
も

議
論
に
な
り
-
る
と
も

考
え
ら
れ

る

が
'
こ
の
場
合
に

は
'
調
達
価
格
が
品
日
間
で
｡ハ
ラ
ソ
ス
が
と
れ
て
お
り
'
か
つ
'
請
負
集
団
に
適
切

な
る
利
潤
を
生
ず
る
水
準
に
な

っ
て
い
る
か
が
そ
の

7
層

の
発
展
の
た
め
に
は
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
ろ
-
｡
し
か
し
な
が
ら
'
調
達
価
格

制
度
を
弾
力
的
に
運
営
す
る
こ
と
は
'
現
在
の
ソ
連
の
体

制
か
ら
み
て
'
き
わ
め
て
困
難
と
考
え
ら
れ
る
｡

(
4

)

八
〇
年
時
点
に
お
け
る
若
干
の
指
標
に
よ
る
ソ
連
経
済
の
な
か
で
の
畏
業
の
位
置

づ
打

(
全
経
済
に
対
す
る
農
業
の
比
率
)
は
'
労
働
人
口

で
は

二
〇
野
'
国
民
所
得
で
は

1
五
解
'
投
資
で
は

二
〇
矩
'
輸
出
で
は

7
･
九
%
.'
輸
入
で
は

二
四

二

1%

で
あ
る

(
『
ソ
連
邦
国
民
経
済

統
計
』
'

八
〇
年
版
'
三
五
五
頁
'
三
七
九
頁
'
三
三
六
-
三
三
七
頁

お

よ
び
､
『
ソ
連
邦
外
国
貿
易
統
計
』
､
八
〇
年
版
'

一
八
頁
｡
但
し
'

貿
易
に
つ
い
て
は
'
食
品
お
よ
び
食
品
原
料
で
あ
る
)
0

(
5
)

例
え
は
'
七
八
-
八
〇
年
平
均
で
の
ソ
連
の
穀
物
輸
入
量
は
'

全
世
界
の
輸
入
量

の
l
三

･
四
鉾
と
な

っ
て
い
る

(『
農
業
の
動
向
に
関
す

る
年
次
報
告
』
､

昭
和
五
六
年
版
t

t
三
〇
頁
'
蓑
Ⅱ
1
34
)
O

(
完
)

(研

究

員
)
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		アクセシビリティ権限フラグ		合格		アクセシビリティ権限フラグの設定が必要



		画像のみの PDF		合格		文書が画像のみの PDF ではない



		タグ付き PDF		不合格		文書がタグ付き PDF である



		論理的な読み上げ順序		手動チェックが必要		文書構造により論理的な読み上げ順序が決まる



		優先言語		合格		テキスト言語の指定



		タイトル		合格		文書のタイトルがタイトルバーに表示されている



		しおり		不合格		大きい文書にしおりが存在する



		色のコントラスト		手動チェックが必要		文書の色のコントラストが適切である



		ページコンテンツ





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きコンテンツ		不合格		すべてのページコンテンツがタグ付けされている



		タグ付き注釈		合格		すべての注釈がタグ付けされている



		タブの順序		不合格		タブの順序と構造の順序が一致している



		文字エンコーディング		合格		確実な文字エンコーディングの指定



		タグ付きマルチメディア		合格		すべてのマルチメディアオブジェクトがタグ付けされている



		画面のちらつき		合格		ページで画面のちらつきが発生しない



		スクリプト		合格		アクセシブルではないスクリプトなし



		時間制限のある応答		合格		ページが時間制限のある応答を必要としない



		ナビゲーションリンク		合格		ナビゲーションリンクが繰り返し使用されていない



		フォーム





		ルール名		ステータス		説明



		タグ付きフォームフィールド		合格		すべてのフォームフィールドがタグ付けされている



		フィールドの説明		合格		すべてのフォームフィールドに説明がある



		代替テキスト





		ルール名		ステータス		説明



		図の代替テキスト		不合格		図に代替テキストが必要



		ネストされた代替テキスト		不合格		読み上げられない代替テキスト



		コンテンツに関連付けられている		不合格		代替テキストはいくつかのコンテンツに関連付けられている必要がある



		注釈を隠している		不合格		代替テキストが注釈を隠していない



		その他の要素の代替テキスト		不合格		代替テキストが必要なその他の要素



		テーブル





		ルール名		ステータス		説明



		行		不合格		TR が Table、THead、TBody または TFoot の子である必要がある



		TH と TD		不合格		TH と TD が TR の子である必要がある



		ヘッダー		不合格		テーブルにヘッダーが必要



		規則性		不合格		テーブル内の各行の列数と各列の行数が同じである必要がある



		概要		スキップ		テーブルに概要が必要



		箇条書き





		ルール名		ステータス		説明



		箇条書き項目		不合格		LI は L の子である必要がある



		Lbl と LBody		不合格		Lbl と LBody は LI の子である必要がある



		見出し





		ルール名		ステータス		説明



		適切なネスト		不合格		適切なネスト










先頭に戻る

